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本詠涌戸市長田区一番町三丁目一
東京支店東京都千代田区丸ﾉ内丸ビル601号
下關出張所下闇市豊前田町第一ピル
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カツ 夕
●

ElectroMagneticSlipCoupling

のことでディーゼルエンジンと

フ・ロベラをこれでカツプルする

ことが最近欧州造船界の常道と

なって来ました

例えば…･･･

客船では

BTH4500IP2台式

ASEA3500IP8台式

捕鯨船では

ASEA1600IP2台式

など大物の実例です

(畿琴駕繋蝋）
参照

9 窪

霊 畠畠 弓

4･""e'Engin｡
BBSlip-C.JMi" C.Gear

D｡SIjprings

特長

，、エンジンから来るTol･sionalOscilationを吸収すぉことができ為。

2．ヱンジンをプロペラかI:,簡単に剛Iﾌ離すことができる。

暦耗を伴わないケラッチである。

3．スピードコントロールが出来るのでデツドスローの運転を繼続する

ことができる〔マグロ膿には最適〕

4．急速なる出発ができる。〔捕鯨船には最適）

5.TwinEngine式とすると逝娠ギヤなしで簡単に前後進がでぎる，

始動用圧縮空気の大きな節約陸ﾉて圧縮磯設臓が小さくできる。

6．VSカップ｡リングばフライホイールの代用にもなる。
（文献贈呈）

7。極めて簡単容易に遠方操作ができる。
（乞鯰名御記入）
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③荷役日数短縮の薪記録が

続出しております

堅牢で故障がない

保守が簡軍である
淌費電力が少ない

、こノ

十一 襄揚貨機田日
富士電機製造株式会社
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古 河の
舶用電線，蝋化ビニール電線

ポソェチレン寵線，ボソユヅロール電線

テレビ愛像川砿線，レーク'一用導波管

軽合金アノレミ版，管，棒，各稚階段金具
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処理能力(I-/H)

機械／ﾀー ﾋ､/及
型式′′ディーゼル

／汕種潤滑油
〆

１
１ 1

バンカー〃Cゲ重油
ディーゼル

油

2500～3000 ｜
Light
FueloiI

2000～2500

Heavy
FueIOil

l500～2000N･]6-Vl塾000~2"0
米国シヤープレス・コーポレーション日本総代理店

セントリフューガス・リミテッド日木総代理店

画T業株式会赴
本杜東京都中央区銀座1の0(皆川ピル内）

愈話京崎(36)8681(代表),8632～5
神戸出喪所神戸市生田区京町”〔日本ピル内〕祗誌郵合C210283
エ場東京都品川区北品川4の535電話大崎〔49〕4679．1372
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日 蔭九

日産汽船株式会社

日本鋼管・清水造船所

船菫

造船所

長
動
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型
水
数
號
力
擬
力
級
工
水
工

く
く
く

慎
重
側
貨

16200m

153.00m

21.00m

11501n

(満載） 8．25m

9,94332,"

15,000態

(最高） 16節

H立B&Wヂーゼル磯関×1

5,530B.H.P.

NK,LR

28－10－28

29－614

29－8‐25

全
長
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深
吃
總
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速
主
川
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船 室明治海運株式会社造船所三井造船・･玉野造船所明倫山丸

三井B&Wヂーゼル機関

（ターボチャージィ･一付）

7,500B.H･P・

NK,LR

2R-11-28

29－6－19

29－8－28

綴133.00m

18.60m

10.40m

8.08m

7,550噸

10,700"

16節う載瀧１
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〃

広 全丸

(クリーンタンカー）

広海汽船株式会社

日立造船。向島エ場

船主

造船所

機単動4サイクルヂ声ゼル機関×1

J]830B.H.R

力（試運転,満載）11.37節

級 NK

工29－2－26

水29－8－3

工29－9－29

53.00m長（垂）
9.70m

幅（型〕
5．10411深（型〕

吃水（計画滿載)4.25m

總噸数 700噸

職貨重最 1,0CO"

貨物油舵容積 12,000m3

荷油ポンプ・ 縦型ウオシン1､ン型〆2

王
出
速
船
起
進
竣

研野博士巴巻

握1
2_ｱヨ

為

'TS.トーションメー

回鮒及積算
環倉本計号精醐 ’本工喝烈京都，k耐区

読jハ価R{(郡〕蜘郵・恥濁

柏工堀f‐〃哩柚RI柏。

1.豆町

3

祇鰍輔

ゆ一



１
１
１

’

IⅢⅢ|||川|川i川Ⅲllll川|Ⅲ|ⅢⅢllllllllⅢ川lllllllllllillllllilllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllilillllllllllllllllllllililll1ll1l11l1llll111lillllllllillllllllllll!lll

プﾗジﾙ海軍双螺旋軍用貨物汽船
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建造石川島重エ業株式会牡

本船はブラジル海軍つ双螺旋軍用貨物汽船であって同型船2隻の中の第一船である。昨年12月13日に起工し，
本年6月10日進水し，去る10月911引渡しを．完j.1‐に。

本船は貨物船としての設備を有する外，随時多数の兵貝を補選1=得る特殊船であって，この目的に樋合する
よ〕各種の特殊設備を有Lている。

即ち船首尾楼内および上甲板ド船脆内には兵員居住区として所饗数の銅製吊潅台を備え，機関室よ'ﾌ前部の
船艫内第二1I1板下には多数の{Ⅲ所，洗面所等の附属設備を完備している。

上甲版宰内には広大なIIIj*(右百写眞参照）を設け，紺食エレベーターにて"IM稔持込才『外，多叡(ﾉ'潴理用
器機が完備されといる。

父船尾楼内には同様に広い洗稲圭を設け，洗溌，｜|党水，乾燥，アイロング，フ"レス等の識機械を備え，いず
れも本船の搭乗員数に順じた大能力を有するものである。

更に本船には12名を収容し得る病室を，又これに附厨して『術室，拍療室，歯科･治嬢室薬局等の諾室か副
置されている。※



※端艇甲板は上陸用舟艇4隻を搭載し得

る庚潤なものであってこれ等の舟･艇は本船

固有の25Tブームにて搭載可能である。

上記の外，將来3吋砲，40粍機銃を4基

宛据付･け得るよう船首尾並びにウインチプ

ラットホーム等に砲座及び機砲座を設けて

し、ろ。

船濡部附近を示寸‐

、

目要

全
長
幅
深
吃
職
主

長119.421m

（垂） 110.338m

〔型） 16.002m

〔型） 8.534m

水（滿厳)6.288m

貨電量4,341,85砿

機械二段減速焚置付高低圧2シリ

ンダー衝動タービン 2基

定勝2,400SHP×145R.PoM・

経済2,100SHP×139R・P.M｡

汽fIi羽川島重油悪暁式2胴ﾉk管ボ

イラー（過熱器，'蛸気予熱排，

羅熱器付）2基

使川圧力20kg/cm:2

温度拓JoC

力（公試最大）17.67KT.

IMj 竈

毛

趣

’
食堂会
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船菫

造船所

WORLDJURY

（油槽船）

インターマリンナビゲーション

コーボレイション

三菱造船・長崎造船所

長（垂〕630沢

幅（型）88沢

深型）45沢

吃水（満載〕34爽

総噸數約21,000噸

載貨重量約32,000英睡

連力〔涌赦試運転）約17節

主磯蒸気ダーピン×1

出力15000S.H.P.

船級1R,AB

起工29－3－11

進水29－9－30

しⅡ醇一■－炉一一一一一一一■ー一一一口一一 弓一一一一

大阪Iけ大淀丙lli江1k4

東京都茄川区I"IW!川4

°ビニレヅケス（塩化ビﾆｰ'|樹“料｝
｡LZプライマー（鉄而用下渡漁料）

つの。CRマリーンペイント（獣溺~鱗ﾂ§）
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燃料油清浄機
ディーゼル油用

パンカー油用

潤滑油:清浄機
デイ一‐ピル

ターピン油用

其他各種遠心分離機

瑞興セノrレーダー会赴日本總代理店

晨獺産業株式會融椴鵬
大阪市I厨区立寅堀南邇1丁ﾄﾘ1番地
電話:新町〔53)4041．950－956

頭京支店東京都Iド央区日本隅小舟町2の3の12
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舶用（'‘ノーには一般に眞鐡で縁取した鋼鐡

製ﾘ)ものと使用し、稀には青銅製のものを

1曲夫0)が普通ですが，海水の腐蝕叉は流電

ｲ↑剛に對してはど．ららも不完全ですo

f..3フーレン塗装の舶用バルブが初めて据え

[,れたのは1948年11月でした。眞鐡縁取の

LI)i1･jの鋼鐡製バルブにネオ．ブレンの二重塗

袈で厚さ雄lリに仕上げ，更にこれを加熱虚

即したものです。このパルフーは接合面に塗

雌しただけで填隙環なしで据えられました

が，結果は毎回の定期瞼査に於て素晴しく
良吋な状態にあることが立證されました。
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函館丸主機械横濱

型機關

M､A、N.G.ZNG・Z 三菱日本重工業株
式會斌横濱造船所

日本垂鰡淋式曾吐の函館丸が三菱造船株式會杜下關造

船所においてその主磯賊をディー･ピル機關に換装さ恥る

に當り，ドイツ國のM・A.N趾の誇る新型2サイクル

I､ランクピストン式GZ52/70型磯關詮わが函に紹介す

ることを得たのは欣快に堪えない．函館丸の主機被の陸

上試運鱒が好成績に終了した機愈にその成綴を發表し，

斯界の参考に供し度いと思う．

I.主要目

排氣孔が閉じるまでの室氣の損失は認めざるを得なかっ

た．從って平均有効睡力も4.5kg/cm2程度を超えるこ

とが困難であった．

M｡A.N杜ほこの黙につき多くの研究と賞鹸を重ね，

第1間に示すように奥に進むに從い排氣孔の高さを増す

一方掃氣孔の高さは域少するところの，いわゆる「Tス

ヵベンジング」を溌明し，同時に勘I氣回韓弁を使用する

ことによりこの問題を解決し，空氣遼を22~25％増加

し平均有効墜力5.2副腫g/cm2で速演蓮鱒を可能ならし

めることに成功した．ぃ3つゆる新GZ型駿關は本型式を

採用しM.A.N減が昭和21年(1948年）以来市場に邊

つたもので，ポートスカペンジング磯關の特徴ともいう

べき簡単で安全なシリンダカバの磯構で出力向上の目的

を立涯に達した最新式の磯關である．この状況を岡示し

たのが第2圖である．丁度§I類回韓弁が閉じた下部死織

後50度位でシリンダ内の睡力が排氣嘩力に等しくなつ
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2．新GZ52/70型磯關の特徴

（2-1）いわゆる2サイクルぷ－1､スカペンジング式

ともいうべき極めて簡単なシリンダカバ

第1岡排･氣回郷弁装置

－を有す愚頑丈な構遥で，かつ出力はユ
ニフロースヵベンジ式磯關同厳の高出力

を得るM.A.N祗最新の己に數百墓の蹴

績をもつ磯關である．

すなわちGZ型磯關をM.A.N祇が

製作を開始したのは遼く昭和2年であ
る．

しかし多くのこの種2サイクル機關と

同じようにシリンダ内に充湿される室氣

壁とシリンダ容競との割合，すなわち掃

氣の効率ばまだ研究の餘地を残していた
’

鋤稲式b)非對稲式

嬢2図反輔スカベンジング線I剛
頭の効率ばまだ研究の劒地を残していたa)

ばかりでなく，掃除室索孔が閉じてから
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a)排鏡回韓弁の芯セ’溌合b)排蕪回郷弁のある愛合

餓3回排鍾および諦鏑中のシリン戎．内の睡力鍵化線岡

(2-2)GZ機關は6シリング以上はその全長を短縮

すると.ともに，諦除空氣の脈動を少なくするためiこ一般

にルーツプロワーを使用しているが，本磯は5シリンダ

であるため磯關の鰐遥を更に頑丈にし振動に湛えるよう

にし,多くの機關同様の往復式掃除室氣ポンプを諭端に
つけ-ている．

これによる長さの影響は5シリングであるためたいし

て問題にはならない．

（2-3）燃料消蛮量が極めて少ない．

これは(2-')に記載のごとくシリンダ内の筌氣量が極

めて多いことおよび座縮唾力が高いので，園綱使用後
磨耗により睡縮唾力が降下しても燃料消避並の堀加をひ

きおこさないばかりでなく起動も確査に行うことができ
る．別項成績表に示すごとく三菱石油のB重油が經濟出
力において愛に1609/BHP/hという驚威的な好成漬を
得た次第である.A重油で運純すれば更に良好な数値を
期待できるであろう．

3，函館丸室機械G5Z52/70陸上蓮簿成縞表

（3-1）粗悪油暹常連簿

本磯は日本郵胤緋式會吐の指示により日本市場で得ら

れる低質燃料の三菱石油のB重油といわゆるクラッキ

ング粗悪重油として海外で安慨に得ら#し，大型磯脇に採
用されているc重油で週簿する.こととした．

粗悪油重油の定義，規格およびその適鱈な庭理方法!三

ついてば雀だ不徹底で，その上にその分訴表だけで簡単

に可否を到戯することは困難である．その粘度ば加熱す

ることにより簡単にA重油同糠の状態で噴射す.ろことか

できるけ{bども，その含有するアスフフ･ルトの性賀、含

有バナジュームの量等が問題となって来る．Lかしこぶ

日本郵鵬函館丸主機械G5Z52/70型

洲力1,700軸蛎力，毎分回繩数200

ているので，全哩鏥行趣こわたり全く唾力の降下をみ-j二

多逓の空氣が邊られていることが一『l瞭然である.

以上の結果が磯關iこ對して具魁的には頑丈であり（す

なわち細行程容鞍あたりの重逓ば，一股の重い磯關と同

綴またはそ私以_上）しかもシリンダあたりの出力の噸加

(すなわち‘鴎力漕りの寵逓は約36-40kg)となってあら

われている．
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ハ）函館丸主機械G5Z52/70蓮韓成

（海外市婆のC重油使用）
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5．橇・開出力
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洞 爺丸の惨事に想う 船舶編集室
←

9月26日早朝九州に上睦した台風15銃ば時速100.餘

キロという驚異的なスピードと北上するに従って發逹す

るという特製生を示しながら本土を縦断し，26日夜には

渥大な暴風となって北海道を襲い，鐵這連絡船洞爺丸顛

悪の大塗事を初めとして，鐵道連絡船4隻一般船舶4887

隻の7熱陛を起し，台風12號14號と相次ぐ腰<だけ台風

でいささか台風輕覗の氣味のあった日本國民を，一夜に
して悲歎と狼狽とに隠し入れた．

なかでも洞爺丸は旋客1,204人，乗員111人を乗せて

おり，その中1,151人が死亡するという愛に世界第二の

海難事故となったため，世間の注目の的となり，－時は

外人に對する特別補償の問題ともからんで政治問題にま

で謹展するかとさえみられて，人災か天災かその原因窮

明の要望は各方面より一時に湧き起ったかの感がある．

勿論時を移さず,海難審測露，運職省，國鐡等はそ恥

ぞれの立場より原因の窮明に乗り出しており，その結果

は刑事責任や遺族補俄の問題ともからんで極めて微妙な

問題を含んでいる．從って未だ船鐙も引揚げられない今

日，不確かな費料を基として輕をし<原因の判鐵を下し
狩り，公に意見を述べたりするのは差腔えなければなら

ないことは勿論で，ここではただ今日まで新聞の報道そ

の他から得られた資料を造船家の立場より解鐸して收録
することにより,識者各位の判断の便に供し度いと思う．

目は大踏次の如くである．

全長

垂線間長

型幅

型深

吃水滿赦

筌鮠

滿載31軌k量

Cb

速力航海

最高

總噸數

純噸勤

費格

航行睡域

機蝿

旋客

1118.70m

113.20m

15.85m

6．80m

4．90m

3.778m

5,285t

0．547

15.5kn

17.455kn

4,122t

1,492t

3級船

沿海

4,500HP×2,200r.P．m．
1等一69名

2等224名

3等843名

計1136名

143名

態

航海僅備就航滿載
752.01,301.71'563.0
4,4745’023.75,285.0
5.9216.4266.181

一

乗員

状

輕荷

0

3,722

6.642m

’洞爺丸の要目その他

洞爺丸は昭和22年11月時の中日本重工紳戸造船所で

大雪，摩周，羊蹄型の第一船として建造されたもので要

載貨重量

排水量
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同上角度28。24。20。18。

但し上の表の復原力(ﾐ車嬬甲板きでのものである。

特徴とする所はいうまでもなく貨車または答率を車楠
甲坂上に積むことでその重量は570tである．このため

重心が下げられないこと，逆に車彌甲板が餘り高く出來
ず，従って乾舷が大きく取れない(1.9m)こと等にあ

り，また風睡面積が大きく風の影響を受け易い．

問題となった開口ほ一設配置圖に示した如く,AH:

識關室天窓,Bは非常口>Cは石炭庫の蓋である．

第2固の復原力曲總は車輔甲板までのもので，箕際は
上部の船室が第3圏の如く，瞬間的には水密と考えられ

るから，顛覆に對してばもつと有利になるはずである．

第2圖黙線はこの船室を浮力範園に算入した復原力曲線
(概算）である．
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第4圖雷時の風速と風向（函館海洋鑪象蜜櫛測）

に達する』という調燕警報を謹した．

これに對して函館海洋氣象墓で記銭した平均風速をみ
ると第4圖の如くなり，大遥豫報は醤っている．ただ洞
爺丸が出港した16時40分前後には風がやや落ち，一部
にほ青空がみられたので運航責任者は台風のスピードか
らみて中心は既に江差を通過して北海道を抜けてしまっ
たと誤認したといわ'f1，，蓑た青函局よりの問合せに對し
て，今台風眼の通過中であり’後刻風波は眠くなるとい
う氣蒙蕊の警告が船の幹部に連絡されなかったともいき.。
れで，ここらIこ人災的要素力辮んでいるわけだが，それ
は本文の對象外の問題である．

さて湾際は台風の進行速度は北上とともに衰えて，洞
爺丸の出港後台風の中心附近力麺過したことは第5間の
自記氣墜計の記録をみても明瞭で，洞爺丸は台風の進行
速度と氣墜勾配による風速との加わる最も危嶮な象眼に
遭遇したことになる。

今回の災害は天災とはいい切れないかも知れないが，
これだけの大きな災害はあらゆる不幸な偶然が積み重な
って生ずるものであって，その重なり合った因子の蝋
と，それが人爲的であるか，偶然であるかの比とによっ
てその災害は天災であったか人災であったかが判定され
るものと筆者は解澤しているが，とも角，今回の樛事に
ついても北海道にこれだけの台風が来襲したのが恐らく
青函速絡船が就航するようになって初めてであったこ
と，台風のスピードが急に遅くなって中心通過の時鮒が
遅れたこと，台風12號14號力糎くだけで案外威力がな
かったこと等が責任者の判断を迷わせたことば想像に難
くない．更に不幸だったのは風向きであって，これまで
津輕海峡は随分荒れて20m/sec.から25]n/sec.の風
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第2岡復原力曲線（概算）

船室

〃

"3ifil

2當時の氣象，海象

台風'5銭の北上に伴い，その時速''0キロという猛
スピードと睨み合わせて函館海洋氣象墓は午前11時に
『台風が近づいている．避過ぎから風が弧くなり陸上で
は最大風速20ないし25m/sec,海上では25～30m/sec
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LI6.40洞録丸幾惑
錐5岡麓時の鏡歴璽化

は珍らしくなく，しばしば鋏航を餘儀なくされてきたの

だが，その風向は多くは季圃楓によるもので北西の風が
多く，函館港は割合に波も低く安全でたとえ間違って出
溌しても，海峡が荒れていれば溌内に避難することが出
來たわけであるが，今度憾風向が南から南西へ徐々 に塗

ったため函館港は長い海峡面を吹いて來る温風と，長い

洋而で充分に發達した高波に蓑ともにさらされて，遜難

する場所がなかったことであろう．

さて常時の風速を調べて馨ると洞爺丸が風浪のため南

口防波堤附近で投錨したのが'9時’分で，その頃平均

S18.4m/sec,21時25分船より突風55m/secの報告

22時12分雨舷穣停止して漂流中SSW23m/sec・322

時26分座礁報告23m/sec.となっている．これは七重

漬の測候所での記録であるから，海上では幾分鰻いとし
ても平均25m/sec～30m/sec位であり，瞬間最大風

速は鍵動奉7割とみて43～51m/secとなる．

船の顛惑の原因となるような突風はある程度の繼繊時
間（例えI潮間の動掘週期の灘程度）を持っていなければ
ならないから，その範園で考えると，鍵動奉ばもつと下
廻って4割程度になると考えられるが，そのような突風
"35m/sec～|42m/secとなる．

一方波はどの位になるかを推定してみると波浪識報理
"I)によると平均25m/sec風速としてこれが南に鍵
ってから5際翻績いたとすると風下の函館側でば波高
6m,波長62m遁期6.3sec,岨度（波高/波長)1/10.7
の極めて急峻な風波が發生する.(Bretschneiderの漣
報諭2)でば遁喚郷勺9sec.と大き目に出るようである).

1005
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一ル）

‐ﾉヮ

岸の近くでは浅海の影響で波

高は高くなり，風向の愛化や

防波堤の返り波の影響もあっ

て複雑な三角波が立っていた

ことが想腺される．

3船の凌波性

ではこの海象精況で船はど

のような反應を示すかを亥に

考えてみよう・そ恥にば顛覆

に至るまでの經過を考えてみ

なけいぱならないけれども現

在の段階でば筆者の価人的な

糒測に止まるの臆止むを得な

L，．

1）台風時の出港が主原因

であることば論を侠たない．

結果論ではあるがもし族客や

退避していれば，大雪丸蕊二貨車を降して船だけ港外に退避していれば，大雪丸第二

青函丸のように助かったかも知れず，少くとも千餘名の

命は救えたわけであり，更に北海道が度奇台風の洗禮を

受}う･て經醗を積んでいれば，最も危瞼な台風'l』心の東南

域の風上側である青森港に船を集結して置け-ぱ一暦被擦

は少かつたことであろう．

2）出港の結果港外で意外の魍風に遡って錨泊の止む

なきに至ったが，高波のため車楠甲板より漫水して機鴎

が停止し，また浸水のため復原力を著しく阻害された。

3）機關が停止したため風波の力がまともに錨鎖に掛
り，走錨して船ば漂流を初めた．

4）七重漬の沖合で座礁し足を取られて，風波の力を
餘計に受けるようになり，大傾斜を生じた．（あるいば

この時初めて横波，機風を受けるようにたったのかも知
れない.）

5）大傾斜のため貨車が移動し遼に顛悪した（但し顛

悪前に貨車が移動したという変證はない．）

これらの諸原因が次の原因を誘發して行って遂にあの
惨事を起したものと考えられる．

このような備況下の雛の凌波性を論ずることば不可能

に近いけ-れども，一雁推測をしてみるならば，

1）操鞭性

錨泊の止むなきに至った一つの理由として本船の操縦

性を考えなければならない．この型の船ば上部構迭物が

極めて大きく，從って風函面積が極めて大きいた識：避

風時にば操樅がし難くなるということは前からい』､れ･て

いた、

’

■
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三角波のため完全な同調は生じないから，この数字より

は少くなるので横揺だけで顕悪することはまず考えらiも

ない．

4）突風と波による傾斜

この場合の最もsevereなケースとしては船が風上側

に傾き切った時突風が吹いて来た場合である．すなわち

第7岡において船は平均風唾によって風下側に61だけ

傾きながら，それを中心として左右にそいぞ恥801]00

宛繊橋しているとする．

船が風上側へ－杯傾いた時突風が吹き今までD1であ

った偶力挺がD2になったとすると，風が船を風下側Iこ

押すためになす仕事の中DIのなす仕聯は船の動復原力

に吸收されて，結局船が8,,だげ傾くことにより平胸す

るが，突風のなす仕事すなわちDg-DLのなす仕那は餘

分であるから結局固のAという面積と，識術動復腫挺
のBとが丁鹿等しくなる角度まで傾くことになり，も
しAがBより大きければ顛覆ということになる．

この方法を洞爺丸の雷時の海象Iこ合わせて計擁しよう
とすると次のような卿職にぶつかる．

すなわち

a)上部購造物の浮力がどの程庭僅原性に寄與するか
b)大角庭傾斜時の復原挺の鍵化

c)突風の鍵動が7圖のように階段状にならない

d)不規則な波の中の動騰角度は理想的な同調猫総角
度よりどの位小さくなるか・

等である．

二つの船の復原性の比較ということならばこの黙はさ
して問題とするには雷らないが，絶對的な到笥を下す上
には是非とも明かにしなければならない．

現在の段階ではむしろ洞爺丸その他の高侭な槻I§を擁
って得られたDataによって，逆にこれらの未知歎が
明かにさぃ5るといった方がよいかも知れない．
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相諒風向？億）

第6風船の操継性におよぼす風の影審

模型愛験弱)によれば湿風下の操縦性能は第5間の顔う

になる．横軸は相對風向であり，縦軸は相對風速と船速

との比である．従って船速が風速に比べて遅い時径風の

影響を受け-るわけである．

さて本船は速力15.5ktである力楓墜下にこの速度が

得られたとしても風速/鋸速が4を超えると，すなわち

風速約30m/secを超えると殆んどあらゆる方向からの

風に對して舵を一杯に取っても思う方向に向けられなく

なってしまうことになる．このことからも台風の中へ出

港したのは無理な話で’經験を猿んだ船長が出港を決意
するについては，その判断を誤らせるような幾多の條件

が重なっていたとしか思えない．

2）風による価斜

風単濁では船はどの位傾斜するかというと，平均風速

30m/secで約7･,50m/secで約17'.と

たり，いくら本船の風唾面積が大きくて

も,風だけで吹き倒さ《もる心配はまずない．

3）波による動濡

前述の如く溌報理論より推定した波は波

傾斜17・，迩期は約6秒となって，船の推

定横擢邇期約12秒には同調しないしか

しながら他の懲報理論では週期約9秒とな

り，更に常時胤郵f海峡の西口よりうねりが

催入したともし､われるので，同諦繊振を生

じたとして概算してみると

波傾斜17°として約33.波傾斜11。とし

て25.程度になる．変際は波の不規則性や

｜
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風圧偶力雄

定常凰例風圧駕刀雄
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船というものはまず出来ない相談である．

さて沿海航路の船は台風が近づいていれば出港藍見合

卦っせることが出来る．また麓一知らないで出港しても呼

び戻して台風が到達するまでに避難出来る程度の航程で
ある．從って沿海航路の船としては台風に迩違すること

は考えなくてよい．勿論考えるに越したことばないが，

その分を居住性や運航性能の方へ廻すわけである．

從って蓮常邇遇する荒天は不速綾溌によるものであ
り，最悪の場合に低氣唾の中心に通遇すると考えるわけ

である．

昨年より安全法の改正力鍾職省を中心として行わ『Lて

いるが沿海船舶に對する基準の榎本方針も大譜以上のよ
うであると闇いている．

そこでこのような見地から沿海以上の船の復原性基準

案として九州大學を中心として作られた試案によって洞
爺丸の復原性を雷ってみると，

1）風速15m/secの風（不連綾線による風速）によ
り發生した波浪中に託いて塾準では

C,>0.8に對し洞爺丸では

C,=1.58

2）風速32m/secの風（低氣腰中心の風速）のみに
對し，塾準では

C2>0.8こiZに對し洞爺丸では
C2=1.6

となるから，沿海としては台風に遡遇しないという前提
條件のもとでは充分な復原性を有するといえよう・
台風に遭遇することを考えなかった船が台風で沈んだ
のだから船の設計の面からは篭<問題はないかというと
そうはいえない．まず台風に遭遇しないと考えることの
當否があり，その他，不幸にして台風に出遡ったとして
船の性能上，萬策つきて沈没したものかどうか．すなわ
ち錨，錨鎖の弧度，車編甲板の水密性，復原性，獺度簿
にアンバランスがあってその最弱熟が船を噸悪に至らし
めばしたかったか，等肴，造船家として大''､に反省すべ
き問題が幾割'1，ている、

5洞鐘丸事件の教えるもの

，）船の運航寅任者は，船の耐え得る風波の限睦を熟
知していなければならない．
前述のように沿海航路の船はどのような天候.唇も維對
安全なようには作いるものではないしまたその必要もな
い．要は使用者がその船の耐え得る天候の限変を熟知し
・ていて無理をしないことにある・洞爺丸の生淺りの士官
が2人とも噸稲するまで危嶮を感じなかったといってい
るのは驚くべきことで，船の安全性に對する過偏といえ

試みにこれらを考慮しないでa)上割鱈織物は一切復

原力の足しにならない.b)偶力挺は鍵化しない.c)階

段状に鍵化するd)同調動揺である．という假走の下に

計算してみると，浸水の影響を考える蓑でもなく，風速

30m/sec,突風愛動奉40%,では横椛角10.足らずで顛

遜という誌鴎となって馴渡と反する．そこでどうしても

船室の浮力を考慮するとともに他の剖額にも考慮をめく・

らさなければならない．

洞爺丸は座礁または鯛底してから約13分後渥SOS

を發して通信を絶っていることから座礁してしばらく風

波に耐えてから鱗倒しになったと考えられるが，一方他

の述絡船（北見丸外）ではその沈没位睡からみて座礁し
ないで沈没したと考えられるのもある．そこでその違い
を次のように解課してばどうだろうか．すたわち洞爺丸

では車廟甲板上の客室が短い間は水密と考えられるので

復原力に加わり，そのf-め座礁するまでは顛覆しなかっ
たが座礁後反力の中心が船底にたって，風唾偶力艇が墹
大したのと，座礁および混水のための復原力の減少と，

あるいは貨車の片寄り等が重なって暫時の後噸澄したの

に對L,客室を持たない青函型では上部総遥物による復
原力の珊加が餘りないため，座礁するまでもなく顛覆し
たとするのである．

但し両者とも蟇水によって元ぐの復原力もかなり損わ
れていたことは勿論である．

このことからa)に封するなんらかの手掛が得られる

はずである．

次に同じ貨車事用型のものでも室荷だった第12青函
丸は無無だったが，これは錨地の差異もあることで一概
にはいえないが，浦戦時の復原力でば耐え得ず，筌蒐時
の復原力．では耐え得たと考えるならば，海象状態は丁度

その中間にあったとみら恥るから，このことよりb),

c),d)等の読明が得られるかも知瀧ない．

いずれにせよ今の段階ではこれ以上の憶測を暹しくす

ることは無駄であろうが，洞爺丸の惨事に較べて見逃き

れ易い他の速糒船の遡難状況も技術的には極めて重大な

意義をもち，童た貴重厳資料を提供していることを忘れ

てはならない．

4沿海航路船として適雷な設計だったか

事件後，船は推断に顛覆しないようには出来ないのか

という質問をよく受iﾅろ絶對に顛覆しない船は出来な
いことばないだろう.Lかし恐らく採算の合わない勝に

なることだろうし，いずれは何かの開口なり窓なりがあ

ることだろうから，それを閉め忘恥たら保證の限りでな

い．結局鱒IJする人の注意を全然度外覗してな妬安全な
’

]007

】



って得られた貴重な資料を生かしてこの種の海難の絶滅

に努力､j-･ること力鑑船家に課せらIrl，た使命であろう。
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舶用機關製造朕況表（昭和29年7月分）

鵬舶局脇辿工業課

よう．

また遥船家の方でも設計の目標として安至限界を明示

･すべきであろう．

2）船の安全性は磯關が停止し定時について考えなけ

ればならないのではないか‐

今回の惨事も這水による機關停止がなけ“3起らなか

ったかも知湿ないのであるが，一般にいって機關が停止

したらもう保たないというのでば心靭い誌で，溌關が停

止し漂流して樹風.,繊波を受けても溌想される天候では

一睡ぼ安全なように設計さ恥なければならないのではな

かろうか．

3）蟻装の問題：

今回の遡難速絡船に共通なかつ相當に重大な因子とし

て車輌甲板よりの浸水が翠げら恥なければならない．新

聞の謡萱によれ,ぱ，天窓はあいていたという．これが本

営ならば荒天準備の怠慢というより外なく，台風輕覗の

一端はここにも現わぃている．

しかしながら一方－箒寸閉め忘れれば致命的な結果をも

たらすような場所に開口があり，かつ荒れ初めてからは

外から閉め難いというのでは考えもので，錨の大きさと

とも庭この際大いに械討さるべきことである．

貨車を稜んでいない大雪丸，第12青函丸が無事だっ

たのが，復原力の違いからか麓水の量の遠いのせいか，

または泊地が異ったからかば今後の諏査で明らかにさ“

ることだろうが丁度限界に近い海象状態だったわけで極

めて貴重な資料である．

いず心にせよ僅事が起った以上はこの高値な綴性を排
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雛舳年鎌“"'30年卿11月20日刊行船舶局溌修

A5版320X(8f2段組)1頁1700字入）走侭560El｡(ig50m)

昭和28年4月より本年3月に至る1年間の海運，迭船，關述工業の動きを，正確な資料の裏付によって，完
全に，しかも要領よく捉え，陵く關係者の参考渥費し，斯界の指針たらしむるよう総集されたもので，特に本
番は年鑑世Lて第1回目の刊行であるため昭和28年4月以前の船舶關係罰鐸の動向，推移，蚕料も收録して
いる．

［主な内容］1尊津篇…･･90頁2法令篇..…50頁3蚕料統詩嬬"…･130頁
4日誌溝..…5頁5名簿篇...､50頁

發賓＊薬ゞ天文航法認電冨遁麓歸
淺井榮蚕

豊田清治

【内容】

第1章天文航法の概要第Ⅱ章地球と天球第Ⅲ章時および暦第IV章天測儲位測定原理
錨V章耐庭，方位角の観測法館Ⅵ章太陽の天測露Ⅷ章恒星の天測露Ⅷ章月および惑
星の天測錨Ⅸ章測定滕件の吟味と應用計算第X章天測贈位の軌跡と測定船位の誤差
その他附録22頁，位遥記入剛圖等折込3葉

i
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造鵬技術上の諸問題(4)

－水雷艇友鶴遭難査定書一

松本喜太郎

査定書目次第1章裏資

第1章事変第1節友霞遭難經遁の概要

第1節友鶴遡難經過の概要水雷艇友鶴は壬鳥型水雷艇の第3艦とじて舞鱸要港部
1．建造經過工作部において建遥せるものにして,昭和7年11月11日

2．竣工後迦難までの行動竝に乗員の諌庭起工，同8年10月1日進水，同9年2月24日竣工即日

3．遡難前後の瀧田および第21水雷隊の行動鰯21.水雷陵に編入せられ,，同26日舞舶發28日佐枇保

第2節友鶴顛覆後の概況に到着し，3月6日以來機密佐世保警備戦隊日令第2誰

1．捜索，發見および入渠諸作業の訓練に参加しつつありし厨，その最維日たる3月12同

2．乘員の状況午前1時ﾕ5分寺島水道暇泊地を出港龍田に對する2画

3．其の他關聯副1項の蕊嘩教練を無事総了し，佐世保に向け蹄途につくや間

舗3節友繩損塞の獅要もなく，同日午前4時12分頃犬立島燈塞の182鹿7浬附

1．人員近において噸悪せり．

2．船臘，兵器機關1．建造經過一

第2掌原因友熱は昭和7年11月11日舞鱒要港部工作部iこおいて

1．載荷状況起工後,その建造過程において第1艦千鳥の建遥經過(別

2．船瞳，兵器，機關の故障紙第’）に鑑み，営初の計遥を塗更し，進水前船臺上:三
3．没水．おいて舷側水防厘劃を装備し，復原力の改善を計り．他

4．操艦方旋回時の傾斜を減少をしむるため舵面積2.91平方米を

5氣象，海象2.32平方米に減少し,8年10月1日進水せしめ，また論
6．計謹銭庫を一段下げ前甲板の装演砲左右舷各1門を中央’門

7．建迭工蒋熾施とし，2次電池，電氣冷赦庫を下甲板に下<・る等艤装配

露3章責任に對する意見（略）≦術位置蕊更および装備品一部陸揚により極力重心黙の除

附録所見下を計り,艤装完了,諸公試を慾り，9年2月24日完成引
附岡 渡を了したるものにして完成状態の復原性能左の如し．

第1騨儲謂軍纒龍田お藍び第2'水雷隊行 友鶴公試運蝿伏態復原悩鎚

動瑚（略） 排水量736.597瞳

GM696粍
蕊2．友鶴避難時第21水雷隊，瀧田行動剛(略）

KG3.334米
第3，天氣固（11日午後6時および12日午前6時）

「レーンヂ」 65度
（略）

吃水2.241米

鰯4．浸水箇所想定竝遭難者位澄（略） 旋回力公試成篭別紙第2（略）

第5‘電動汕畷舵取装置操縦装置大禮（略） 公試運輔成篭別紙第3:IM)

別紙2．友鶴鰺工後3月12日までの行動慨要竝に乗員の

錐1．千鳥の建迭經過練庭

蕊2．友蕊旋回力公試成讃（略）艇長海軍少佐岩瀬奥市は願逐鱈の經験豊富にて萩顕逐
館3．友雛公試迩轌臓要表（略）艦長として，あるいは北支方面に馳躯し，あるいは昨昭
第4・機密佐世保瞥術戦隊日令錨2雛（略）和8年度ｲ細U演習乙軍部隊として長途南方海面に行動
第5・防水扉防水篭の状況（略）し，具さに海上の腿醗を欝珍’また友鶴艇長としての部
鋪6屍禮收容位遥（略）下統御艇の操縦等は司令竝に僚艇艇長の術にtr讃する
第7．通書 所なるのみならず，事前に諸ける研究周密にして，各種

範8．友鵡機關部現状調査（略）イ1錐成讃優良なりLものなり、
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に反漣，瀧田の後尾に入る如く針路ほぼ東，原辿'2節に

て合同運動中午前3時43分「陣列を解き便'虻佐世保に

歸投せよ」の命ありて，千鳥は同3時45分取舵にて北

30度東に鍵針せんとし疑角一杯とたせるも，回頭せざり

しため風上側に一回鱒し，同3時57分辛うじて定針ず

るを得たり.かくて保針上の見地より弧速14節と鰯した

るもなお船首の振恥時に45度におよび,風波を右10度

附近に受け，かつ艇の動騰は一般に左舷に大にして普通

左舷20度，時に40度近き大動播（侭斜の復原は綏徐垂

り）を爲しつつ北上す．

友鶴は距離500米ないし600米にて航海諸燈溝よび速
力燈を黙出し，概ね千鳥の後尾に綾行しつつありしが，

午前4時12分頃（註1)襲覆せり，千鳥においては午前

4時15分當直信鋭員これを見失いたることを司令および
艇長に報告せり．、

司令はこの報告に接したる際，友僻の磯關に故障を生．
じたるものと思惟し，信號無線をもってこれを指呼せる
に，時間を經過するもなんら應答なきをもって，始めて：
不審を漣き午前4時25分，友縄を見失いたる旨司令官
に報告し，更に4時32分その捜索方を電請し，龍田ば

直に反轆捜索に向い，千脇は保安上の臓殿により認許を
受け午前5時40分寺島水道に遜泊せり．

2）3月11日來支那揚子江下流に示庭746粍,北東i二
進行する低詞騒（附岡第3天氣侭'参照）あり，佐世保地．
方においては'’日正午頃よりその影響を受け漸く荒天
の兆あり，12日午前6時頚に至りその影響最も大なり
き、友鶴遭難時難也におけ-る天候は關係記銭および申吟
を綜合するに’風向南南東，風速15米ないL20米，硯
界2粁ないし3粁にして時部冷雨あり，没浪は紳軋風の
方向と一致し，波高普通3米ないし4米なりLも、水深
（悔圖上560米）詣よび地形の影響を受け，大小各種の
波混在し時に波高大なる波ありしものの如し．

右の状況において千鳥は没に向う際ば－識包塔に波を
譲り，艦橋に時々 飛沫を受汁，検波を受くる際ば時詩前
甲板に飛沫を鑿り，中後部甲板波に洗わるることあり，
また斜後よりこれを受くる際は，動協一般に20度附近
にして時盈大動葹を生じ，最大左舷39度に達したりと
いう．

なお営時潮流は北方に流れ，皮流と相侯て相當大なり
しものと認む．

3．謹難衡時友繩は司令艇千鳥に綾行，艇長自ら操縦
に任じ（註2）艇は概ね公試状態(註3､にて，水密保持
良好（註4）機關に故障なく，速力14節（註5）針蝿上

30鹿．東風波を右10函付.近より受け，取舵約18度の
抵舵（註6）をもってほぼ直進中にLで生存者よりの艫

動｜使隔速力|主要訓練事頚月日行

｜
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な誌一般乘員の練度についても，友鎚が就役後日尚浅

きにかかわらず，なんら故障の發生を見ず，また艇内の

整頓常に美事なりし事賓に鑑みるも，他艇乗員に比し遜

色ありたるものと認むる能わず．

3．遡難前後の龍田および第21水雷隊の行動

1）夜間訓練(別紙第4擴密佐世保警備戟際日令露2號

参照）の目的をもって，佐世保警備戦隊司令官海軍少毒

葛沐義一指揮の下に龍田は12日午前零時57分千鳥(司

令海軍中佐橋本信太郎)，友鎚は同日午前1時15分寺島

水道暇泊地を出港す．

出港に先ち，午前零時56分司令官は當時の天候にお

いて防雷具および婦海具の揚收作業困難なりとの司令の

進言を迩営と認め，鋳一作業を中止し第二作業より始む

る旨電命せり・

午前2時第二作業たる水雷隊の襲撃教練を開始す.發
勤時に韮ける標的鑑龍田の位置立島大澄臺の171度5浬

6．基準針路210度､速力6節水雷隊は龍田の20X7粁

より發動速力12節をもって,龍田の東側より進出し,午

前2時31分これに對し篭1回婆躍を行い,午前2時35分

学速力9節と鰯し，第2回婆嘩運動に移り再び龍田の東

側より進出，午前3時1分これに對し第2回襲撃を行

い，午前3時7分順當なる經過をもって第二作業を経了

す．

本作業中風向南東ないし南南東,風力概ね'8米,天候

雨‘覗界2粁ないし3粁，海上時を大なる波涛あり，龍

田の動賎は左右概ね15度，水雷艇の動瀦は最大左右30

庭なり（第1回襲撃教練中千鳥の一番胞然照準孔鎧戸破

損し，午前2時30分無線電信受僑磯2塞卓上より墜落

す」

午前3時8分司令官は第三作業たる照射教練の對勢等

を發令せるも，この甑より海上の模滕益を不良となり，

水雷隊の航行状態に鑑み照射教錬の蛮施不適當と認め，

午前3時24分「教練維維後尾に順蕃競縦陣制〈も』を令

L,瀧田は左に大圏を霊きて反輔し針路30庭と爲す．

水顧除は龍田の西方においてIII濡雛単縦陣をもって右

’
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3）千鳥信競員荒井二水の言によれば，午前4時15分

に先任信競員が友鶴を見失える旨届出たるが，その

前3分以内に岩村一水が友鰯を見失える旨言いおり

たりとのこと．

4）縫内Iこおいて殉職せる吉村中尉の腕時計ば，本委
員衝の蛾證したる所によrl,ぱ，硝子等礎損せる箇所
なきも，浸水に因り4時13分10秒にて止まりお#、
ること．

5）生存者穴藤一氷の言によれば，同人の時計は遭難
時に止まりたるものと恩わるるが,長勧は亡失し短
針のみとなりおりし故正確には判らざるも'ほぼ4時
10分罰にて止まりおれりとのこと・
〔註2〕

乗員の朕況

営時艇長は艦橋に在り，先任將佼は午前4時前後まで
艦橘にありしこと鱸震にして’その後一時上甲板通路に
至り、磯鰯長は午前3時40分まで磯賊室に在り’その
後窒三兵員室こ至れり，爾餘の乗員中鱈橋常直員および
機劉科徽直員（三直中の一直）は告その配置につきて勤
務中にして，右以外の乖員は概ね固有の居住腫に就窪ま
たは休憩中なりき，

〔註3〕

戯荷の縦況

坂を綜合､するに左に大傾斜を爲し，そのまま須災にし
て睡蜜せり．而して顛覆の途中においては御更せんとす
る価向もなく，また一時左腹斜が止まらんとする傾向も
なかりき、

艇内趣鐙は顛遜後一瞬にして消えたり．

雷時の友繩の復原力達推定するに下の如し．

〔註1〕

遡難時刻に關しては殉職書’の遺謬，生存者の言竝に一

番鑑壬鳥乗員の言等厘々に亙りおるをもって，その中最

も信ずるに足ると認めらるる左の事震に基き，顛覆時刻
は3月12日午前4時12分頚と認定す．

1〉千鳥瀬尾三曹の言によれば，同人は友鶴迦難當時

午前4時以後において．引裁き友雛の燈光を見おり

しところ，大なる勤瀦ありしため一時目を放したる

に，約3分後信號兵が同人の膳に來りて，友鶴の見
えざる旨を告げたるをもって，直ちに肉眼をもって
見たる所，友鶴を認むることを得ざりしとのこと．
2）壬烏見張員（信號員）岩村一水の言によれば，午
前4時8分頃には友鶴の燈火を認めたるも，その後
暫くして見たる時にほ，これを認めざりし故同4時
15分その旨届け出でたり．

届出時刻は艦橋の時計によりたるをもって正確なり
とのこと．
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兵器鐵装品走歎額定位鐙に在り

燃料

石炎は3月5日2麺搭載す.丙1畦は叺詰にして上甲

板中部#こ積みたるも當日毒でに消費せる見込なり．

重油は3月5日右舷前部讃入口より64睡搭載せり，

富日出潅零の現量より推定して顛覆時の残量約49
畦なり．而して平常より中部の高位置に在る「タン

ク」より先迄消費する方針なると,當時前謝痙油rタ

ンク」を使用せる状況より，顛覆時の残量は中部

「タンク」は少くともほぼ前部rタンク」の高さまで

（中部『タンク』満載量55地の約乃に相営す)低下
せるものと認むるも，關係諸脹簿全部流失せるをも
って，各「タンク』の現在量不明なり．

清水rタンク」の現量（滿戦量）左の如し．

主給水「タンク」 3.5殖（3.5畦）

一番溌備水『ダンク」 4.0唾（5.0唾）

二番謹術水「クンク」 0（2.75廼）

三番謹備水「タンク」 3.6殖（5.5”

前部「ツリミングタンク」 1.8砿（6.7態）

後部「ツリミングダンク」 6.0砿（8.8瞳）

上甲板『タンク」 0（0.7瞳）

弾薬，魚雷，爆雷

定数（演習繩，魚雷賞用頭部および炸薬を除く）を

定位置に格納ず

輝食約2ケ月分

短艇全数合戦準備の位置にあり

謹有品舞鮪より回航の際塔載せるものも大部

分は佐世保入港後陸揚せり．

移動物心大なるものは當日出港前確淡に固縛せられ，

顛覆後にもそのまま吊り下恥るものあるも手甫，食器

等は落下四散しあり．

以上を綜合するにその戦荷状態は千鳥とほぼ同織にし

て，千鳥の営日出勤前の吃水排水量左の如し．

吃水（米）前部2.376後部2．196

平均2.286

排水逓763麺

〔註4〕

水密保持の状態（生存窯よりの慰反錘よび入渠#泳後
の鯛査による）

噸悪前艇丙に溌水せることなく，また「ピルヂ」の滞

溜なかりしものと認む．噸謹後も第一，露二兵員室の浸
水は急激癒らず，第四兵員室も艶三兵員室に至る非常口
語開くまでは大なる溌水なかりしものと認む、

露三兵員室は軸f糊帯より塞氣漏洩のため，漫水やや
急辮なりしものの如し．

艦内澄水状況附圃第4（略）の如し．

防水扉，防水蓋のM崎兄

舷窓盲蓋の閉鎖確蛮にして破損せるものなし．

居住唾劃出入口，卦降口防水扉は殆んど全都開放のま

まにして第三，鍵四兵員室非鴬口は顛覆後啓開したる
者あり．

詳細別紙第5の如し．（略）

〔註5〕

機關の"祝

雨舷主「タルビン」使用（巡航rタルピン」嵌合／睡
速14節晦分回純数226）普通排氣にて航行中にして，
回聴増減器は機被室艦橋ともに黒'0を指示し，雨舷礫
縦弁はこれに相堂する開度（3/'0）に啓開しあり．

補助磯賊は消防噸I筒の外全部を使用し，主補蒸氣管は
補助蒸氣右舷隔壁弁の外全通す．

腱は1號磁に汽蝕しI噴燃器2本（2，3番）使用,主給
水卿筒邊風儀被2墓運鱒中にして，自動硲水加減器を使
用す．また補助給水卿筒は直に使用し得る準備をなしあ
り．

使用中の重油「タンク』は4番（前部左舷内側）にし
て噴燃用重油卿筒燕案加減弁は噸悪時瀧操縦室内より閉
鎖したるものと認む．

護電磯は’説（60キ戸rターボ」謹電磯）を使用し探
照燈捲揚磯械，給氣電動磯，砲塔電力の夕隆部邊電しあ
り・その他諸弁の開閉拳よび邇信器指示状況別紙第8
（略）の如し．

以上を綜合し営日出港後機關各部の運鱒吠呪は良好に
して，發電磯も噸悪時まで良態にありたるものと認む．
〔註6〕

操舵装置の状況

顛惑後最初に發見せる時舵は大角度面舵にとりたる位
置にありしが，入渠後調査の際はその角庭33度にして，
また外力約0．6「米睡」にて自由にこれを移動すること
を得る状鱗ごありたり．而して艦橋および溌餓室の舵角
指示器はいずれも坂舵17.5度を指示し,また舵坂機披斜
盤管制装霞の認係位匠は附圖第5(略)の如く，附脇發條
の内’佃は極磨に唾論し，他の’個は極度に仲張せる状
況にあり．

以上を綜合して顛覆時取舵約'8度に操舵しありたる
ものと認む（本角鴎こは操舵員が舵輪より手を放ちたる

時磯と，電流体止により舵取磯城の作動止みたる時磯と
の相連による誤差を含む）従って前掲面舵33度の状態
は’顛悪後波浪の衝聡により生起せるもと認む．

第2節友鶴顛覆後の妖況、

’・捜索，謹見および入梁諸作業（附I園第1略）’
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警備戦隊司令官は12日午前4時28分友鋤失蹄の報に
接するや，直に龍田を率い捜索を開始し，千鳥は當時の

海上の模様に鑑み保安の顧慮上これを一時寺島水道に遊
泊せしむ●初め友雛は磯關故障等のため漂流中なるべし
と判勘せしも，天明後の捜索によるもなんら手懸なかり
しをもって，事重大と認め,午前7時40分本件に開する
露一報を佐世保鎭守府司令長官に發したり．龍田は午前
9時頚降雨のため覗界些しく狹少となり，艦位に對する
不安を生じ’－時捜索を中止して寺島水道に假泊し，午
前11時9分覗界やや良好となりたるをもって，捜索を
再開す．是より先一旦寺島水道に遜泊せり．千鳥は司令
官の命により司令こ恥を率い，午前6時45分出港,友鋪
遭難に關し報告のため佐世保に闘港し，午後3時40分
天候やや回復するを待って出動腰索に從事す．
第21隈逐隊および佐世保海軍航室除は，司令長官の
命fこより捜索に参加し，露21騒逐隊は午前10時50分
佐世保出港'佐世保航空隊の飛行艇3穫,水上偵察磯4磯
は午後3時30分量錐せり．
一方捜索を綾行中なりし龍田は，午後2時5分閥榊島
燈蕊の190度2.5浬附近に顛覆漂流中の友鶴を發見す．
發見時友鶴の状況は青色塗料を塗粧せる吃水線下雛底の
大部および舵，推進器を露出し一見司令塔なき潜水鑑の
如く，ほぼ平衡状態をもって船首を北に向け浮涯せり．
鑑底を打撃j~る普響により友鶴の艇内に生存者あるを
確認したるをもって．不取敢7吋聯綱を右舷推進軸に取
り，午後4時26分龍田をもって曳航を開始し，変速力
1節内外にて佐世保に向いしが，途中港務部救難隊に會
し，その協力により5吋銅線綱をもってする本曳航を開
始し，砺後資速力約3ないし4節に矯加し，その間曳索
切断等のことありしも13日午前7時25分庵崎の東南東
約1500米に達し投錨す.爾後救難隊指繩ざ(潅務部長）
は司令官より救難作業を繼承し，蒲その池艇下面の障害
物切獣除去妬よび友鶴吊揚等入梁鮮術作業を震施す．
午前8時18分難四兵員室附近に，次で第一兵員謡こ
なお生存者あるを確認し潜水工をして昇降口より酸素，
崖氣，「ミルク』を補給す．
午後5":0分曳航開始，午後7時40分入渠作業を開
総せるも，突出物等のため鰯く:壊し，扉船営りに介在
物ありしため，午後9時58分に至り船具の鋤kを開始
し,14日午前0時30分艦底を切開し生存者の救鯛に請手
せり，

2．乘員の状況

1）前部

噸遜営時第一兵員室iこ12,3名，第二兵員室に7，8名
ありしが，願謹後先任下士官茨木一零兵曹の指示によ

一

り，全員第一兵員室に集合し人員を調査したる後‘鏡二

兵員室に在るrス1，－プ」煙突より菱水ありしため，こ

ｵT,を抜き去り儒祥等にてその穴を塩塞防水に努め，亥で

第一，第二兵員室間の防水扉を閉めたる上在室者ば第二

運用科倉庫と米麥庫とに移りて水を避<、謹一兵員室D

溪水高は最初約5寸なりしが，漸次増水して12日午前

11時頃には難二運用科倉庫面まで約12尺の所i迄達し，

爾後入渠に至るまで概ねその状態を持淡せり．その間在

室者は防毒面を使用したるも効なく，その大部分は漸次
窒息死亡し，僅に第二運用科倉庫iこありたる5名中柳田
三等兵曹外1名生存，14日入渠後救助せら恥たり．

2）後部

顛覆當時第四兵員室には兵員約22名あり，蛾塞直後

室内に約5寸の漫水あり，漸次溌加して約2尺に達した
る後暫く,塘水の模鐵なかりしが，その後第三，第四兵員
室間の非常口を開きたるものあり，これがため第三兵員
室にありたる多量の海水一・時に淫入し來り，第三運用科

倉庫面まで約2尺の所に達す．この増水の状況を見て約
10名の兵員は艦外に腕出したるも，當時なお龍田が友鶴
を發見せざる以前にして，夜晴と荒天とのためいずれも
行方不明となれり．その間在室先任者松原一等兵曹は，
兵員をして冷静事を虚するの態度を保持せしむるに努
めおりしが，ここに至って残13名を指揮して第三迩胞

科倉瞬こ移りて水を避け-しめたり．その後松原兵曹と大
隈二等磯關兵曹は12日午後，志自岐崎附近に拳いて艇
の附近に救助艇の在るを豫期してI臆出したるも，荒天の
ため蓮に行方不明とな恥り．残11名は艇と運命を共}こ
せんとし，死を期して第三運隔科倉庫に残りしが艇が曳
航せられて陶埼附近に至りたる時3名脱出救助せられ，
その他の者は14日朝船渠内において救出せられたり．
3．その他關聯事頚

1）特務濫朝日の行動

佐世保鎭守府よりの救援要求により呉議守府は，念達
朝日の出動準備を完成し，同鑑は'3日午前3時呉出港，
14日午後3時佐世保着來授せるも，救難作業順醤こ進
捗したるをもって，同縫をもってする救難作業ば変通-ケ
るに至らず．

2）死魑收容位遥

入渠後艇内を認査せる死遥の位置別紙魂6の如し（別
紙第6略）

3）蓮響

艇壁上に手記せる友撚乘員の迩謹別紙第7の如し．
第3節損害の概要

1．人員

捜長海軍少佐岩瀬奥市外准士官以上5斜下士官兵94名
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一

計百名の殉職者を出し，本艇乗員中生存者は救出せる．下

士官兵13名拳よび富時事故のため乘艇せざりし特務士
官1名を加え計14名なり．

2．船燈，兵器，磯關

本査問倉維了時までに判明せる船遥，兵器，機關等の

損害は曳航，救難入渠等のため生ぜる結果を合せ左の
如し．

諾腱艦橋，橋，煙突等損傷を復蓄せぱ再用に差
支なし

兵器電氣兵器および航海兵器ば殆んど全部再用

の見込なし

碓煩兵器中後部砲塔砲架および前後部砲身

竝に弾薬の全部は使用に差支なし

水雷兵器は大部分使用に差支な1_.

機關主機城，縦および補綴はいずれも小修理の

上再用に差支なし

詳細富鍵見取圃損窪調書は附馬書類にあり（略）

第2章原因

友鶴は右滋後方より來る風浪のため一般に左舷に偏傾

相當大なる動擬を爲しつつ航行中，偶今波浪の大なる衝

撃を莞う-左舷に大旗斜を爲し，そのまま須災にして顛覆

したるものなり、而して噸悪直前坂綻約18度の抵舵をも

って司令艇千鳥に綾行ほぼ直進しつつありて，操艦およ

び保安上過誤なかりしこと明なる事度，竝に営時の天候

に鐙み顛覆の主なる原因は船鐙兵器磯關の配置上重心熱

の位置高く，かつその重量分布において艇の重心黙を通

ずる縦軸諜より離れおる物件の重量大なるため勁濡悩性

大となり，當時の風浪の状況において左舷に大傾斜起り

L際．これに對抗する復原力不足せることに存す．而し

て右復原力の不;足は主として原計霊において安定性充分

ならざりしものあるに加え，艇の完全重量が言隠鍾避よ

りも著しく超過しために復原力不足し，これを補うため

に「バルヂ」を装着せるもなお波浪中における「パル

ヂ』の効果が平水中におけると異り充分ならざりしこ

とおよび「レーンヂ』竝に「ダイナミカルスダピリチ

ー」が本艇の如き小鑑艇に對し小に廻きたることにあり
と認む．

理由

1.載荷状況

載荷状況および移動物の固縛は良態にして顛覆の原因
を篤Lたるものとは認められず．

2．船禮，兵器，機關の故障

船禮’兵器，磯關にはなんら故障なきをもってこの鮎
に蝿Lては顛識の原因を鱗成するものなしと認む．

1014
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~

3 ．震水

顛覆前艇内に愛水または「ピルヂ」の滞溜殆んどなく

なお顛覆當時の状況および「レーンヂ』より到鐵し，船
鐙傾斜に伴い蕊水しこれがため極斜を塀大したる事変な
し，從って顛霧の原因が澄水にありと認められず．
4‘藻鱈

譜難當時友鶴は司令艇千鳥に織航、速力14節，針路
北30度東，風波を右1.0函付近より受け，取雛約18度
の抵舵をもってほぼ直進中にして,千鳥艇長お聖確時
の千鳥操舵員の申告に微し，この金蝿に溌いて針路保持
に要する抵碓は取舵15度ないL20度なるをもって，操
艦上顛覆の原因を爲したりと認むくき事澄なし．
5．氣象，海象

1）風陸

遭難當時友総は速力14節にて右130度より風連15な
いし20米の風を受ﾅ航行中なりしが，この場合に對す
る風騒の影響を計算および蜜駿より推定するに,ほぼ5な
いし7鹿左舷に傾斜することとなるをもって，風墜は顛
覆の鹿因を篇したるものと認む・

2）波浪

友鶴漕難當時現場における波浪は地形と水凝との影響
を受汁，数種の波の組合によりなり大小各種の波混在
(龍田，千鳥幹部の申告によれば’波長40米ともいいま
た5,60米,100米とも孵す）し’その大型なるものの
内波長の劉合に波高大なる，いわゆる三角波鐵似の大裁力を包職するものあろば推定に難からず．

友鶴がかかる海面莚右船尾に風波を受が-つつ航進中、
同誕に對し具合悪しき波長にして而も前述の如き勢力大
なる波に婆わるる幟ま'先ず波は右船尾を画蟻し左弦に
傾斜を起すと胸時に右に急速旋回を始め，その遠心力
により益を左弦傾斜を大ならしめ前號風懸による傾斜
と累積し顛綴の原因を篇したるものと認む．
6．計塞

友鶴億千烏型水雷艇計登鍵更の軌に從い建造せられた
るものなるが，本艇の性能中今回の顛覆の厘因を篇した
りと思十，るる，計彊上の事項に付械討するに左の如し．
1)GM,「レーンヂ」および「ダイナミカルスタピ
リチー」の調査（左表参照）

イ）原計遜（公試状態)(3:GM相街避を有訴(しども
｢レーンヂ」小にl.て「ダイナミカルスタビリチー」（公
試状態）は著しく小なり、

ロ）完成状態

公試，滿載’輕荷の三状態におけるGMおよび「レー
ンヂ」を從來の願j逐縫と比較するに,GMは三状態とも
從来の諸綴に比し大にして「レーンヂ」は公試および輕

ロ
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船殻重量大に減少し，砲煩および水雷兵器に鏥いて篝し‐

く珊加し，かつ砲煩兵器，水雷兵器，鰐橋等の重量物力季

比較的高き位置にあるため，船遥重心黙を通る縦軸擁よ
り遠き位置に分布せらる．また吃永と重心黙の高言と‘ワー
比は左表（左段，下）の通にして，壬烏型原訂謹および
完成状態ともに重心黙の位遥は極めて高し．

船魁が動篇する場合の運動を重心黙の回りの回車蕊垂趣
および重心鱒そのものの回韓亟動とに分乞考察するにﾆ左
の如し、

イ）千鳥型完成時

1）重心黙の回りの運動の「＝ネルギー』
eなる角速度を以て運動する際，その「エネルギー｣；

侭寺子s9e図なりs臓淵麓重心の回りの癖職物の潰
性力率の半煙にして，千鳥高速統領力試鹸の際の動旛周
期平均8.0秒を探ればSIX3.3*,拶哩においては局麺
8.77秒にしてSは2.7米なり．すなつち千鳥型は重量の
分布が重心難を通る縦軸擬より距離大なるを示す．こ私
により運動のrエネルギー」を蝉出せば次の如し.
千鳥型虹2eg米睡排水量736"
桃型318eg米睡排水透851"
2）重心黙の運動の『エネルギー」

重心黙の運動はどこをその回轌運動の中心とするや複

雑にして明確ならず，今假にrラテラルレヂスタンス」

の中心を吃水の中間とし，運動の中心をその黙と吃水線

との中間とし，その高さをHとす．

坂舵35度にて傾斜19度の成蜜を示せり．

「バルヂ｣ほその装着位置の關係上艇の傾斜大となる

場合は，その効果比較的小なるもrレーンヂ」は59度
より64．3度に増加し，『ダざナミカルスタピリチー」憾

装備前の2倍となれり．

かくの如く『パルヂ」憾zF水中の復園生には有効なる

も’波浪中においてば趣を異にし，例えぼ鑑の長きと同
一遮臺にして高さ3米の並に鑑が乗りたる場合，静力學
鯛に老ろれぱ鑑の中央部の水面は約970粍低下し，前部
ば約2.640米，鍔邪は約1.340米上昇す．而して「バル
ヂ」の下端は吃水F1ご約810粍なるをもって「バルヂ」の
大部は水面上に出で，水線に溝け-る艦の幅ば著し<減少
し,GMIg:710粍より518粍となり小角度における復原
力は73％に減じ，傾斜約“度に至るまでの復原力ば平
水中程増加せず．
而して波を斜後より受冷たる場合に詣いてもまた右に
類似せる状況となるべく，しかも波浪による動僑は左岡
に示すが如く，斜後に波を受けたる場合に最大なる場合
あり，從て友鶴のrバルヂュの効果は一駿に波浪中にお
いては平水中程大ならず．
3）重量配分および重心鮎の高さの影審
千鳥型は用兵上の要求止み難きものありとはいえ，過

度に諸戦闘力要素を探り入れたるため重量配分は樺級に
比し，下表の如く著しき差あり．すなわち，機關および

重量およびその百分比（計登基準炊態）
－

'千‘鳴型|緋 型
釧剥息遼
（延）

736

851

｜
’

銅
一
塞
塞

Ｈ
－
Ｌ
Ｌ
－
ｌ

１
１
１

吃水(*),KG(*)
I

礎 殻

織装

画定齊術品

その他の齊臘品

砲疲兵器

水衝兵器

侭類兵器

機關

合計

’
30.8%|164"

今0

15

29

／
ｏ
○
／６
８
１
８
３
８
６
０
０

●
今
Ｃ
Ｇ
■
０
今
０
●

勢
６
２
５
３
２
２
３
０
４
０１

１
rl203"

41

13

崎
’’7
16

3.324

3.220１
１
ウ
】

４
．
６

２
つ
三
七
■

２
２

､

I

千鳥型（公試）

桃型（公試）

7．5

2．8

5．4

l1.7

Z5

3.う

30．8

100.0！
鍾勤の『ｴﾈﾙ雫-』朧：￥H2eeにて表わ譽ろ
千鳥型100ez米睡

桃型79e2米睡．’
，）と2）との合計は左の如くにして千鳥型の方1.29催

なり

千鳥型512eg米睡

桃型397e量米睡

この「エネルギー」に對抗するものは復原力の仕蕊f

にして「ダイナミカルスダピリチー」にて示さる而し

て御京力限界までの「蕊イナミカルメタピリチー」ば千

鳥型約170米睡，桃型ば192米睡にして’千鳥型の万比

較的小たるを示し，その比は0．89なり．

雨艦の「ダイナミカルスタピリチー」にて對抗L得る

最大"振角速庭は（掘水の摩鍵を考えに入“ず）

１
１罫§
ｌ
０
Ｊ
ｌ
９
Ｂ
Ⅱ
Ｊ
Ｏ
Ｊ

０
５
６
０
２
６

５
５

６
つ
ジ

ー
５

重心鮎の満さと吃水との比（公試状態

fGM對臘)*IGK|"!排水逓迩『番
『｡－

ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

■
１
７
且
■
９
．

’’
1.360

1.365

1.330

1.340

叩
加
釦
乃

０
２
３
２

，
，
，
Ｊ

３
３
３
４

2．210

2.362

2．520

乳200

611

851

”0

1,989

樺
桃
藩
吹

|菱::’’
3,220

3,320

1.610O15

1.4851758

計磁

成|鷺
千

‘鴫
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干鳥型e-,/¥-"8,~Isec-3S｡,se｡

桃型e-,/¥=0"o =400/sec

これを要するに千鳥型は紗哩に比較し，波浪中にて動
猫しつつある際，波浪およひ風に鋤かるるときその重心

鮎高く，運動の「エネルギー」大にしてこれに對抗する
「ダイナミカルスタごリチー」小なるため，傾謎大にし

て状況によりては顛覆の磯愈多かるべし．なお千鳥型の
「ダイナミカルスタピリチー」の量は艇が波に乗りたる

が如き状態にては「バルヂコが水面上に出づる關係上，
これを減ずること＃哩より大なりと老うるを至當とすべ

し．

ロ）千鳥型原計遜

1）重心鮎の回りの運動のrエネルギー」

原計霊の際の動癌周期を8.5秒と探ればSは3.4米な

り，こ躯より運動の「エネルギー」を算出せば次の如し．

千鳥型原計謹355eg米睡排水量615"

2）重心鮎の運動の「エネルギー」

吃水KG排水量H

壬烏型原計蚕2.0003.2206151，720

運動の「エネルギー」

千鳥型原計遥93eヨ米睡

’）と2）との合計は左の如し

壬鳥型原計霊i488e図米睡

この「エネルギー」に對抗する「ダイブーミカルスタピ

リチー」は91.5米睡にして，これにて對抗し得る最大動

揃角速庭（海水の摩擦を考に入れず）

e-,/x-045¥｡ﾉsec=25…藤eeﾉsecfEb
すなわち本計謡は「ダイナミカルスタピリチー」不充

分なるを示せり・

ノ､）早蕨の旗靴

早蕨邇難時排水量1,067",GM400粍，「レーンヂ」
64.75度前述3の方法により'早蕨顛覆當時の状況を繊討

するに（早蕨の勤続固有周期を8秒と假走す）
重心黙の回りの回黙による運動『エネルギー」は
370eg米睡,重心黙そのものの回鱒による運動「エネル
ギー」は116eg米睡，合計486eg米睡なり・
砿覆當時の『星タピリチーカーブ」により’その「ダ
イナミカルスタピリチー」を求むれば148米睡にして噸
鐙を起す角速度（海水の摩擦を考えに入れず）

e=,/"-q5…i急m/sec=31…>‘
すなわち早蕨顛覆當時の艦の状態と復原性との關係は
逓獺の場合と類似せるは注意に値すべし.

4)GMおよび鑑幅の動協におよぼす影響

壬鳥型原計霊は比瞳軸勺鑑幅大にして吃水湊く,GMは

この種鍵艇中にて比較的大なり。而してその建造中重量

超過のためGM不足を來し，これを補足せんがため上Lil

板以上の重量物を殆んど撤去せずして「パルヂとIを装着

し艦重を増せり，今艦輻と吃水との比およびGMを禅型

と比較するに次表の如くにして，これより考察するに原

計謹および完成いずれも風浪に對しては，ある場合には

動矯を起し易き艦型なりと認め得くし．

|樺型(常”|千鳥型(蕊)'千臘型(展噌）
１
１
１

I

7.315米

2.362米

3．1

453粍

群
舞
謡
嶢

ら
２
７

８
２

7L400*

Ｃ

Ｂ
ｄ
ｊＢ

2.CCO*

3．7

GM 620粍

5）風墜が復原力に及ぼす影響

水繰上縦面積と水識下縦面積との比ば，風墜による篭

の傾斜角度に影響あり．
ロー－句－－■一一－－－－－－竜一寺=■■■＝ー宅ﾛ

艦名|鰈鵠瞥琉|総譲風麓|排水量遮
｜
犯
”

－
４
ａ

千‘鳥型

（完成）

樺型

繊薑｜
樅型

１
１
１
１

０
８
３
０
８

９
１
６
６
６

Ｃ
■
の
●
▲

２
２
２
２
２

738

687

4.70 913

千鳥型（完成）は上甲坂以上に大なる砲塔，艦橋等差，

るに反し’吃水比較的小なるためその面積比憾大Iこして

かつ風墜の中心黙高く，同-風速の風を受げ-たる場合千

鳥型は樺型に比し1.48倍の影讓を受く，然11,どもこれに

對抗する力は樺の1に對し千鳥1.68なるを以て，傾斜

角度は約88％なり，ただし右はzF水中の現象にして波

浪ある場合には千鳥型ば「バルヂ」が水面上に出ずるが

如き波を受劒~たる場合，復園生は誠小し傾斜角度は堺大
すべきも’な紫かつ櫛型に比して特に不良の状況とはい

い難し．

6）舵の面砿と鑑匝斜詣よび針路保持の問題

千鳥型に「バルヂ』を装備し鑑蛎を増大せる所以は．
旋回時の傾斜の大なることに端を謹せり，而して舵の面

1

識を2．91平方米（公試状態）（ラテラルエリア』の5,.9

より2.331平方米（公試状態)rラテラルエリア」の

鉤に減じ淀るも.同趣旨に糞るものなりと識”
然して今回の遭難前後に鏥け-る針路保持悶難なりしは

舵面讃の不足與て力ありしが如しと雛も，その主醐ば職
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一
一

舵面稜･「ラテラルエリヤ」との比較表

（公試状態）、
1）重心黙の位遥高く，かつその重塗分布が重心鮎を

通ずる縦軸線より雛irl,おる物件の重避大なることは，蓮

動の「エネルギー」を大ならしめ，ある種の風浪のため

一旦動揺起る場合にはこれに對坑､する復原力不足し，顛

覆の大なる原因となるものと認む．

2）本艇は『バルヂ」装着により，平水中の復原力を

嫡加したるも波浪中動議せる場合には，その復厩力懲想

の如く改善せられざりしものと認む．

3）風塵のための傾斜角度は計悪上他繼船に比し特i二

大なりとは認め難し．

4）磯面稜を縮少せしことは，艇の針路保持に相當の
影響ありたりとは信ずるも，顛覆の原因とまでは思考し
得ず．

5）本艇の如き小濫艇に對しては，假令適営なるGN.I

を有するもrレンーヂ_Iを一厨大とするに非ざれぱ噸悪
の原因をなすことあり・

要之本艇の計霊は雛に原計蜜において復原力の見込充

分ならざりしに加え，完成重量が計霊重逓より著しく嬬
加しために復原力不足し，こ畑を補うために『パル声」
を装着せしも結局

1）重心黙高きこと

2）動賑愼性大なること

3）「レーンヂ」および「〆イブーミカルス鋲ピリチー」
に對する見込充分ならざりしこと

は今回f悪蚤の大なる原因となり誇るものと認む．
7．建造エ事資施

－

繕

ラテラノレエ

リヤ

（李方米）

舵面積

名|(騨蕊)’ ラテラノレエ

リヤ

千鳥穫雀認）2．91

千鳥(蕊濯)｜'弱‘

i

l
1

－

51．9
151．0

’
1

1
151.0

64．8

I樺
1

－

36．2
4.15 150.0

０
■

１
（
”
〕

４
４５

－
５
ラ

６
６
５

４
全
４

186_0桃

’
1
－－

427
193.4縦

一
砦
一
塁

９

４

■

■

Ⅱ

Ⅱ

０

Ⅱ

９

１

■

！

上

■

■

■

■

。

１

４

日

９

１

日

Ⅱ

Ⅱ

Ｉ

Ｂ

Ｂ

■

又

■

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

，

６

０

Ｖ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

１

日

ｌ

４

０

ｊ

ｈ

Ｉ

Ｉ

１

1
－

41．7
193.8竹

一
風

一 I
I 1

ｰ■■○－

45.5
5．54 252.0

己

1
－

50．4’326．76.48雲1k

－

尾部における吃水の不足にありと認めらるるが故に，舵

面種の不足が今次顛睡の原因に大な．る關係ありとは断じ

得ざるくし．

7）窪の大小と復原力との關係

大小相似の龍誕を比較するに，その長さの比をLとす

奴ぱ復原力はWxGZにしてL･;Iこ比例し「ダイナミ

ヵルスタピリチー」はW×GZxにしてL』に比例す．

‘すなわち復原性はL4に比例す．

傾斜を輿5る外力は次の關係詮有す・

ィ）風嘩迄よる偶力はL$に比例す（風速を同一とす）

画）旋回中の遠心力による．偶力はL3に比例す（艦速

を同一とす．

ノ､）波浪の「エネルギー」はL3に比例す．

＝）重心黙の回りの運動の「エネルギー」はL翁に比

例す．

ホ）重心黙の高さによる邇動、「エネルギー」はL鮒に

比例す．

二）ホ）以外は．すべて小縫艇に對して不利すなわち

同一の状況においては傾斜角度大なり，二）ホ）は友鮪

の如く電通の配分せらるるもの，すなわち高き所に重量
物あるものに對し不利なり．

すなわち鑑の安定性確保のだめには小艦艇程復原性能
誇大に､す．ること必要なり．

かくの如く諸方面よりの考査を概括するときは，

1）壬鳥型水雷艇はその計聲衡初重量遜想において若
干見込逗いあり，また建遥中新設改進等の訓令通牒また
は承認等により重避累積塀加し，側氷壁が厘計通より著
しく超過し計斑の復原力減少したるを以て，こ恥が對蕊
上改造を要するに至らしめたり・右重量聡加は前記計謎
の頚を述べ狩る如く友僻顛覆の原因をたしたるものと認
む．

2）計謹重量と搭載重逓と相當大なる開きあろは，既
に千鳥の工事中翻謬[明せるを以て，建造所はその完成
重量および重心黙位置懲想に付きてこれを鑑政本部に懲
告し､工作蜜施仁営り重量輕減誌よび重心職降-ドに努力
したる事疫に鑑み，建造工事工作上顛覆の原因をなした
りと認むくきものなし．

別紙第1
水雷艇千鳥建造經過

壬鳥は露1表の要11により計謹せら・れたるが，変:礫工

程の進むにつれ艦政本部各部においては初庭計選重蛍と

蛮際との間に重逓の差異ありし場合，その都陛鑓4部iこ

通知交渉し，第4部は更に脇係各部と協議し極力頭遥の
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魏整および軽減を期することに努力したるに，濫局第

2表の示す如く所掌各部重量端加禦獄しかつ復原性能も

まﾅﾆ露3表の示す如く謹想外に低下せるを認めたり，詳

言せぱGの上昇と譲想外にGMおよび「レーン表」減少

せる絃果，逢に改迭を餘儀なくせらるるに至れり．

改迭に雷り探り狩る庭蜜次の如し．

1）織装配術位澄愛更および装備品一部陸揚

千胤誕上において詳細検討の上変施したるもの，前者

約6瞳，後難勺4瞳，重心鮎はこれがため約40粍降下

せるものと算定せり．

2）「バラスI､」搭載

前項の對策iこ加うるに熟干量の「パラスI､」搭載によ

り復原性を改良し得る見込つきたるも､,本艇の如く重心

鮎の絶對位遥高き艇の旋回性詣を推定すべき変例乏しき

故に，疫鐡を侯もて決定ずるの要おるを認め，壬烏iこ

｢パラスI､」40砿を假塔戦の上公試を施行せるに，勘I水

量埼加後の懸想速力の傑減1節，域淀時の傾斜8ユ0,全

力舵角25腱にて20庭を超ゆるが如き結果にして未だ以

て浦足すべきi二非ずとし次の方策を変施せり．

錐l表（千鳥，友鶴）

隼2表（千‘鳥）

購
透
態
一

煙
幽
跳

変
公く

量
．趣
趣
超妖
る
う

試
け
塑

公
お
く
一

議
に
量

嶽
態
重

i

l

紹殺｜

艤装｜
齊備品；
（固定）1

砲砿兵器

水雷兵器｜

樋氣兵器’

鮒’

７
６
７

７
２
２

７
４
７

只
糺
Ｌ

害
〕161.0

､b5

17.0

66.31

42.27

28.00

165.00

5緬.08

200.777

40.926

18.727

69.147

50.791

31.119

173.987

ﾗ85.074

24b5

12．1

10，4

5.8

20.0

11.1

5．5

13‘50

3-837

8.521

3.u'|
8．9371
乳3941 I

I

第3表（千烏）

|“篭識)|…｜計※性諸元復原

！ 排水盆（趣}|,:;:|“‘（米),塁:I
GM(:""I;;;|）6201溌大GZ（粍)’2001
『ﾚーﾝヂ」（1蕊)｜“6’
水(米)'2.0001吃

738

3.320

710

290

64.3

2.233

707

3.283

397

1>I

59

2．196

：篭|驚勢識，
錐準排水愚

公試排水鐘

右における水線幅7.400米夕0口径3年式12.7糎砲

同吃水 2米聯装軍装各1選

垂線I剛涯7.75米53糎2聯装発射谷2基

3）舷側zk防塵劃の増設

更にGMおよび塵原力率を増大し速力の騒牲を最小

とするを目途とし、計遜せられたる鮫側Zk防麓劃を装備

し，前回搭載せる「バラスI､」40晒中固有傾斜修正のた
二

雄4表友鶴，千鳥の公試恢態における完成重量と原計幾重量との比較表（趣）

|藤 '｜識;’
‘鳴鶴ll千友

Ｉ
●
毎
Ｆ
Ｏ
Ｇ

■
又
■
■

成|超過｜’‘成|超過％ 壱
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一
元
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－
フ
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４
８
〆
８
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○
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魁

＆
記
。
玩
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Ｌ
Ｌ
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蝋
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１
１
ワ
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２
１
ク
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２

５
６
－
０
８
７
４
０
５
３
４

％
爽
万
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”
玉
釦
鎚
鵠
塞

ｚ
ａ
ｚ
Ｚ
ａ
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Ｑ
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６
１
１
２１

54.883

5．915

3．013

6.691
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17b483
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33．9

18.9

17.7

23.2

5．9
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24b9

1Q8

223.565

42.886

196776

36.268
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3i:3561
175．885

87b483
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被

装

隙品（固定）

以外齊備品

峨兵器

綴兵器

鍵兵器

闘

料その他

計

161.00 215.883

錫.415
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(隙考）千鳥船殺重量中には搭戦「パラスI､」4696趣を含む．また千鳥完成重近は昭和9年3月本垂問含にて賞鵜
を詞垂したるものにして千鳥，友繊水箭兵器重遥（完成）には魚衝4個およびその炸薬電鍾逓約7．7趣を
公試妖態より多く搭載しお《Lリ．従て水爾兵器の超過重量は友鶴にて550通》千鳥にて1.624趣となる・
ヤ“1兵器超過重遼友秘にて3.455趣千鳥にて3.300逃避生ぜるは，超多心紙絶繰線使用に鍾更せる蕊にし
て，本件は昭和5年10月より同6年3月に至る間において口頭および書類を以て，主務部より鋒4部に迩
籍L居の了解を得たるもの雄リ，
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め4.96砿を残しこれを陸揚せり．

勾舵面積の縮小一

他方旋回時の傾斜を減少せしむるため舵面積2.91平方
米を2.331平方米に改正したり．

かくて昭和8年10月9日および10日の公試の誌果次
の成讃を得たり．

旋回力公試（10月9日速力8/10全力）

排水量696畦

傾斜舵角35度にて最大20度

（自記動朧計記録によれば波浪による動協約4度轌舵
のみによる傾斜16度）

全力公試（10月10日）

排水量685恥

馬力11.622

速力29.1節

すなわち速力において0.7節の蝿威を示せるも(0.5節

ほ排水量の塀加によるものにして，水醐蘂嬢着のみに

ては0.2節程度の減少に止まる）旋回時船禮傾斜角は装

着後において次に示す如く相営減少せるものと認めた
り‐

前8ﾉ10全力舵角25度にて20庭以上

後8/10全力舵角35度にて最大20度

別紙第5

各甲板昇降口防水扉逼風弁等の水防装置妖況（略）

別紙第6

屍霊收容位壷（略）

別紙第7

友鰯殉難者が艇壁上に手記せる蓮書（用字原文の儘）
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－ －
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附録

所見

友期今次の迦難はこの種鑑艇が乎戦時を問わず鯉苓辿
逼を讓期せらるべき天候において生起し，しかも操縦上
の過失と認むくきものなく，風浪の原因の詮により一燐
の間に顛覆をみたるが如きはその安定性の極めて不良た
るを立證するものにして’愛用に適せざるものと認む而
已ならず近時建造の鑑艇が一職に安定性不良の腫向ある
は胸に寒心に耐えざる所iこして，木事件とともに部内人
心に輿えたる不安の印象は測り知るべからざるもの齢
り，ために帝國海軍の被むる有形無形の損審は識し甚大

総榊|議熱一議'"‐
に日午前5唯半萩原

井上三主曹鑑とともに’
4"30分艸澄ぜり｜
I厩および
を以て紘力

れど漣水徐

|死奉公の款
職黄を議し
茶を耐る

前部兵員室
より米麥庫
に麺する
「ロ･ソピー」
の壁

井上率次三主

米麥肺内
｢フレーム）
上

ｑ
ｑ
■
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なりといわざる可からず．速に對策を樹立して前後の措

置を執り，海軍賀力の充賀に努むるとともに人心の不安

を一掃するは焦眉の急務なりと認む．

以下項を分ち對策に關L所見を開陳す．

1．友鶴復奮再用に關L

補助濫艇の充麓を必要とする帝國海軍に話いて特に現

時局に鑑みこれが再生の方針を執るの要ありと認む．但

し安定性竝ぴに操縦性に關し用兵上の要求に適せしむる
に必要なる徹底的改造は絶對必要にして，こ恥がため研

究の上要すれば武装輕減および速力の減退等は癖す可か

らざるものと認む．

2．壬縣型水雷艇の安定性に關L

千鳥型水雷艇は安定性に著しき飲箔あり，徹底的改善

を行うに非れぱ寅用に適せざるものと認む．而して捌哩

樺型騒逐艦等の既往における使用査鹸に徴し，概ね次記

の改善を行う要あるものと認む．

イ）復原力

波浪の影響は小繼艇において特に大なり，千鳥型水雷

艇の「レーンヂ」の過小なるは今次事件の明證する所に

して，舷側水防歴劃の装備は「レーンヂ」零大に効果抄

し，故に現在の安定性確質なる艦艇を標準とし，徹底的

に研究をなし以て復原力率および『レーンヂ」を選定

し，充分なる安定性を有せしむるを要す．

ロ）童心鮎

重心鮎を降下するとともに慨性を減少するの麗澄を識

ずるの要あり．

ハ）操舵力

操舵による傾斜減少の目的をもって，舵の面積を縮少

せるがたあ操舵性著しく不良となり，操艦上支障を來し

つつ茜>り．復原力の墹改に伴い舵の面積を堀加するの要

あり．

＝）艇前部の形朕

艇前部の形状は他の部分に比し過大なるが如し．操縦

性竝びに安定性（特に風唾）に關L果して適當なるや再

繊討の要あり．

3．千鳥型水雷艇以外の既成鑑艇の安定性に關し・

イ）近時濫艇の安定性に開し疑倶の念を抱く者少から

ざりL蝿今次の事件により一層その感を深刻ならしむ

るに至れり．殊に娩近建遥の鍵艇に關L然り，この際須

く既成各種鑑艇の安定性に關L再歓討を行い，所要の對

策を誰ずる要あるものと認む．

ロ）子の日型躯逐鑑は舷側の防水腫劃の装術によりそ

の安定性は若干改善せらるる所ありたるも現状ば千鳥型

水雷艇に類似するものと認められ，稀有ならざる荒天に

おいてすら不安為り，加うるに戦時敵前における高速不

蕊なる運動を敢行することあるべき鰹種としては一暦安

定度の塀加を必要とす．これが夫め要ずれば若干の武装

輕減は雛､ず可からざるものと認む．

4．將來建造鑑船計遥上安定性に關し．

イ）遥遥計壷において各艦種に應じ安定膣標準を走汀

るを要す．

ロ）安定性と操縦性の良否は密接なる關係あることを

計遥上填重に考慮するの要あり．

5.安定性に關職する事頚の愛鹸調査に關し．

イ）新濫艇の計謹に営りてば風浪の復原力におよぼす

影響を考慮する.を要す．これがため速に技術研究所に箕

騒研究施設を設け，風浪中における艦艇の復原性能に關

L模型賓験を行わしめ，安定性に關する研究を徹底せし

むる要ありと認む．

画）海上各種波浪の状態とこれに因って生ずる艦艇動

揺の炊況を調査蒐集し､以て復原性能決定の賛料たらし

むる要ありと認む．

6．制度に關し．

艦艇建造計霊に富りてはその審議統制磯關の編制竝び

にこれ力錘用に關しなお改善の要あるものと認む．

7．本事件の及ぼせる精刺I的影響に對する對策、

安定性に不安ありと思わるる各種既成誌よび未成濫艇

を瞼討し，要すれば改造またば計謹愛更を行うとともに

右に關する方針はこれを部内一般に内示し，以てその不

安を一掃するとともに責仕の歸結を明にす．

8．艦艇公試においては從來計霊公試状態を以て変施

し來り，これがため完成重量著しく埴加したる場合には

兵器の一部をも除去して，これを行わざる可からざるに

至ることあり．

；I調ﾐ公試はその成漬を以て直に愛用の資に供せしめん

が先めの鐙際の完成状態を以て，改めて公試状態を一定

しこれを以て愛施することに改め，この状態における推

進効率その他諸性能測定を行うの要ありと認む．なお公
試委員の編制に關しなお研究の要あり．

9．新造艦船および改造鱈工事の重量および重心黙位
置の謹定計算は，なお一層糖密なるを要するとともに工

事進捗中その完成時における重量および重心紬位澄を糖

に懲定し計彊と照合することは，極めて必要にして今回

の事件に鑑みこの鮎については關係法規を適當に改正す

るの要ありと認む，
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今

お断り

本査定書ば調みやすくするため，編集部に鱸いて漢

字および假名遥いに多少鍵更を加えました．
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鋼船規則の改正について 日本海事協會技術部

銅諾規則ば，昭和24年に全面的な大改正を行い，そ

の後技術の進歩および研究，変讃等によって，逐次改正

を加え，現在の規則に至っている.･今回，更に一部規定

の改正およひ識規則の遜加を行うことにな･り，木曾技縮

部において催製し茨原正原案につき各方面の意見を求

め，これらの意見を参考とし最終的改正案を坂謹め，本
會技術委員會の承認を得ることができた亥露である．以

下今回の改正要旨を船潅，機關および電氣關係に分けて

述べることにう-る．なお新しい規則は蓮溌大臣の認可を

受け淀後，正式に震施されるものである．

－船盟關係一

第一編船舶登録および稔査

近海航路に航路を制限する條件で入級した船について

iま，船燈および鰹装の符鑑(NS*,NS)に(Greatet'

'CoastingSsrvice)を附記していたが，現規則によっ

ても蜜際には蹄澄の擢遥詰よび陰調について，始んど遠
洋航路の船と差はなかった。また,近雛蹴路と遠洋航路

で差をつけることも不自然であると考えられるので今回
この(GreaterC_astingService)は駿止するここにし

･二・帆船では磯關の坂扱いに多少の塗化を生じたが，本

會に帆船で(GreaterCoastingService)の符號證とっ
ている例もないので問題はないと考えら『しる．また帆船

の(GKeaterCoastingService)に規定されていた議

装の甥酎規定は表現を鍵えて今回もそのまま残すことに

なった．

次に各種の繊査を行いこ．い;こ合格したときは，械査の

種類に應じ，瞼査設明書（入級。定期．-中間等の橡査證

明謹).を發行していたが閥:務簡易化のためこれを駿止し

その都度鞘扱證書および冷戦装置並びに消防装澄證審に

裏讓きを行うようi二改めた本件に開しては既に運輸省

の許可を受う現在蜜施している．

第四編龍卸船首材および船尾材

鋼製板船首材ば，加工後澆ナマシを行うように規定し

ていたが，鋼抜の厚さもさして厚くなく，魍腱的にも大

して約酷な状態におかれるとは考えらぃないから本規定
を削除してはとの意地があり》検討の給果必ずしも全部
に焼ブーマシを要求する必要があるとは思えぬので峠文か
ら削除することにした．

速綾し茨･舵柱のない船尾劇･’ひシューピースの寸法は，

1022

現在の規定では，フ・ロペラ柱の幅を華準として定めてい
る..従ってその寸法は船の長さおよび喫水によってのみ

定まり，商速力の汽船および専ら引船作業に從邪する船
では，更に迩當に寸法を墹すことになってはいるが，そ

の取扱い方法は具礎的に明示されていなかった、シュー

ピースの寸法壷決定する要素どしては舵に加;つる力すな
jつち船の逵力および舵面識とシューピースの長さが考え
られる．シューピースを，舵針の箇所で舵唾に濁する反
力が作用し，付恨で固定された片持梁とみなすと各縦断、
面の垂直軸の回り･の断面係數を與える算式の形が求ま
る．こ恥に鰯勝の經鹸その他の資料から定めた係数を乘
じたものが次式で與える今回の改正規定である．
zo=AIV2…･…：．．…･………･…･･･…･…･･(1)

z0はシューピースの各断面の垂直軸の回りの断面係
"(czが）

Aは滿載喫水雛以下の舵の面積(m2)

vは需震夏期瀧戦喫水，迩繊最大出力のときの路
の青I謹船力(kt)

’は舵頭材中心線からシユーピーメ各断面にいたる
距離('n)

以上の外iこ，シユーピースの寸法は、入渠の際に加わ
るかも知れない力’あるいは波浪の衝撃等を考えると，
船の大きさに腱じてある程度の最小製度を必璽と認めら
れる．以上の趣旨から小型船では現規則|による寸法,、
85％，大型船で95％程魔'Z)断面係数を最小値として次
式により與えることにした．これは垂直水平雨刺'に對し
て要求さ《･らる．

ZIn=0｡25L2+300(cm3).､･･･…･…･････(2)
Lは船の長さでrm)

小型粥および大型低速船では．シューピース‘ﾉ､全長;こ
亙って(2)式で示された断面係数が要求され，高速船で

Z

韮
一

一

fﾉ多〆〆//Z///Z///f/

’二‘
L錠弱跡の中'哩起
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第1表4編3章17像シューピースの比較
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Zm:2)の算式による断面係数(cm3)

a畠現行規則による正方形シューピースの一遥の寸法
(mm)

Z'：現行規則によるシューピースの断面係数(cm:;)

As満載喫水線以下の舵の面稜(mg)
V:雛の計識最大航海速力(kt)
I:舵頭材中心線からシューピース最少蔚面の絡る位
種までの距離(m)
Z(i:1)の算式による断面係数(cms)

あり，溶接による歪等が主原因となり船燈に加わる縦曲
げモーメンI､による應力によって挫屈を起すと考えられ
ている．本問題を解決する方法として，縦肋骨式構迭を
二重底に操用することは極めて有効とみられ，各遥舟舘i
においても本雛遥を使用する舞重が高・まっている．以上
のような現状であり本食としていつまでも規則を制定し

ない課にいかないので，灘に發表しているLR.BV"
よびNVの規則を参照し，今までの調査事項を加味して

今回鋼船規則に規定したものである．
今回の鋸這による各部材の寸注は，船の長さが100In
以上15Cmまでの現在最も多く建慈されている船に對し
て定められている．今後近い磯禽に100m未浦の船およ
Ug150mを超える船に對してもその取扱方法を決定した
いと考えている．以下簡単にその嬢遥および寸法に･二い
て述べることにする．

a，変遥肋板"倉内では3.2mnl以下の心距で鍔豊肋
板を設ける．船首剛湛部は各倉内肋‘間,の位澄にまた
淡醗室内には，少くとも倉内肋'胃,1本詮きに謹艦肋
板を設ける．主磯下部には各倉内肋骨の位澄に部分
的な肋板を設ける．

ば,シー』・一ピースの長さに沿い付根に脚って大きな寸法
となる．（第1間）

現行の規則と比較すると，大型高速船でばかなり大き
い断面係数を要求することになるが，現在賞蕊に建澄さ
躯ている船では相溢瀕く造られており，今回の改正規定
によっても殆んど滿足される．改正および現行規則と賀
舩の比較を第1表に示す．

第七編二重底構造

縦肋骨を二重底に採用する問題については>LRが
'950年の規則に發表し，引綾いてBV,NVがそれぞ
れ1951年1953年の規則にその詳細な規定を獺げてい
る．木愈としても昭和24年鋼船規則の改正を行った際，
各方面よりこ奴に對する規則を制定するように要望があ
り’そIL以後研究諏査をしているが，非常に困難な問題
であり-1･分に納得のいく規則を發表する段階に至つ.てい
ない．昨年來大型の航洋船に相綾いて船底外板の凹入す
る事故が發生し職肋骨式鱗遥の船底外板の厚さ語よび
補狸方法等が問題となっている．この凹損を起した船
は’肋板を直接落接により外坂に固着Lた船が殆んどで
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b・船底外板幸よび内底板に付ける縦肋骨は，水墜ま

たは積荷の重量に對して1劣・な遥力を持たせ，更に

船の大きさに應じ船鎧縦曲げモーメント涯よる應力

を加味農十分な暹さのものとし次式によってその
織面係数を定める．

鑑肋板間に支柱のある場合

Z=6Sh22+C(3.5-Z)SL(Cm3)

支往のない場合

Z=ShZ2+C(3.5-Z)SL(cms)

Cは外板付きの縦肋骨では0.5,丙底板付縦肋骨

では0.4.

sは縦肋骨の心距(xnノ

ⅢおよびZは下圖による．

"B)を付ける．以上の肘板と縦肋骨とは固着する

必要がある．側桁板は片舷1峰とし1.6xnを超えな‐

ぃ間隔に深さ90mm以上の防澆材莚つける．

d.二重底内底板の坂扱いは，識肋骨式構造の場合と

同一である．

e・縦肋骨の標準心距は次式で與えられる。これに開

連する外板の厚さについては第-1-五編外板の項で述

べることにする．

550+2.L(mm)

Lは船の長さ1m)

以上によって今回新に制定した縦肋骨式二重底熊造iこ

ついて簡単に記したが，かかる犠造を採用･した場合の横
眼力については，今後特に研究調査を必要と思わ恥る．

第八編肋骨および船首尾防鏡構造

今回の改正要黙を以下列記することにする．

’・現行の規定では，倉丙肋骨iこミゾ形鋼を使朋する
場合，形鋼の遊遜にリペツI､穴等またはウニフーに大型の
穴等のあいているものを標準として，厳面係敷を與える
算式を規定し，大型船で穴等のあいていないミゾ形鋼を
使用するときは，算走法の一部を修正して寸注の輕減を
認めていた。また甲板間肋骨および船首尾倉内の肋骨の
鐵面係勤を輿える算式は’ミゾ形鋼渥ついては穴等のな
い完全な形銅を對象として定めていだ・溶接職迭が主踏
となつだ現在，倉内肋骨にリベツI､穴等をあける場合は
なくなったので，肋骨はすべて完全な形鍋を使用するも
のとして算式を改正した。従って形鋼に穴等をあける場
合には．その大きさおよび位置等壷考慮して適営に珊す
必要がある．

2.現行の規定では､肋骨の寸法を撒鋤骨に換算し
たときの断面係数が等しくなるように定めていた、すな
わち，標準肋骨の断面係数をZo,使用する肋骨の形鋼目
證の鐵面係数をZとすると,Zo/Zの値は形鋼の寸法に
よって多少の鍵化はあるが，規則にあるように日本工業
規格に定める形鋼を使用すれば，その平均値は次のよう
な値となる．

(a)形鋼支柱のないとき

J－Fd叉は0．66［

|噸冒灘息'二
門-灘付電に職。

10.660
級付割二

dは渦
Dは船
載の契（
の深さ

i I内庭報
U

工二[二一「
■一一一一一一一

’
I

l
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(b形鋼支注のあるとき

d叉は0.66D
4

内庭板付きも
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じ’ものをとる

1
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c・中心線桁板にば1.25mを超えない間隔で，これに

最も近い縦肋骨まで達する肘板を付ける（下岡A).

綴板の鐵所には各倉丙肋骨の位澄に同様な肘板（下

球山形鋼髻坐="3

穴のないﾐｿ形鋼-:L=0.97

從って撰催肋骨に換算したときの蔵面係敷をほぼ等し

くするためには，肋骨自彊の断面係塑は，球山形銅を使

用する場合，ミゾ形鋼より5％程庭多くずる必要があ
る．
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合でも鋲權遥と同様に肋骨の長さは肘板の内端間の距離

(m)に0.3を加えるこ●ととし，その代りに肋骨の籔面係

数を算式による値の95％としてよいように改めた．現

行の規定では’端部溶接のときの肋骨寸法の輕減率が場

合によって特に著しくなって好ましくなく‘また梁，防

澆材等の規定と同一の方針で一定の輕減窪を操廟するこ

とにしたものである．、

4．倉丙肋骨，甲板間肋骨および船首尾倉内の肋骨の

算式または係数等を，前3項に掲げた理由により再繊討

の上改正した．その中倉丙肋骨の寸法を現行規則と比較

したものが第2表である．また船尾倉丙の肋骨は現行の

規定より多少増渥されている．

5．縦邇梁を甲板に設ける場合の特設梁を支える甲板

間肋骨の寸法を決定した・すな』つちその断面係数を特設

梁間の肋骨1本毎に20％'一般の職置梁構造の場合の甲

板間肋骨より増加させる．但しその間の甲板間肋骨の鐵
面係數は一設の場合の85％として差しつかえない．

今回以上の方針を改め，標準の板（610×15mm)を付

けた断面係数が，球山形銅でもミゾ形鋼でも同じiこなる

ようにし溶板付の鐵面係数(-｢)をZ1とすると形
鋼自禮の断面係数(Z)との間に，形鋼の種類に應じて

ほぼ次のような關係が成立する．

球山形鋼-:L='.3

穴のなし､ﾐゾ形鋼号='.‘
従って標準の板を付けた場合の断面係数を等しくする

ためには，形鋼自瞳の鐵面係数としては，球山形鋼のと

きはミゾ形鋼の95％程度とす恥ぱよいことになる．今

回の算式はすべて穴のないミゾ形鍋を使用した場合の断

面係数を輿えているので，球山形鋼の肋骨ではその断面

係数を算式による値の95％としてよいように規定した

ものである．

3．肋骨の端部を溶接によって固着した場合，倉丙肋

骨の寸法算定に使用する肋骨の長さ(J)は,上下の肘板

の内端間の距離としていた。今回，端部固着が溶接の場
第十編梁

繊置梁中，張力甲板の梁の寸法を算定する場合，算式
中のIの最小値は0.2Bであったが，これによる寸法は
多少弱いので今回0.25Bと政ぬた．

今回新に湿力甲板に坂付ける縦通梁の規定を設けた．
本規定も二重底の縦肋骨式構造と同穰に一應船の長さが
100m以上150m以下のものを對象として定めている．

以下眼力甲板に取付ける縦邇梁の瀧遥および寸法を紹介
する．

1．縦邇梁は特設梁で支え，特設梁の心距は3,2mを
超えぬこと．また纈澄の鱗渥力を十分iごするために一
層甲板船では特設梁を二重底の賓鎧肋板の位置に設けリ
ングを形成すること，二暦甲板船でも暇なるべく同様の配
置とすることが好ましい．三暦以上の船では以上の虚置
は必要ないと考えられる．

2．船の中央部の縦肋骨の寸法は，その鐵面係數を次
の算式で與えたもの以上とする.

3.3shJ2+(L-50)s(cms)

zは隔壁と特設梁または特設梁間の水平距離(m)
sは縦邇梁の心距(m)

hは織置梁に對するものと同一であり，一般に二屑
甲板鵬では2.28．

中央部から前後はその寸法を漸減し,船首部では85％，
船尾部でば70％までその断面係数を減じてよい．

3．縦邇梁は連鐵溌遥とするか，その端部で曲げおよ
び引張りに對して十分な固蒲とする．

誘二甲板以下の縦逓薙は，その憶遥も船鎚職域面D中

倉内肋骨の断面係数(Z･･cm3)錐2．表
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注1．肋骨の長さ’は肺恢の内端間の距離に0.3xnを

銅加えたものを用いている．従って端部溶接の婆
合の現行巍則のZ(X0.3画引いたものとなる．

2．ミゾ形銅は穴のない形銅とし，現行のZはNを
0．9．倍して計鐸したもの．

3.Nば銅総規則錐八編鯵一章に掲げる値
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性軸に近いので，織置梁とみなして規定を準用して差支

えない．

縦邇梁秦よび第七編の虚で紹介した二重底の縦肋骨が

船彊の縦渥力にどの程度寄與するか力吟回の規則を制定

する上に問題となったが，端部の固着さえ-ﾄ分であ紅ぱ

100％有効とみて差支えないとの結論に達した．また同

じ大きさの船で，減肋骨式の場合と縦肋骨式の場合とで

縦畷力に差をつけるか否かも問題であるが，特に差をつ
けないことに決這した．

さ）までの範園の船底外板を珊潅すｲしばよいようになっ

ていたが，船の速力が次難に早くなった現在’特に高速

の船では，更に船の中央部に向い迩函を蛾げることが好

ましい．またかかる船では局部豹にも禰潜外板の厚さを
濡す必要がある・

第十七煽船樫および甲板室

甲板室の構造中，周壁の板厚およびこれに取付.ける防

澆材の寸法ば，現行の規定では側壁および後端塗を船橘

換後端漏壁と同等の弧さとし’諭端壁はそれより迩鴬に

増睡するようにﾂ量められていた．從って前堆遊の謹準弧
力を具燈的に定めることが難しく’また側壁および後端
壁の湿度もそり甲板室の位冠，例えば乾舷甲板直上の甲
板室，三島型船の船橋盤上の甲板室では営然鍵えるべき
ものと考えられる．以上の趣旨に從って，蛮諾および船一
繊端痛壁，船盤外坂’船僅の肋骨の規定等を参照し一應
の標準寸法を與えることにした．今回定めた甲抜室の職
造は船の中央部に位遥する甲板室で，またその屑敷も二
屑までのものを對象として定めたものであって，波に對
する保護條件により迩雷に珊減さ駆るものである．特に
船尾の方に位f遼するH1板室は追波に對して-I冒分な考慮を
挑ら必要がある.

改正規則は，祝事および防湊材の寸法を，船癒長さお
よび喫水（α）とその甲板室の位壁する叩抜までの深さ
(D)の比(d,D')によって輿えるようになっており
その値詮表にしたものが艶3表である．（次頁）

なお鐘3表をみる際にd/D'の値が甲碇臺の位避こよ
ってどの程度になるかを参考とLて示す．但しこの値は大型粥についての数である・

乾舷甲板直上のfi.itXZ(d/D"0.7～0･75)
船橋鯉甲板直上の甲板室(d/D'..･065)

船橋漢甲板上二屑目の甲板室(d/D･･055)
第十八編倉口および機開室口

大型航海船の暴露する一番倉口ほ’荒天に通遇した際
相雷の波浪の衝灌を受が.，最近数隻の船舶が倉口梁’蓋
板等の損傷を起している．倉口の損傷により’直ちに船
の生命を失うような場合も考えらILるので’十分の補遜
對策を行う必要がある．本含としても内規として既に一
審倉口の墹磁を要求していたが’今回の規則改正に際し
條文に明記することにした．現在本禽の示している墹職
程度は倉口梁，蓋板等その断面係敷を従来のものより
10％端しとしているが，この程度で-r分である力否かに
ついては，月下繊討中である．な詣鋼製蓋板を使用する
場合についても全く同様である．

次に‘鐘二甲板等に鋼製監板を使用する場合の規定が

’

第十五編外板

露七編二重底擢造でも述べたが，最近の船底外板凹損

に對する對策として，肋板を直接溶接で船底ﾀI板に取付

けた場合の外板増厚規定を新設した．すなわち肋板を溶

接したときは10％,船底外板の縦縁を突合せ溶接とした

ときは更に5％，全鋲權造の船の船底ﾀ唾よりも増厚さ

せるように規定した．尤も，この庭置は既に内規として

取扱っており蜜際に適用されている．

二重底に縦肋骨構造を採用した場合には，船底外板の

凹損という問題はまず解決されるものとみら恥るので前

記溶接に對する増厚規定は適用する必要がない．また本
嬢造の場合，減肋骨式二重底と比較して船底外板の厚さ
を輕減し得ることは明らかであるので標準肋骨心距を擴
げることによって外仮の厚さを減じている，

標準肋骨心距は総造方式にエって次のよらな値であ

る．

織肋得式二重底坐3＋2.04L(mm)

縦肋,爵式二重底550+2L(mm)

Lは船の長さ(m)

従って縦肋骨式の場合は横肋骨の標準心距より約100

Xnrn大きくなる．外板の厚さの決定には，雨權造方式の

間に肋骨心距に對する修正のみが關係するので，船の長

さが100mから150mの間では約1Inm縦肋骨式の方

が逝くなる課である．現在の大多数の船は，船底外枚の

縦縁を溶接し肋板もまた直接外板に溶接で固着している

ので，先に掲げた増厚規定を適用すればかかる船と縦肋

骨を採用した船との船底外板の厚さの差はかなり犬きく

なり，種を厩條件例え鰯牒の漂さ，喫水等によって，そ

の値は異る力雑肋骨の船では約3～3.5mm薄くてよい
ことになる．

以上の他に今回改正した事項としては，船首冊懇外板
が學けられる・船首船底へ外板の波の衝喋による凹入と
思われる損傷がその後も引繊いて出ており，特に高速に
なるに從いその損傷範園も中央部に向って織って來てい
る．現在の規則では,一應辮首から0,2L(L億船の長
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tは板厚(mm)

I/yは防焼材の断面係数(cm3)

甲板間の高さば2.3mで防擁材の心距tt760mmである

なかったので今回追加規定した．すなわち，貨物倉が高
第二十六編溶接

=2.6m以下のときは、暴露する乾舷甲板上の倉口に付
r難二章船陛擁造」中にピーニングに關する規定がける鋼製篭板の規定を準用して定め，その高さが2.6m
あったが，ピーニングの効果については一定した説がなを超えるときは迩蜜に磁度を塘す-ように明記した．

擬關室口の暴露する園確の織迭に關する規定は．今回いので今回削除し，今後の蹄究の誌果をまって規則に再
第十七編に甲板室の総浩についての規定を制定したの度定める議定である．
で，現規定を全面酌に膜止し，これを甲板室とみなした 第三章･ボイラおよび墜力容器關係の諸規則は，第三

ときの甲板室に對する規定の20％増しを標準遜力とし-I一二編のボイラおよび遮力容器に入れた方がいろいろと
て與えることにした． 便利であるので艶二十六編から削除した．

現行規則の第四章溶接諾試験中の改正事須は次のと講
第二十四編艤装品

りである．

艤装品中，中錨は，假泊，機力を使用しないときの錨’）溶接法承認試験の中，艶4試験（スミ肉溶接セン
地移動その他に使用せられるものであるが，機力のある勘試験は駿止した．
大型船では殆んど中鍬iを使剛する場合はないとのことで2）施工試験の際に用いるス.ミ肉溶接裏曲げ試験片
ある．ABでは1954年の規則において，船主の要求がは，使疏に不便であるので，新しくスミ肉溶接試醗片と
あれば，中錨を設術する必要がないように改正され,L換えることにした．

Rも一部J型艘を除き中錨は不必要というように改めら3）溶接工技価試験は近く,JISが制定されるの
れた．船舶設備規程も本會の改正條文のように，艤装数で，その最終案を参考として内容的に出來るだけ一致さ
が555を超える汽船では，中錨および中錨用鎖または鋼せるように書き換えた．本會のA種ないしD種ば，それ

索の装備省略を認めるように近く改めらぃる由である，ぞれJIS案の2種ないし5種に相富する．JIS案の
本會としてはこの場合船主の要求があるときに限り省略’種は，航空機關係等特殊な溶接に從事する溶接工に對
を認めることにする， するものと考えられるので本會の規定には入れていな
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い造船においては，カス溶接工は－殻に通い板を溶接

するので,JIS案にはないがG種（厚さが9mm以下

の材料を溶接するガニ溶接工）を現行通り定め七いる．

4）溶接棒試験は，全頑泊勺にJISを取り入奴たため

その試験法および種別は全く塗りJIS通りとなった．

從って溶接棒の種錫uは今までのように，その用途によっ

て分類されず，その被覆材の系統によって分けら恥る．

（種別の註鑑は本會の場合JISの記鑑の頭にKの字が

つく，例えばJISのD4300IfKD4300に相雷する）

鍜澄嬢遥に被覆材が高酸化チタン系の棒(KD4312"

よび4313）またはKD4600を使用するときは，特に本

含の承認を受ける必要がある．またすべてのrボイラ｣菱

よび唾力看器，重要な擬關部品諸よひ蕊三十六編に規定

する第一類に馬する管の溶接工事に使用する溶接陣は，

前記KD4312語よび4313以外のものでなければならな

し、．

なお今回認定溶接漆に關する規定を明記した．

第二十八編油槽船

ポンプ°室は危嶮性カスがたまる恐IrI,があり，また人の

入る箇所でもあるので，人工通風による換氣装置を設け

るように規定し，さら腫適當な消火装澤を設けるように

定めた．

常設歩路の構造中，歩路を支える支住の前後の間隔を

mに擬げ，また從來支柱各對の間に，’間遜きに前後

の支柱を蓮緒する筋違いの山形鋼を設け-ることになって
いたが，配管等に不便を感ずるとのことであり，歩路の

樵遥を他の方法によって十分堅牢にす恥ぱ，特にこのよ
うなものを要求する必要はないと認められたので，今回

規定を削除Lた・

第三十九編船禮構造および蟻装品材料

今回本編は第二十九編に移ずことにした・

船魑用鋳鋼材･の降伏鮎は，その試験片の引張遜さの

50％以上を要求していたが,ABと同様に絶對値で輿え

わいたいとの要望があり，核討の結果第一種乙(KSC

42S,では21kg/mrn2以上,第二種(KSC49)でば25

kgﾉInlng以上に改めた．

從來鋸道されていた船路用錬鐡材は，現在殆んど使用
される例がないので，今回削除することにした．

織装品中，錨溌よひ識の規定はJISに從って一部修
正を加えている．

－機關．部一

今回の改正においては，内容の改正を行うとともに編
の編成誉を行った，從って新規則の樺成は，

第31編磯關の構遥および設備に關する總則

鏡32編ポ寸ラおよび塵力容器

第33編蒸汽機關

第34編内燃機關

第35編う°ロペラ

第36編ポンプ，補助態關および管装澄

第37編鍵備品および躍具

第38編鋏

第39編磯關詣よびボイラ材料

第40編電氣装遥

第41編冷賊装歴

となる．また第26編中に含まれていた筆イラおよひ煙

力容器の熔接に關j-る期1項韮よび管および管装置に關す

る瓢f項は，そ(T，ぞれ第32編および第36編に編入した．

露32編ないし第34編中に散在した瑠蒲品および圃具仁
關する認造は，一括して第37編に纏めた．

以下各編において改正せられた主要な事項について略
読する．

第31編

蕊2章磯關の種別

第2條．今回の改正で,cGreaterCoastingSer-

vice''なる船の種別を殴止した・從って，乙種および丙
種磯關はC[coastingservice''以下の船級を有する船
にのみ使用さ《T,ることになる．
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露3章う°ロペラ軸の種別

露’條．昭和24年産版の規則から’溶接雛造のスリ
ーブを持つ軸を鱗一種軸として認めることになり，スリ
ーブの厚さの労以上に亘って同質の翻料で，繼目を鋳掛
けまたは溶接で接合したものを鋪一種軸とした、爾後こ
の成読の成行きを注頑していたが’タービン船であると
デ.イーゼル船であるとを問わず，接合部の錨裂事故が相
次いで起り，到底露一種軸とは認め難いことが明藤とな
った．本會で集計した昭和23年以降の磯關苓係損傷事
故約900件のうち，ズリープに關係する事故は79件で，
その内澤は次の通りである．

繼目に躯裂が發生したもの 41

繼目のハンダが蝿裂または!臆出したもの14
スリーブの弛緩したもの 8

スリーブの表面の一部が浸蝕されたもの4

スリーブの櫛豊に懇裂が發生したもの7

ゴム巻の一部が鯛員したもの2

そ の他3

この集計結果から，繼目の遡裂發生事故が過半数を数

え，繼目を持つ刺'の信頼性に多大の疑問を抱かせる結果

となった．繼目の魂裂は，軸の腐蝕を誘發せしめ，溝



ノ

’

蝕’いわゆるクロスマーク腐蝕となり，軸の連織部が小

さくな恥ぱ切損事故となる．

從來行わ脇たスリーブ熔接は．刺Iにはめ込んだ後に接

､合工事を行うために，完成品の歓査を確変に行い得ない

こと，熱虚理を行って磯械的性質の改善を計り得ないこ

と，接合工事自身に問題があること等のために，信頼度
は非常に少いと考えなければならない．

以上の麹費に鑑み，スリーブを接合する場合は，スリ
ーブを軸にはめ込む前に接合し，熱虚理を行って，接合

工靭中に起った諸峡随を除いた後，軸には塗込む場合に
のみ，第一種軸とする方針を明らかにした．

材質については，現行規則では，青銅となっている

が青銅以外でも，これと同等以上の裁力があると認め
られる材料の使用を妨げないことにした．

最近ゴム巻き軸が採用され,る氣運にあるが，當愈とし
ては，未だ変讃を持たず,手放しの第一種軸としては認
め難く，今暫らく成行きを注祇したい．

第32編

本編涯は第15章溶接なる一章を設け－，現行第26編に
規定してあるボイラおよび睡力容器に關する事項を抜華
して，引用に便ならしめた．

第1章總則

第1條．すべての唾力容器は，原則として製造中橡査
を受けなければならないことを規定した．但し第三種唾

力容器に關しては，製造中橡査を簡略化（仕上繊査およ
び水墜試験に留め得る）し得るという意向を明ら箕｡､にし
た．

第2條・本條でボイラ錨よび唾力容器の厘分けを規定

した.現行規則の溶接縢迭の唾力容器の唾分けと，現行

規則第.1條の唾分けとの調和を計って次の,ように分類し

た

第一種墜力容器

1．すべてのボイラおよび常用墜力が2kg/cnl2を越

える火焔に弱れる睡力容器（ほぼ現行通り）

2．脈板の厚さが38rnrnを越える嘩力容器（現行通

り）

3．鴬用墜力が40kg/cn'2を越える墜力容器(現行通

り）

4．常用温度が350｡Cを越える墜力容器(現行のもの

に比べて20oC低下しているが，泌料硬度に對し

て温度捕正を必要とする限界を抑えたものであ

る）

5．有毒物質を入れる墜力容器（現行通り）
現行規則の備考は全部そのままとする．

露二種躍力容器

1．犠用墜力が2kg/cm2以下の火焔に鯛いる墜力容
器（現行類似）

2．胴板の厚さが16mmを越える墜力容器（現行通
り）

3．総用墜力が14kg/cnrzを越える睡力容器(現行通
り）

4．常用温度が150｡Cを越える唾力容器（瀞槻走）
第三種睡力容器

上記以外の唾力容器

以上のようIこ分類したが，從來の分類に比べｲもぱ，多

分に簡略化さi.している.LR－規則の分鍾と比較すると，

第1表の通りである．

第2章材料

第1峰．現行規則の第1條および第2條を漣いて1膝

とし，唾力容器の種別に鵬じて，使用すべき材料を規定

した．第二種睡力容器中，常用温度が150｡Cを越えて

’

Ｉ

表
■■■■■■■

第 I

■■一一p‐＝ロ■■1■■一■q､凸

1

11
N R LR

一

一
難
一
種
睡
力
容
器

すべてのボイラすべてのボイラ

怖川延力が2kg/cmgを越える火焔に溺れる唾力容器常用睡力が3.5kg/cmgを越える火焔に侭限る唾力容器

遥邊鴬潔蝋琴｝…灘蕊欝瀬購
１
１
１

錐
二
種
唾
力

稚用睡力が2kg/cmg以下の火焔に鯛れろ歴力容器

胴板の厚さが16nl]nを越える歴力容器

術剛睡力が14kg/cm9を越える歴力容器

常用温度が150oCを越える腿力容器

常用雌力が3．5kg/cm2以下の火焔に飼れる睡力容器

胴板の厚さが％〃を越える睡力容器

常用睡力が17.5kg/cm2を越える睡力容器

常用湛鹿が150｡C(300｡F)を越える睡力容器’ ’容
器 WP(1b/ing)×T(in)>90(Tば変厚）なる朧力容器
I
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効率の決定は重要な事項であるから，他の謹規梧些

比較して犠討を加えることにする．

1)LRの許容應力

NKの場合，第2表を用いて許容應力を算定すると第

3表のようになる'．（使用材はKSB-43とする)．

LRに示された許容應力瞳は第4表で示さ恥る.(使

用材料は26Tﾉing弧度のもの）

2)GL.規則．

GLに論いては,J≧0,8を取り得るのはApproved

Tn91rerのみである．片側溶接の場合はJ=0.5(NKで

は0.55）裏當金を行った場合はJ=08に坂ることにな

っている.Fの値は,認走せら鞭た降伏鮎に對して1.7を．

取る.これらの規定を用いて,許容應力を求めると第5表
となる．

300oCを基準｡三考えると,HI材料を用いた時,NK
とGLの許容應力はほぼ一致する．350oCではNKの許

謝塵力が高い．GLの裏當金を用いた場合の効率制限は

参考にする便値がある．

3)JIS

も，常用墜力が7kgﾉcm2未滿の場合（熱交換器が對象

となる）には，規定のボイラ鋼板を使用しなくてもよい

ことを明らかにした．

第4章胴

第1峰．新しく(3)を設け，過熱器管寄等を對象とす

ら高温高座下で用いらぶる胴に對するS託よびFの値

D取り方について規定した從來これらの管寄に用いら

h，る材料は，ボイラ管に用いられるものと同一化學成分

のようであるから,Sの温度補正ば，頚イラ管に用いる

温度補正値を用いることにした.Fの値については，

BritishStandardを参考として決定した．

第5章繼手効率

第1條．繼目無胴詫よび溶接泥の繼手効率に若干の鍵

更を加えた．その對照を第2表涯示す．

なま，第二種墜力容器で，本含桧査員の立會試鹸を行

っていない材料を使用する場合には．鐘2表のJの値に

0．9を乘じたものを繼手効率とするように規定した．

鱗 2 表

1J

：新現行

|1.01'.o

鐸 3表胴の種 類
－－－

許容睡力
kg/mrng睡力容器の種別IFI"J¥|

繼目無胴 －

猿一種睡力容器
’’
0．95

’0”
8．84

8．4餘盛を完全に除去したと

除盛を除去しないとを
|･'’
'0.9コ

第一種歴力
容器に鴎す
る涛接胴

一

ざ
0.90

一

7.96

7.48

7.15

6.74

９
９
■
色

５
０
０
０

（
ひ
Ｒ
）
×
×

の
Ｇ
Ｏ
Ｏ
５
０
８
８
●
ｅ

Ｏ
０

l0.851
|a561qs｡’

隼二種睡力
容器に風す
る群接胴

睡力除去焼鈍を行ったと髻

應力除去焼鈍を行わないとき
隼二種睡力容器 4.5

第三種腰力
容器に風す
る涛接胴

|胴板の厚さが砿、藩越え,瀧'0.6ぅ'0“
面涛接突合綴手のとき －■■●一 一－一

錐三種睡力容器
6.07

5.14

0.6う

0．55些灘蕊鑑簿鎚堀蝿|｡"iq5'

第 4 表

睡力容器
の種別

施行試聡 熱虚理，水腫試騒等 許容睡力 ’
1
1

1
備 考

1

'NKPV-1に州常

１
１
１
１

火焔に鯛れ瓶い容器.Rt.Ht・Hs.t|・x-ray､

ポイラヲ火焔に飼れる容器.Rt･Ht.Hs､t.X-ray

７
８
０
５
今
凸

９
８

Classl

｜
I

』
》
一
》
畔

心
一
心

Ｈ
－
Ｈ

●
Ｇ

●
●

ｔ
ｔ

ｔ
ｔ

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

７
４
０
５
ａ
乳

NKPV-2に相禰Class2

7．03

6．54
NKPV-2に近いもの

CIass3

Hs.t・

LappweldでHs.t、

6.07
NKPV-3に祁溌

5,56

’
1 ’

1

1’

Rtは施工試験,H,t.は熱鹿理,Hs.tは水歴試驍を表わす．
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5第
杢
塞

一一＝

DIN17155HI村．質 DIN17155 I
－

使用湿度。C

｜”｡｜，”｜,”｜，”’義孝扇－－‐
形式および効率

2う0 350

型
ざ

８
５

と
０
０

上

の
二
二

９
Ｊ
Ｊ

●
０ニ
ュ
さ

Ｔ
０
ｊ
、
Ｌ
」

で
た

秒
●
《
、

ｅ
ｖ

｜
》
鋤
》

一
地
軸
価

’ ’ ’１
１

７
３
４
’
５
７

●
●
凸

８
－
Ｉ
４

6b35

5.65

乳53

10.05

8．94

5．58

０
０
０

具
ａ
員

7.4

6.59

4.12

7.今

a59

4J2
1

肺考DINl7155IおよびDIN17155HIの引張弧さは41～50kg/mmg.

錐 6 表

’’ ’
突合せ雨側涛接

蕊欝金を施した突合せﾉﾄ側涛接

裏欝金を施さない突合せ片測溶接 雨側全厚隅肉溶接

垂れ繼手
繼手の形式

－

’ ’基本効率’ 0-650.70－8

第 7 表

｜鵬力除去鯨嬢の削除
使用材料係数

|放射線稔垂

澁撫樹|鱸鏡擬職
I

’
キルド鋼の

JIS親機材1,0l1.18１
１。行

、ト

1．0
ワ’

’
６
■
Ｈ
１
け
Ⅱ
Ⅱ
◆

0 .9310.9511.0 ’ ’0．90画”行わ旅い 1.0

’ 一一一－一一一ーーユーローー

第 14章管

第2條・本條の塗更は慶範園に豆るので，内容を詳細

に談明する．鍵更要旨は下記の通りである．

1）惑煎抵抗溶接鋼管をボイラ管および過熱管として

使用することを認めた.(20kg/cm2,350｡C以下
の制限を付す）

2）係数Kの値を敵鍵整理した、

3）腐蝕代と考えられるaの値をlInXnとした．
4）新に05%Mo,I%Cr0.5%Moおよび2灘ﾀら
Crl%Mo合金鋼の管Iこ對するK値および補正
係数を追加した．

5）過熱器管等，篠壁温度が管内流禮の温度と相雷異
る場合の最低簿壁温度を下記のように決定した．
管内流燈の温庭+30oC

6）管の最小厚を,外径30mm未瀞こついてば2nrn、
30mnl以上については2.5mmとした

以上の6項目iこつぃで読明を加える．
1）電氣抵抗溶接鋼祷をボイラ簿に使用するこ]二につ
いては以前から問題とされ，本會もいろいろの黙から調
査して來た．諸外画の例をみると，規則には明文化さ収

ていないが’英濁では既に使用蜜讃があり，米國では規

則耐こ明らかにその使用が認められている．かような情

勢渥あるので，今回の改正期に,20kg/cm2,350．C以

下の制限を付けて，使用鶴貰を注覗することにした、使

JISIi:,繼手の形式，應力除去，餘盛の削除，使用

材料およひ敬射銀撤査D函数として効率の決定を行って

いる．考え方は極めて理論的であるが，煩雑の嫌いがあ

る．また他方において，溶接施工試醗の内容との關連が

現れていない黙で，船級協愈の考え方と比較することに

困難を感ずる．以下内容を略読する．
1）繼手の基本効率，第6表に示す．

上記の諸例に比べると，効率値に相富の食連いがあ
る．

2）應力除去その他の繼手効率への影響．

露7表に示す．

以上を内容とし，極めて示差に富むものである．しか

し基本効率の黙で，現行規則との間にかなりの食違いが

あるため，この方式は採用しなかった．

’

第8章支柱その他の支えを有しない鏡板

露6朧．從来二様の計算式を示して，そのいずれを使

用して，鏡板の瀕度計算を行ってもよかったが，今回睡

力容器の腿分に從って計算式の使月Jを指定した．すなｵつ

ち，第一種砿力容器に對しては(1)式，第二。三睡力容
器に對しては(2)式を用いることにした．今回の鍵更の
目的は，第一種唾力容器の鏡板の形状による局部的過大
應力發生の防止と，不'必要な厚板の使用を防止すること
である．
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8第 表

－－＝_腎壷1面BzilKsT"|K弛二31"BE4I"E皇引KST.-51~ks壷ﾆﾗ｢孟偲S

’’
42

i;z|i"21I
引張認さの鐙小値

kg/mmg

その1/5

K=230S

33

6．6

i517

38

7b6

1750

42

8．4

1932

42

8．4

1932

35

7．0

1610

42

8．4

1932

９
８
５

３
孔
秒１

’

|‐規則の採用値’ 1500 1950 19501800

第9表 鹿袖正係数KJ温

珂詞亙下1~275~I~40dl4251450｢4751S0Ol525'
－－

－

管種
拝の材

低炭素鋼

質

0.9510.860．750‘62

1“｜，‘幾’幾0，
KSTB-ll

Kノ

應力値

1

6.52

0．980．92Kノ10．840．74

應力値6．526．46．05．54．8

KSTB-2 低炭素キルド銅

｜”‘KSTB-3

應力値8．48 |震|場I
8

|｜’ I

0.86

7.29

妬
砺
●
●

０
８ ’

中炭素キルド調

色口

｜
跨
露
露

一
画
一
画

一
麺
一
Ｋ

。

0．960．901

7．517．04
0｡741O.64
5j795.0

l0.15Mo"
!(HCK)

１
１

|K'

|應力値
1

7.82

0,83

6.5

0．51

3．99

－ －

1I0．971

7．827．51

Ⅱ
■
Ⅱ
０
４
７
７
８
．
０
■
１
１
１
１
１

１
１
１
１

IK'

1應力値

I

Z82

0.78

6－1

0.58

4b54

0．91

7．12

1

7-82

５
３
９
４
■
●

０
７

0.5Mo"

一一一．

’

’|耀発．
0．8010．651llll1

18．488．488，48

１

１

■

Ｉ

Ｆ

１

日

Ⅱ

０

．

．

０

９

０

１

Ⅱ

１

１

１

１
１
１

○Ｍ
の、

、
ｑ
６

ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｈ
申
〃
０
Ｋ
、

ｒＣ
側
１
，

７
８
丹
ｇ
ｏ
３

0‘98

8．3

ワ
ー９
８
■
Ｃ

Ｏ
７ 6.78う.5

｜::‘
1

8‘48

一

一

一
○
一
ＩＲ５申ＯＤｒ旭

鋼
７
３
－

咋
網
一

Ｋ
城
一
睡
誠
一

１１
１
惚
一
應

》
一
》
一

0‘93

7.88

0.85
1

7，2

0.73

6.19

1

8.48

1

8.48

0．8う

7621

0.740.582%Cr.IMo

6.285.09"

1

8．48

３
８
９
８
●
垂

０
７

用應力の鮎では，繼目無鋼管と同一硯することにした．

(JISは繼目なしの85%,LR"100%,GLIf90%)

2）係敷Kの決定はABS一規則にある

HCMについては，製造所の研究資料の提供を煩オフし，

これによって決定した．第9表参照．

3）腐食代aについて‘從來の値は管の使用位遥に

より，それぞれ2mm,1､5mmとなっていた．ボイラに

蕊いては，給水虚理方式が進歩する程，腐食の問題から

は解放される．從って，密閉給水装澄が探剛される今日

では，腐食の心配は除りないといってよい.ASME,

ABS等の規則では，早くからaの値を].znnlに取っ

ている.LRも1954年度から1mxnを採月jした．しか

しOpenfeedsystemの2501b/ing以下のボイラで
は，管の肉厚を計算式の厚さより若干厚くすることを推

奨している．以上の精勢を到鐵して，今回の改娠Ea＝

1nllnとした．しかし卿職の燃除華水管等においてば，

計算式の値に0.51nm以上を端した寸法の管を使師する

のが望ましい．その理陶は，こ鯉らの管には，｜闘食*徹

Ｓ
一
釦

一

謎
一

認
一
ｄ

一
一Ｐ

を蘂形して，

P-":Z-28
なる式を用い，領イラ管のS値については，

（材料の規格最小引張睡さ)×ﾉ§

をﾊIいた．從って各種材料について求められるK値は銘
8表の通りとなる．

係敷Kの補砿は350oCを越える場合に行うこととし

た.(從來は409｡Cを越える場合に袖正することになっ
ていた")補正係歎の決定は,.ASME(1949),ABS(1954),

LR(]954)を参考として行い,次の随を決遁したHCK,
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が現在でも相営あるからである．

4）2）で説明ずみ．

5）管壁温度の推定．過熱管の鶯壁温度は識の負荷状

態により異り，－律に決定することは困難である．諸種

の規則で管壁温度の推定最小値として，

JIS;管内流禮の温度+30oC

LR:"+27.5｡C(50｡F)

GL:"+50｡C

第10
杢
垂

｜錨噸網壼篤‘鍵小轤'2｡
を最小値とするように規定さ恥ている木曾ではこの付

加温度を30｡Cと決定した．

6）使用する管の最小厚さ．管の剛性その他から考え’
〃
．
９

て，ボイラ管に最小厚さを設けるのば當

然のことである．従来の規則では，腐食

代の値が大きかったから，この考慮は不

要であったと考えら薊るが，所要厚さを

應力計算のみから決定するようになれ

ば，低睡用のものでは極めて薄いもので

よいことになる.この峡階を除くために，

最小厚さの制限が必要になる．JIS,

GLにはこの規定があり,GLの規定は

第10表のようなものである．

木曾で採用した値は

30mm未滿2.0mm

30mnl以上2.5mm

の二段階のみである．

〔参考〕

参考として,LRのボイラ管に對する許

容應力値およびNKの許容應力値との比

較を示す．

第1m,,第1岡2は温度,許容應力比

較線圖である．

難15章溶接

本章は，從來蕊26編中にあったボイ

ラおよび睡力容器の溶接に關する事項を

取り懇めて編集したもので，参考資料ば

JIS最維案である．

主要な鍵更黙は下記の通りである．

1）厚さの異る板の突合繼手の設計法

（第10條）
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"l1表.LRの許容礁力値
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■一F一■P4■■司由画P一11●■一少qp-
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strength
kg/mmg

1

1 ｜
”0
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(3お）’（372）
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(易”）
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9
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2）突合接手の食逢い程度の制限値の鍵更（第12條）

3）胴とIm形蕊板の接合形式iこ－部使用制限を加えた

（第19條）．

4）應力除去に關する記述の一部鍵更（第26篠）

5）溶接施工試醗，珠に再試験の仕方の蕊更（藤28燦

以下

6）放射線透過械査に關す･る事項（第33條，

なお，管詣よび笹装置に關する事項は龍36編に，架

嬢,臺板その他の構造物に齢-ろ事項は，それぞれの關
係編に織込んだ．以下改正黙について護明する．

第1條・本章の規定は，電弧手溶接を對象としたもの

で，自動篤接庭ついては，その使ﾉ脈二奮っては豫備試験

を行って，その適應性について承認を受げなければなら
ないこととした．

第3條・溶接工事を行い得る鋼の淡素含有量は0.35％

以下とした．ボイラ板等が厚肉となる仁從い，現行規定
の0.3％では不合理が生ずるからである．

第6條襄當金を施すか，またはこれと同等の効果が

ある溶接法を用いた片側溶接突合繼手ば，すべての嘩
力容謡に使用できることにした．この繼手は現行規則で

は第一蓮唾力容器に使用してはならないことになってい

る．

第10條．厚さの異る板の突合篭手においては，なん

らの記述もなかったが,JISを参考として，今回次の

ように規琶した．厚さの異る板の突合溶接は，厚い方の

板は，灘以下の鍾配をつ}ﾅで薄板の厚さまで削って溶

接しなければならない.この場合,周繼手のときは片側勾

配として差支えないが，鯛腫手のときは南側勾配とし厚

い板の中心と薄い板の中心とを一致させるのを原則とす

る.もし片側勾配とするときは,溶接綴の中心と勾配起謡

との距離は,少くとも薄板の厚さだけなけ-れぱならない．

A

古_三2≦ゞ
幸 ↑

准壼
“ﾉN

TjXQ7ts

C

TMO7ts

偶考，4Z.tsIJJI同樋の所凄厚患御認揮蝿さjTばﾉ鵬の霞jll廻壱示説

鐺3箇

第12條・繼手の食逢については，理行親珊は値が大
き過ぎて意味をなさないと考えらIT,,JISに従って改
正した．新奮の制限値の比較を第2岡に示す．

第19條・胴とⅧ形蕊板の接合方法による使脇制限に
追加事項を加えた．すなわちc形では，脈板の雁さが
16rnrn以下のもの．D形では胴の内煙が5001nm以下の
ものとした．（錘3圖琴照）

第26條．城内應力除去焼鈍の加戴蝿函旨走を600～
650oCと改めた．また冷却方法も，遮中で険冷､す-るか
または静かな大氣中に放冷する，と欧めた．

錐2頂の局部焼鈍について，（2）は，現行規則におい
ては，應力除去焼鈍を行う必要のない睡力容器に用いる
局部焼鈍の規定であるが，今回の改正では，懸力除去澆
鈍を必要とする座力容器で’應力除去焼鈍を行った後に
取付物を取付けたり，または既製の延力容器でⅧ新に溶
接工事を行ったような場合（新型の時ば應力除去焼沌を
要求せられる種頽の腱力容器）に適用､する考である、鋲

構迭のポイラリ職こ溶接工輔を施した場合
にも，その溶接工螺に鋤して應力除去焼
鈍が要求されるが，このような場合に
は，本條の適月Iが愛営である．

第29條．供試阪に用いるべき材料を
規定した．今回の改正では，供試恢は，
鰐造物に用いる材料の一部を用いること
を原則とし，不可能なときは，同一規格
の同一厚さの板を用いてもよいこと話明
らかにした．

第30條．第一種嘩力容器の溶接施工

試鹸に．溶着鐵引張試験を遡加した．
第31條．溶接施工試鹸の合絡基準の
一部に鍵更を生じた．すなｵつち繼手引張

1－
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一
刻の

－－ー

睡力容器‘
の睡別I ’NK LR

|NKに同じ織周総手共雨面濡接突合鍵手とする’
第一種|‐－

鍵力癖羅|#騨欝辨驍驚欝金を恥…祷撰蕊|綾獅親…、
Ⅱ
１
１
１

|NKに同じ縦間繕手共雨面溶接突合潅手とする

’
1

錐二種板厚が16mm以下のとき，周篭手ば叶面溶接突合
総手とすることができる

雁力容器

緩和規定は明文化されていない

I形が小さいもので，内面溶接が困難なときは，裏溌金を剛いる等の手段が推奨されている
蕊術金を用いたj1･面溶接が制限芯く認珍られる

｜板厚が9nlnlを越えるとぎ,縦蕊手は雨面溶接突合
策三種職手か'“錘"い酬面溶接突合綴手 |鋪2種睡力容器に同じ
唾力容器|板厚が9mIn以下のとき.縦綴手は上段による外雨

｜側全厚隅肉溶接重紅繼手としてよい
許容應力表では,%"t以下では南側全厚隅l殉溶接
重迩繼手とするごとがで誉る

試識の結果,試験片が母材部で切籔し，その引張溌さ

が，母材の規格最低値の95％以上であって，溶接部に

鉄涜を認めないときは，この試験を合格とすることが出

来ると規定した．この試鹸は，繼手の覗度を調るのが目

的で、母材溌度の試験で．ばないからである．また母材の
狸度が，材料の規格最低値の95％あ恥ぱよいというこ
とを意味するものではないことに注意する必要がある．

溶着鐵引張試験の合絡基準は，下記の通り規定した．
引張弧さ：母材の規格最低値以上

伸：22％以上

蕊32條．再試翰は，合絡しなかった試鹸について倍

数量の試験を行うように規定した．但し溶着鐵の引張試

験の再試數は1個でよいことにした，

再試鐡ば無艤件に行い得るものでなく，條件を規定し

た．この條件はJrSと全く同一である．

第33條．放射線透過検査.今回の改正では,透温度計

のことに言及し’溶接部深さの2％の大さの峡塙を橡出

できる撮影法をとらなけ~,いばならないとともに，篤眞フ

ィルムiこは藩接深ざの2％に相富する透過度計の影像が

"14表溶接施エ拭聡

鴎衞器INKILR
’ ’繕手引張試隙

自由曲げ試験

型曲げ試験
(側曲げ又は表曲げ）

溶蒲鐡引張試職

診溌なし

総手引張談議

診営なし

型曲げ試験(表曲げ）

溶着鐡引張試猿

マクロ試鐘

’

1錐一種

睡力容器
１
１
１
１ ’

|繕手引眼試験
|型曲げ試験
1（表曲げ，蕊曲げ）

|溶接部破面検査

鐘手引張試験

自由曲げ試験

該鴬なし

｜

｜

’

露二種

睡力容器

総手引張試験

型曲げ試験(表曲げ）

溶接部破面検垂

隼三種
唾力容器

行わず

明瞭に現れていなければならない，と規定した．

總括として，今回の改正によって，その内容がLR

(1954）の規則に比べてどのようi二異っているかを比較

したものが第12,13,14表である．

第33編蒸氣機關

往復護開

第5章第2條．現行の第26編にぱ，機關燕係縢遥物

に關する規定があるが，今回の改正で，これらの滕項は

各編または章の關速部分に移し，燕備涜職を行うこと毒

建前とし，煩雑な詳細規定があれば十分でき,ることが溌

證さいたからである．

蒸氣女一ピン

錐13表應力除去規定

歴力容器｜
の種別！ |LRNK

｜
鐸
峠
一
iすべて應力除去焼鈍が必要1NKに同じ

I
胴板の厚さが30mmを越
えると割態力除去焼鈍が
必要，胴極の厚さが16
mmを越え,t>D/120+
10のときは漉力除去焼鈍
が必要

D/T3<100の場
合は應力除去焼
鈍が必要

簾二極
雁力容器

任渡鑛三種
雁力容器 ｜任意

]035
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第20章第2峰1．記述を次のように改め秀・

多シリンダ式蒸汽タービン1個のみを装附する艦にお

いては，シリンダ中のユ個に對して蒸汽の供給を遮断し

ても，引綴いて船の安全運航をな1ﾉ得るものとしなけれ
ばならない．

第23章難4燦．曲げと握りを同時に受ける軸の計蝉

式は，從來は（1）式で表現せられた．

その趣旨を明確化した．

第14章第3條．排汽ターボ過給磯に開する規定を設

けた．排汽ターボ過給磯については，歴史が新らしいの
で，完全な規定は望み得べくもないが，次の事菰は必要
と考えて規定した．

1）装備するターボ過綺磯の一部が故陣した場合に
も，引綾き主磯を迩轌して，安全航海が出来るよ
うに装備すべきこと．

2）過給機の吐出室氣中に，主刺1用潤滑油が混入しな
いようにすべきこと．

3）主要材料の化學成分，材料試験規格および製造後
の譲運縛等は，設計に關速して，製造者の申出を
涛議の上承認す．ること．

第36編

第4章露2條（5）復水鍛ンﾌ゚のポンプ･室の水唾試験
睡力を鍾情に卸して，計霊吐出墜力の2倍（但し2kg/
CIng以上）とした．

第10章第3朧2．本項を削除した．第5條に復水鑪
ンﾌ゚を2童装備するという規定があり，趣旨において童
復するからである

第14章艶8條・燃料油’荷物油を取扱うポンプ・の躍
動淡は，設澄場所以外の個所からの操作は，躍動瀧を停
止できればよいことにした・

第'5章第6條’・條文を誤解される恐れがあったの
で，貨物油鑑ンう．ば貨物油タンク丙の油およびバラス，、
のみを取扱い得る旨を明確化した・難2項の新設の趣旨
は，貨物油管に海水が不時に混入することを防止ナることである．

第7峠2．重要庇に乏しいから削除した．

第''條・貨物油管に取付けた止め弁の操作方法を町
らかにした．從來の規定は苛酷に過ぎる嫌いがあり，一
部の弁の開閉はポンプ室で行ってよいことにした．（蕊
4岡参照）

d=1L6I/a6M'+(-1竿÷0.182)硬璽……(1)
この式はかなりの鍵形が行われた式で，その原形は

d==樫雲り/(k･"H眺瞭ﾉ"｡)'T"
…………………(2)

Y=材料の降伏顕さ7n==疲努限に對する安全率，

“＝疲努限,M=曲げモーメント,T=握りモーメン

I､JP=トルク鍵動率,k=曲げに對する應力集中係薮

k1＝握りに對する應力集中係勤であって，

(1)式を得るためこほ，（2）式を次のように鍵形する

d=i/¥

×V(k.=WM雪÷(号)｡('÷蝿』‘｡)託，
ABSの計算式に合せるためには，

do=270001b/ing,"o/Y=1,Y/ue=1.4)k=1.352)

kl=1.43,n=2．65,p=0｡1

と假走す-る必要がある．この假走のうちで，最も問題に

なるのは,"o/Y=1およびY/"e=1.4である‘0/Y=1

は1より小さくなる数字であるし,Y/"eの値は

Carbonsteelでは大鐙1.4

A11oysteelでは1.7～1.8

位と思われる．k,kl,pおよびnを從來通りとし，假

にY/"e=1.4と恢定すれば，改正式を得る．

この式を愛用面からみると,Mは通常Tに比べて小さ

くBTの係数としてのY/‘｡の働きは除り大きくないか

ら，今回はY/"｡=1．4と假走して，式を誘導した．

第26章第3條．減速歯車の最高許容歯面荷重を計算

するために2個の式が輿えら“ているが，今回歯車のピ

ッチ回速度が25m/sec以上の歯車に對しては(1)式を，

その他のものについては(2)式を使うように改めた，

これは'木愈における基礎計算から割出したものである．

第34編

節8章第7條．勢車または釣合オモリ，またはその雨
者を有すz機關ではJYの値を計算式で求めることにな
っているが，計卯植が，勢車，釣合ガーモリを持たない場
合に誌ける表示の値よf)大きく出ることがしばしばあ
る．この場合にば當然表示の値を取ってよい認である．

I

病閃一一

１
１､1響貢。

図這隔操作茅⑧ポンプ｡堂操作罫
（宝見行夫見定）（政正頬岸，

第4団

第19章第1條2.Sの値に改訂を加え，同時に管の
種類を墹して使用に便ならしめた.第15表に三ｵもを示す‐
なお髄氣抵抗溶接鋼管にあっては

第一種替に對して:S=5.1(350°C.域ド）

鐘二種管に對して:S=6.0(350｡C以.下

1036
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0.15%Mo"(HCK)(38)

0.5%Md"(39)
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2%%Cr.1%Mo"(42)

5.6

易5

具6

具8

第20章

本章は現行規則の第26編の管および管装置の關係の

郡項を集めて一軍としたものである・内容的に鍵更され

た鮎は，第二類に馬する管および管装壷に開する規定を

全部削除したことである。以下本章の溝成，改塗につい
て略述する・

第’節．一般事項についての記述で’適用範園’工事
に關する通則的な事項を規定した.
第2節．第3～7朧ば，現行規則の艶21～22條の規定
と同一内容である．第7條の管とフランジの接合形式と

使用制限については，日本工業規格が制定せられた曉に
は，その規格に從5方針である.
第3節．應力除去に關する規定で,從來と同じである．

難4節．第'0係は水煙試験に關する規定で，從來と

同一b"11條は放蛾農繊査に關する規定で，放射線械
査を行うべき管は，外径が130mm以上で，儲用唾力が
30kg/cmg以上，かつ常用温度が400oCを越える場合

（蕪汽船における主蒸汽管を對象に考えている）に行う
ことを規定した‘第'2條の溶接法承認試験は，愛地工

事に適合した試験方法をその都度決定の上，これを行う
ように規定した、考えら恥る試験の内容は，使用する獄

料によって異ることば想像に難くたいが，艶26編に規

定されている管に對する溶接法承認試験の外に，マクロ

組織の調査，樋準試験の愛施，硬度分布の測定等を適宜
に組合せて行う方針である．

第37編

換備品および踊具に關する規定をこの一編に樫めた

その内詳は，現行規則と塗りはないが，内燃擬關の識備

品中に排汽ダーポ過給機に對する溌術品が追加さ恥たこ

とが塗っている．追加された鍵備品の内容は下記の通り

である．

ター顕過給綾の主軸受：過紛磯’蕊毎に1軸分．但し

補磯の場合は察數にかかｫつらず1軸分

ターボ過給機主軸の氣密パッキン：1軸分

第39編

本編は現行第40編に相當する．以下改正黙について
略説する．

第4章A

第4條､表中記號棚のKSB41RおよびKSB45R",

それぞれKSB42R,KSB46Rと訂正L,表の末尾に備

考を設けて，波形鰔筒はKSB42-Aを用いなければな

らない．を追加した．(JISの決定事項）

第7條・第4條に關連し,引張顕さの範園を,鐘一種

Rでは42以上50以下，第二種Rでは46以上55以下と

訂正した.(JISに合致せしめた）

鋪8條・試鹸片の採取位置を規定した.すなわち，板

から1価の試験片を採取する場合には，試鹸片は板の底

部から擬駁すべきことを規定した．

第8章

本章はボイラ管鮨よび蒸汽過熱管のJISが改訂せら

れたので，その趣旨に從って改訂を加えたものである．

改訂の要職は合金鋼々 管を新に編入したことと，電氣抵
抗溶接鋼管に對する事項を新設したことである．
ここではJISとの稲逢黙を略述する．

第2節第6條．製品についての分析試鐡に關する規
定である．この分街試験結果が諺5條の規定に合絡する
ことを要求することに多少の問題があるが，成案を得れ
ば改訂する意向である．（趣旨ば從來通りである）
艶7條(6)．硬度試鹸．本禽の規則では,從來から硬
度試験に關する規定があり，特に熱虚理を行うべき瀞種
が多くなった現在では,この試鹸は有意義と考え,JIS
にかかわらず残存せしめた．

（7）水睡試鹸睡力は從來と塗らないが,JISとば

多少趣を異に､ずる・

鰯8條．試験片の数．多少JISと異るが，特に順
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型

り立てる程のことばない．

第3節

電氣抵抗溶接鋼管に關する規定をここに集珍た．本節

億本會にまいて調査した結果を基にして編集したもので

あるから，殆んどすべての黙でJISと異る‘

第10條．煙管では焼鈍を認めるが，ボイラの水管お

よび過熱器驚は曉準を要求している．

第11條．淡素含有量は0.15％を最大としている．

露13條(2,．扁平試験の常勤は繼目無管:と同稼0.09

を取っている．木曾では繼目のないものと同一の性能を

持っていることを必要條件と考えている．

（3）ツバ出試騒．JIS方式の肉厚，外煙による本

試験の除夕腫定は行わず，例外なくツパ出試験を行うよ

う規定した．

（5）水墜試鐡.ASTMにならい．水塗試識唾力を
2300×t

p=一一万

で計算さ(もるpで水墜試験を行うよう規定した.繼目の

健全性を確認する一手段である．

第9章

第5條．引張試験の規定中，降伏黙の敷値を

第一種(KSC-42)に對して21kg/mmg以上

第二種(KSC-49)に對して25kg/mm2以上

と改めた、

第6朧．鋳鋼材に對寸~る使服温度制限を425｡Cと

･し，現行規定の龍一種仁對しては260oC.艶二種に對し

ては450oCの制限規定を溌止した．その理由は，蕊鋼

材の使用制限温度を26CoCとする根礁が明瞭でない．

第12章

蕊6條．降伏職の規定を,KSF42,KSF53および

KSF60に對し，それぞれ21kg/cm2以上,26kg/cmg以

上および31kg,'cm2以上と改めた．、

第13章

JISの改正に伴い，木曾の規則にも改正を行った．

愛更内容の大要は，合金鋼を管を1反入継るとともに，蝦
接智を削除し，電氣抵抗溶接瀞を第一種および鍵二種繼
目の無管の中に編入した．符種は9種煩として，第一種
から雛四種まではJISの睡力配辮11鋼管，鋪五種から
第九種まではJISの高温。高唾用鋼禅である・注意す
べき鮎を次Wこ示す．

1．第8條．職方向に引張試鐡片を採取することを認

め，必要獅項を規定しﾅﾆ．

また降伏黙の現('I難い4，,わに對する魔羅について

1038

”

も規定した．

2錘8條(4)．水塗試験蕊力ばJISに近い取扱い

としたが，電氣抵抗溶接鋼浄二對・しては別扱いと

した．

3．露10條管の寸法公差．

從來の敷値と非常に異る．今回ひものはJISに
よっている．

第41編

木編は現行錐38編の冷職装置に相盤.ずる・

第4章雛7朧2．温度計管および冷却瀞が，そ肥らの

所陽以外の腫域を通過するときは，その溌の話のに對し

て，所馬厘域外の部分に防熱装置を施すよう規定した．

第8章第2條.,稜荷瞼査における受歓地の指定を削除
した．

第8條～第5條．牛年次瞼査，中間繊査および定期橡
査の期日の指定に關する記述の不明確な所を修正した．

－電氣部一

第四十編（霊第三十五編）電氣装置

第一章總剛

第四條直流または交流發電磯の出力を明らかiこする
ためrkW」とあるを「kW(またはkVA)」と改めた.

(各章該當條項も同綴）

鐵八滕本訓末尾の條文は誤解を生じる恐れがあるの

で｢試験瞼査を受汁なけ恥ぱならない」と明らかにした・

第十八蝶単相動力および交流電熱用の制限祗嘩を追
加規定した

第七節の電唾蓋よび配電方式の選定標準はこれを存置

;-る必要がないと考え陵止した．

第八節（薦第九節）を「逝氣機器の保護形式とその適

用」と改め，適用の便宜上これを一覧表にして第二十三

條および第二十四條に漣めた．

本規定により重複する條文は暖止することにした．

蕊二十三條電氣駿器の保護形式の露僅（次頁上表）

露二-i-四峰迩氣機器の保護形式の適用傍錐（次真下
表）

第二章發愛電装澄

館二-l-九朧直流復巻發電機の負荷樹池は･平塵雀が望
ましいので，髄哩鍵動拳の値を次のよう腱改めた．

「複巻發電機の電醗錘動率は，負荷を20％から'00％

まで潮鰯した場合定格電睡の2.5％を超えることなく，

また20％から100％までの漸墹曲線と100％から20％

までの漸減曲線の平均値溌走*縦唾p_aZ壷超主ないこ



錘機器の保護形式の穂準砥

j''izl孵迩叉は形式 ’1 親 定

｜

藤｜非防水撒
非防水構造とは開放形，保護形その他外披ばあっても全く防水の目的に添わない樵造のも
のをいう．

評¥弓
｡L凸

ｌ
岫
叶
一
保
一
物
一
防
一

椛
遼
一
回
輔
機
の
係

+

I
防水樵遥とは防滴形，防洙形，防浸形，防水形または水中形等，水滴，水沫蛍ﾆは水等の
浸入を防止する推造のものをいう．

水．柵 §f迄
コミコ，

一

謎 形｜保護形とは,外被にあるすべての通風孔が丈夫な金網等で覆われた形式のものをいう．

外被に垂直より15度以内の角産で水滴裳たば微粒物が降下しても，直接皇
あるい'丈表面づたいに機械の内部に漣入する恐れのない形式のものをいう．満形｜鞭総置

防洙形とは,~外被に垂直より100度以内の角度で水滴まﾅこは微粒物を直線的にうけても，
直接または間接に，あるいは表面づたいに機械の内部に没入する恐れのない形式のものを
いう．‐

沐形

防水形とは，全閉構造のもので外被に3nlの距離から直径25mm以上のホースで水頭
歴力10mの水を15分間いずれの方向から注いでも，機械の内側に濫水することの芯い
形式のものをいう．

礎｜防水形
形I

形雑警溌所定の水腫のもとで所定の時間水｜順に浸Lても，支障瀧く使用できる形式の式
一
酔
嘩
緋
睡
制
御
装
遜
、
配
遮
器
具
お
よ
び
灯
具
の
保
誕
形
式

ﾌ） 11

｜防爆形とは，全閉または狭隙構造のもので内部にある所定のカスが爆謹しても之の睡力に

形|W認謁箪唱機織i畷fは鯛僧に…郷…に引火する恐…い形式の
蝿肋

|灯具にｸ．画一プを備えず遮球が露出しておる形式のものをいう．淵放形（灯具）

護形｜回卿機の場合に同じ(主として抵抗器に適用される.）保

防 形｜
’

防滴形とは，器具を垂直より15度願斜した妖態で]反付け水蕊または座壌を降下『唾しめて
も支障芯く使用できる形式のものをいう．

価

洙形，回卿機の場合に同じ．防

形｜
灯具)’
防没形とは，器具を水IIJに入れ15分間その表面を水準に浸してもその内部に浸水するこ
とのない形式のものをいう．主として獺鍾まﾆはカスの侵入を防止する目的に健剛する．

防没
(配迩器具，

(艶醗裁,灯驚)|囎蝋陰雰雛縛埠鮒隣,義,鰐唾溌聯射錨晶讓水顔曜”
25mTn以上のホースで永頭睡力10Inの水を
とのない形式のものをいう．

氷形｜
御装涯）’

防水形とは，外被に3nlの距離から直径
3分間注いでも，器具の内部に潅水するこ

防
（制

'i』形｜回韓機の鵜合に同じズk

爆一形|回卿鐘の場合に両じ,但し灯具お農ぴ配趣器具には鑛四附騒規定を適畑する．肋

瞳無機器の保謹形式の．通用一標準

灯プ
チ
セ
ヅ
レ
イ
グ
ス
ラ
ル
プ
ダ
箱
繍
岐
減
分
接
遜
箱
分
魑
，
給

箱
來
漉
舶
腫
箱”鍵，’’勵"|”難

子
ｎ
い
心
“

フ
疫
涌

《
一
早
員

■

Ｆ

ｐ

４

。

Ⅱ

Ｉ

Ｄ

ル
通
ベ
サ
具過l

｜／｜／｜／，防水形防水形|防水形|防水形暴露甲種等風雨に畷される場所

|防水形'防水形|防水形|防水形|防水形|防水形 |防水形同上波浪.に洗われる泌所

|防滴形

|(1)

｜

|'噌鯵|職瀧〃
l

l

l

揚錨機室，甲板漉械室，操舵室
紹首および船尾倉庫，食物倉，

錯錬陣，
(前壁)，
エ場

｜

形’
防滴形 防滴形防滴
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’
非防水
（2）｜雛騰＊保護形 ’

操舵室，海圃室，無線室，羅針隣室，公
室，事務室，倉庫，居住塵およびその邇
路，配膳室

防
埋
滴形
込型 開放形|非防水非防水

"鬘そ．"…薩慎鶴"…|／｜集積する恐れある場所 /’ |騰蝿” 僻｜／防爆形／

|防沫形|防沫形｜／｜防溌形|防溌形|防溌形|防鍵形

|膨辨|岬|"繊形蠅潅|〃鯛，‘ 岬|隣満”

暗室，便所，洗濯室，浴室

１
１
潔氣，蒸氣，油氣および塵壌等の少
い場所

垂
機
室
・
領
イ
ラ
室

|隣灘彩|働雛鯵|"”鯵|”” ｜繊謹,‘防水形 11’
潔鎮，蒸氣，油氣および塵挨等の多
い撰所

⑨

防水形

|防洙形｜／｜／｜／｜／｜防溌形｜／床面以下の場所

水…願…腫水に…惑胴|榊形|水噸膨｜のある掛所
／水中形中水形水中形／

(備考）1．
2．

3，

4．

制御器(1)が配寵盤の形式をもつ場合には，配憾盤と同撰の保謹形式として差支えぽい．

分岐箱（2）ば暴露扉農たばこれに類する大蕊開口により3Xn以内に坂付けてはならない．

灯具（3）の所は手提灯には開放形を，カーゴライトには防滴開放形を使用して差支え江い、
灯具（4）ば手提灯に限りう°ラグレセフ・タクルを安全な場所に匿けば防没形のものを使用して差支えな
#，、

引火鮎65｡C以下の油を積む船に封してば,"14章第5節および第6節の規定を適用しなければな
らない．

5．

從來は定格負荷の士15％を各負荷時に認めていたが並

列蓮韓時の不平衡値として大きすぎるのでこれをA.I.

E.E.と同様に改めた．

一例として100kW發竃磯と50kW謹電機の2蕊を並列

迩轄した場合の最大許容不平衡随を示すと下表のように

なる．

現第四-1-二條特に規定する必要がないと考え匪止し

た．

第四十一條（現鑓四十三條）交流發竃磯の並列運轌の

規定を露三-I-峰と同様に改めた．

第四十五條（現露四-I-七峰）絶綴封料として「ホルマ

ール」線をA種として使用することを認めた．

第三章配電盤および配龍器具

第十一條二線式直流發蹴磯の保護として各船級協會

の規則を稔討し籏用上25kW未満までヒューズ付二極ス

イッチを使用して差しつかえないと考えこれを認めるこ

’言
電

/00

／ ～
平均･曲操ｊ

圧
％Ｉ

|“
「
。
旧
■

’
20負荷（％） /00

魑腰と負荷の岡

と．なおこの規定は自動電歴調整器をもつ分種震電磯に

も適用する.」

銘三十條直流發電機の並列運鱒時の許容不平衡値は

１
１
各發遮機の負荷分婚不平衝他の許容純函

凌遮機定椎出力
(kW)

’2/4負荷時3/4負荷簿4/4負荷時

(100×一品-15)±15(100×3/4×舟=11.25)±l1｡2う (100x2/4×-i%-=7s)±率100

|…響"品一率，，圭率，鯵0×舟-乳5)土7:， (50×3ﾉ響×舟=5.625)土員6350
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、

ととした．なお三相交流發電磯の保謹装置で現行では

『過電流引外付」とあったのを「逆限時過電流瞬時引外

付_】と改めた．

第十四峰タービンにて瞬助される發電磯は直流のも

のであることを明らかにした．

現第二-I-條の備考(2)は特に規定する必要がないと考

え削除した．艶二十一條として接地極の保護につき規定

を遁加した．

鍵二十六蝶（現第二-I一五條）保護装置の装備につき條

文を謡き改めた．

露三-I-五峰（現露三十四朧）船外給電線の場合の規定

を追加した．

鐘五-I-六條（現第五十五條）開閉装遥および制御装遥

･の試験個所の規定を次のように設け-た．

「閉路状態の各種間，開路吠態の同種間および開閉雨

状態iごおける充電部と大地間」

第五十八條（現五十七蝶）配電盤の試験電唾の値は第

五十六峰によることと明記した．

第四車ケーブルとその適用

第五峰および第七膝配電盤用可澆耐焔線の使用が必

要となったので規定を設けた．

鐘二十三條條文中の「ケーブル』を「ワニスキャン

ブリック絶縁ケーブル」と明らかIこした．

"=-1-六峰現行幣金取付間隔は鐵状にそわないので

布設の状態に分け次のように改めた．

浬流2總斎．賓滿蜀州2fRK:=

舟

宇
迅
】

一
縄

’

暑
〃
毎
屯

道

第40．17岡総遮回路接綾圖

・第六章配電器具

露十條’鍵十一條，鐘十六峰は本章の改正により必要
がなくなったので駿止した．

第豐喋(現第四條)腫電箱および分電箱の嬢遥に關す
る規定を本條に狸めた．

第四條（現露五峰）現行規定では分電箱には各回路毎
にヒューズ付スイッチを必要としたが，この規定を次の
ように緩和した。「ヒューズ付分電箱に限りヒューズを坂
換えるに富り同時に解放して差しつかえない回路稀こは
そのスイッチを共用することが出來る」（鑿40.17岡参照）
第五條現誌五節第十二條の規定を移した．
艶三節を「接讃繍，分岐箱」と改め接絞箱の規定とし

て第八條および第九蝶として腫電箱，厘電箱の構造に關
する規定を設けた．

"I-一條（現誘I-三條）今回の改正に伴い條文を書き
改めた．

ｹーブ,しの|鞭童塁|聖IW(mm)装
外径(mm)|垂迩藥は上面|その他,垂直叉は上両lその他

~"ゞ|鯲’|菱
（備考）‐上面とは水平導板の上面に接溌する場合を

示す．

第五章配電

錨十一峰および露十二條は今回の改正により必要がな

くなつだので陵止した．

第十二條（現露十五條）航海燈回路の最大電唾降下の

規定がなかったのでこれを3％と規定した，

第二十五條（現第二十八朧）③の竃澄支回路の最大

負荷を消費電力により規定されていたが電流おより鐙敷
によることとした．

第七章電動磯とその適用、

露大條電動磯の絶縁距離の規定がなかったのでr現

第35.28表によらなげれぱならない.」と追加した．
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F

a

第八章制御用磯器とその適用

第一蝶制御用磯器の嬢造につき詳細に規定を設け

た．

第十條ば特に規定する必要がないと考え匿止した．第

六節「電磁接鯛器Iを「電磁スイッチ」と改め，現行規

定で不備であった黙を補足し次のように第二十九條より

第三十二條までの規定を設けた．

第二十九條電磁スイッチの定格電座．

第三十蝶電磁スイッチの鰐遥．

第三十一朧電磁スイッチの性能．

’）定格電流のZ'0％を速識通電しても各部の温嘩が
規定の限度を超えることなく，かつ溌心部にも有審な温

度上昇を生じないこと．

2）15度傾斜した状態で最高使用温度のもとに定格電

睡の85％および110％を加えた場合完全に投入するこ

とができ'かつ同一の傾斜状態で閉路濫勧が行えること．

3）定格電睡のもとで次表に示す遮断容量を有するこ

と．

がないので畷迩上した．

第五節r一設用燈具」をr燈具の総迭」に改め新に鑑

七膝より第十條までの規定を次のように政めた．
第七條一般規定

第八條および第九條樺迭

第十條燈具の最高許容温鹿

第十八條（現第二十朧）防水形の手提瞳の使用を腹L
防浸形を認めることとした．

最近辮自に螢光燈が使用せら恥るようになったので新

に露九節として「壁光燈」を設け次のように規定した．

第二十九條「居住随避内の照明配龍盤の照明等に鎧

光燈を使用して差しつかえない．但しこ恥に使用する燈
具並びにその附鴎品は船の振動および周悶温鹿に耐える‘
ものでなければならない.」

第十一章船内通信装瀝

第六節の「接繊箱」は改正に伴い重複するので駿止し
た．

第-I-二章蓄電池

第二十條鉛被ケーブルの外にこれと同等以上の耐酸
性ケーブル例えばインパーピアスシースケープル等の使
用を認めることを規定した・

第十三蘆引火黙65oC以下の油を
積む船の電氣設術

現第十條は改正に伴い重複､するので腰止した・
難十峠（現第-1-一條）交流の配礫方式を追加した．
第十六條（現第十七條）現條文を適常に改めた

第十五章船内試醗

雛六條（2）に電雌鍵動潅試醗および振動状態瞼査を
加えた．

第十六章強備品その他

標題を「藻備品および陽具」と改め本意中r供給漂
準」の字句をすべて削除した．

第一附廃規定ケーブル

第一章撚線ケーブルの構成順序

第二十一滕嘩心サーモフ・ラスチックァスベスI､絶
縁可僥耐焔線」の規定を設けた．記競は(STWP)
第二章撚線ケーブルの雄成方法

第二十四條「合成ゴムシース」の規定を追加した・
鍵三章撚腺ケーブルの鱗成材料の性質

第五條，第六條，および難七條の條文を適営に書き改

めた．新に第四節として「インパーピアユシース」の規
定を次のように設けた．

第八條サーモフ・ラスチックの性質

遮流定格の倍数

謹廠(o)|閉路(CO)，途
種
別 用

１
１

:|欝襲鰯鰯駕翼
cl電動麹以外の一殻負荷

０
５
２

１ ０
５
２

１

（蹴考）試醗瞭件は饒五附鴎規定鯵二十三像に準ずる・

鑿三十二朧交流電動擬起動用電磁スイチの熱動式

または電磁式過電流引外装遥は，周園温度50｡Cにおい

て次の各践の規定に適合しなげ恥ぱならない．迩画
1）篭動淡の全員負蒲電流の110％を通じても作動ぜ

ず温度が一定となったのち電流を漸聯し125％以

下で作動すること．

2）電動磯の全負荷電流を通じ温度が－･定となったの

ち全負荷電流の200％を通じたとき4分以内に作
動すること．

3）電動磯の全負荷電流の500％を通じた場合45秒以
内に作動すること．

鰯四十三條幌第四十二條）警報装置の電源は電動農
回路の電源とは別簡のものとすることを追加規定した．

第四十九條蝿艶四十八條)(2)の條文を適當に雷き
改めた．

第九章電熱器および電氣烹炊器
鍵更なし‐

第1葦電燈照明装睡

第二十八條の溌附燈は汕燈を意珠し規定としては必要

’
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難九條合成ゴムの性質

難四章撚線ケーブル完成試鐡

籠三朧多心ケーブルの導鎧抵技値の規定がなかった

ので現第35.9表の値に2％までの増加を認めることと

した．

露五章車線ケーブル鍵更なし

雛六章塗更なし

蕊二附腕規定ヒューズ

難七條本條文を適謝に改めた．

詑九條「認定試験に合格したものには認定番號を發

行しこれを公表する』と明記した．

蕊十一條本條文を迩賞に書き改めた．
第十二條栓形ヒューズの表面形のものを認め温庭上

昇は裏面形のものより10oC低く40oCと規定した．

鍵十六係「または垂直#こ｣を削除した．

第十九朧「水銀」を「棒状」に改めた．

第三附厨規定塗塗器

鍵十四條電睡鍵動率試験方法r全負荷，力率100％

のもとにおける…;．｡」と明記した．

第四附馬規定防爆形燈具

鍵三條現行規定による「スキの奥行」とr最大スキ」

は内容蔵一定のときの關係であるから空間容蹟と最大奥

行の關係規定のみを残し，スキの奥行と最大スキの關係

の規定を削除しかつ最大スキは0.1mnl以下であること

み追加規定した．

錨二十二條水座試鹸の規定を次のように明らかにし

た．

「燈具の主防爆室に徐盈に水陸を加え，合加嘩時間1分

間内15秒ないし20秒間次表に示す内部嘩力を保たしめ
た場合各部に破損またほ永久歪を生じたいことを確認し

なければならたい･」

錫二十九條（3）の『但し」以下を陵止した．
第五附麗規定自動達噺器

館五蝶「単極を遁加した．

第八峠（現第九條）現案文の一部を改めた．

艶－I-四朧第二附鬮規定第七條と同様に改めた．
蕊十五條ク雛-1-七條と同穰に改めた‘

霊十六條露二附馬規定第九條と同様に改めた．

第十八條〃第十一條と同様に改めた．

第十九條嚥負荷の．状態で」を削除し「75％」を

｢85％」に改めた．

第二十一艤特に「定格電唾のもと」で試験する必要

がないのでこの字句を削除した、
第二十五朧「絶縁抵抗試鹸」の規定がなかったので
規定を設けた．

難二-i-六條（現第二十五條）絶縁耐力試溌の條文を識
き改めた．

第二十七條（現第二十六條）次のように改めた.

「(1)溌造穣査および投入操作試験は試験品全部につ

いて行い，その至部の合格を必要とする．

（2）現（3）に同じ

（3）現（4）に同じ

（4）温度試験連績開閉試験および短絡試瞼（埋込遮鐵
器竺型ﾀ2-電流引外試溌を含む）ほ最大電流定格のもの
2個宛について行

（5）雑綴概糒試

い'_その全部の合鐙堂必要且畠する.

（5）絶縁抵抗試験および絶綴耐力試鹸ば試験品釜部に
ついて行い，その全部の合格を必要とする．」

附表

新に第40.25表現第35.25表）を「配電盤用耐鮒線』
とし寸法および蕊壁表とともに最大電流容量値を規定し
た．

また可僥耐焔繊の表を同表（2）として追加した・

正誤表（各條は現條を示す）

P.310､第六條「製造」と最維行の「製迭所」をr製
造者」に訂正

P.316,第-1-五蝶「200V」を「240V」に訂正
P.319.露四十條(1)の『規定電廼を「整定電唾』
に訂正

P.323．箆十條「250V」をI~240VJにまた「150V」
を『120V」に訂正

P､340.露凹條(2)の「非常發電磯」を弓ド常電源
に訂正

P’3虹。第-1･五滕表中の「發電磯盤lを｢主配髄盤」
に訂正

P｡342.第十六膝『Sはケーブルの断面額」をrS

は導禮の勵面横』に訂正
P､343．艶十九條（1）「回路の電流定格』を「癖豊の

電流定格』に（3）表中一行同『全負荷電施を「電動機

の全負荷電流』とし終りより三行Flrl50」をr300」に
訂正する．

塗光緩の妓大外裡(cm)|内部歴力(kg/cm2)
－

13未満

13以上18"

18"

５
５
●
■

７
８
０１

－－1一■画I■■I■■bIロ■■｡■I
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第40.2う表 配 電盤用耐

(1)固定配線用耐焔線

焔線

J………撫封恵鰯礁卿礒導繼の’絶縁物の厚さ｜仕上外径概算重透窪
砿遍際;|蕊雲i(A:*&m)|WFE|鰯穆1蕊-《鼠，

(A)…i(mm)

0.7621
〃

〃｜
ク；

〃’
0.635i

〃

〃

〃

〃

〃

0.508

〃｜
〃！

〃’

I 1
302

262

223

I93

165

140

122

104

90

78

1‘‘，55
|42

31

23

６
２６

”
″
〃
″
〃
０
〃
″
〃
〃
〃
７
″
〃
〃

ｌ

Ｌ
ｑ

●
１

一
○
ワ
ー

！

６

《
Ｕ
″
″
″
″
《
Ｉ
″
″
″
″
〃

、

■

１

０

20.4

18.8

17.5

16.2

15.2.

13.0

12．1

11．4

10，7

具94

9．41

7．86

7．08

6.38

5．90

知
夘
夘
知
酪
暢
お
腹
鰯
加
卯

２
０
８
６
５
４
３
３
２
ワ
ー
Ｉ

ｆ
ｌ
１
１

Ｊ
１

340

297
〆

252

217

187

1う8

137

116

100

87

74

62

47

3う

26

300

262

223

192

165

140

121

103

891

77

66

55’

42

31

23

６
２
８
６
０

１幻
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
ら
ク
ク
ク

１

０
０

1,200

”0

800

600

535

420

345

285

240

20．

170

125

90

70

50

255

222

189

163

140

119

103

88

76

66

55

47

36

127

20

212

168

133

106

83．7

66．4

52．6

41.7

33．1

26．3

20．8

16．5

10.4

6．53

411

４
１
８
７
３
７
７

２
７
へ
。
－
０
１
２
３
６
０
４
１
ヘ
コ
６
．
Ｉ

只
只
ａ
員
ｆ
ｚ
Ｌ
ｑ
只
只
ａ
Ｚ
ａ
玩
具

Ｉ
１
１
１
１
１
１
Ｉ

Ｇ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ

’
l
l I

D

’
0

1

0

1 1

1I

’

ｉ
ｌ
ｌ
１

'0.508
1〃
'‘〃

’〃

140

l

l

l
100

石

60

’
1

ゲ
ッ
ｐ
“
句
ｐ
ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
凸
９
０
口
０
■
■
『

’Ⅱ

I

( 2)可携耐焔線

サーモフ・ラスチックアスベスi、絶維(STWP)I．

Ⅱ

１

１

１

９

日

１

１

１

咽

Ｉ

ｑ

Ｉ

Ｉ

１

’

１

１

１

口

二

■

’

０

１

９

画

｜
’ |“外鍾‘約(mm)

！

素線蕊/素線径
(mm)

絶縁物の厚さ(mm) (A)導鐙の大きさ
(103cm)

媛大侭流容逓
概算垂遼
(kg/km)

’薄ﾃﾂﾗ,アスベストI 400C 50oC

50/0.4う

104/0.254

65/0.254

41/0.254

｜
率
鍛
零
率

｜
弱
總
劃
お

’
6

而
I

16.5

10．4

d53

4JI

0.508

〃

〃

〃

129

90

70

53

0.508

〃

〃

〃

７
６
７
０

４
ヨ
ー
ワ
ー
２I’

ﾄ

(備考）1．
2．

SAVW絶縁線に封する上表の溌他は最大導繼温度85oCを基準としたものである．

STWおよびSTWP絶縁線に到・する上喪の溌値は溌大導魁温鹿75oCを基準としたものである．

P.353．第二十四峰「出力0｡5HP以下･…．．」を｢出

"0.5HP以下で電睡･…･」と訂正

P.354.露二-1-七峠(2)の交流電動磯の場合の「100

％」をr75%」に訂正

P.356.露九條r制御用磯器の外箱」を｢制御用淡器

の鎧』と訂正

P.317｡第六條(2)の「速睦鍵動調を「電雌蕊動

奉」にまた（3）を「温庭上昇，整流，振動，その他の，

.…'･｣iこ訂正

附闘規定

P.383.難十五條(2)の（厚さ04mm)を（厚さ0.7
mm);こ訂正

P.388.第二十四條『第三潭艶六朧’を『第三章第四

師に訂正

P､392．第七朧（2）のr125oC=t25oC」をr125oC

士2.5.C」に訂正

P.397.第三條「製造年月日」を「舞蚤年月」に訂正

P.496．第十五條「巻秘此』を「電線比」に訂正

P､412.第-1-朧四行目「三相回」をr三相」に訂

正

P､414．第十九峠「75％」をr85%」に訂正

P､414．第二十條（1）三行目「に對する」を削除，

(2)の「寵流コイル｣を｢避鬮i器」に>i~15秒』を｢20秒｣，

｢10秒」をr15秒」におのおの訂正する．

’
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附 表

第35.2表軸受の形式「全閉形全閉」をr全閉形以
外｣，にまた「形以ﾀ胸とおるを｢至閉形_’に訂正

難35.3表平打錘職こ對するB種絶縁の｢70,95｣を

Ⅳ0,85」に訂正

第35.5表熱動引外の行を「150,160,150｣に訂正ま

た下より四行目右端のI~260」をI~250」に訂正する

第35.8表電動淡運聴時の嬢潅の「125～1,000」まで

の数字を「1.25～100,0-1に訂正

露35.9表850×103CMの素課座『4.00_1をr3.00」

Iこまた500×101CMの素線敷「61」を「37」に訂正

第35.12表「0～300,1.02,0.41」を削除

絶緩物の厚さのうち「1.60」を「1.59」に，「2.77」を

｢2.78」に訂正

第35.13表「1.762.1を「0.762.』に訂正

第33.19表26.3×103CMの鉛彼外装の最大外礎

i~26.72」を「26.97_1に訂正

第35.23表對數13のインパーピアスシース外装の

夕脛「25.90」を吃5.93」に訂正

露33.24表（素線數素鋭煙）のうち「16/0.524」を

｢16/0.254」に訂正，またゴムの絶謝草さの「0.9」を

｢0.794Jiこ「1.3』を「1.19_1に訂正

第35.25表212×103CMの仕上外礎「17.Z】を

｢19.2」に訂上

第35.26表2心DLS-1.1の仕町外煙「11.84Jを

｢12.84」に訂正

l

l
I
F

H

i
リ

天然牡・海事圖書
淺井・豊田共著上製280頁450圓（邊50圓）

天、文航法
鮫島直人著A.5箱入250頁450m("50圓）
船位誤差論

宇田道陸著A5上製300頁500圓("50圓）
海洋氣象學

和達・畠山・禰井監修A5450頁1200圓（邊50圓）
＝

象 癖典翠‘

中芥勝紀著A5函入230頁500圓(g50圓）

舶用ヂーゼル機關の解読
上野喜一郎箸A5箱入630頁850m(邊50圓）

船舶安全法規
天然征編B5上製220頁450圓(g40m)
船舶の嶌眞と要目第2集（1953年版）

天然証編B5普及版300頁300Igl(X40圓）
船舶の罵眞と要目（1951年版）

上田篤次郎著A5上装（折込7枚)500画鱈40圓）

舶用電氣設備
遥船協會電氣熔接研究委員曾編
A5判総アート200頁360圓(g40m)

船の熔接設計要覧
小林恒治著A5上製260頁420圓("40圓）
.＝

用 航海術屋

小野寺道敏著A5上装340頁500圓("40圓）
氣象と海難

山縣昌夫箸

船型學(推進篇)顯箇鑿謡晶
船型學(抵抗篇)％職謝雛

上野喜一郎零A5上製280頁380n(g30gl)

船の歴史（第一巻）古代中世篇
上野喜一郎箸A5上製300頁420圓("50圓）
船の歴史(第2巻)近代篇

米慰遥船謹機駆會編米原令敏認各B5上型
舶用機關工學（難1分冊)650m("50g)

〃 （第2分冊)520回(邊50回）

舶用機關工學（第3分冊)700回(蓬50圓）
′ノ （第4分冊800回(邊50圓）

船舶局蚕材課監修B5上製400頁650g("50gl)

舶舶の資材
茂在寅男著B6上製210頁280Kil(z25a)

解説「し＝ダ－」
橋本・森共著A5上装200頁300u(jg30El)

船 舶積・荷
小野瞬三著A5上製170頁2501m("25EI)

舶用聯動汽機
春日・杉浦・雨宮監修A5"500頁800m(g50gl)

水 産群典
矢崎信之著B6上製300頁250EI("25a)

・舶用機關史話
天然吐編B5"180頁280圓(g253)

船用品の解説と紹介
朝永研一郎著A5上製210頁250m(g25;ai)
舶用機・關入門

滅趣加藤一著A5上製200頁280.a(邊25ml)

荒天航泊法
小谷･南･飯田共著A5上製340頁450m(g40m)
機關士必携
依田啓二箸A5上製400頁450圓("403)

船舶運用學
小谷信市著A5上製300X350EI(g403)
舶 用補機
小野暢三箸B5上製折込圖4*400圓("40:a)
貨物船の設計
高木淳著A5上製240頁300圓("403)
初等船舶算法
中谷勝紀著A5上製320頁350m("40m)
舶用ヂーゼル機關

中谷鵬8fA5上製200H250m(&25EI)
舶用曉玉機開

關川武著B6土製140頁130m("25圓）
艤装と船用品

,I

’ l

l

l

１
１

I

I!
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浦賀式遠隔操縦装置について
浦賀造船所設計郡

舶用主機械の船橋よりの遠隔露從は狭い磯城室内での

駿披の蓮鰄の必要がなく，船橋iこある燥船者の意岡通り

に遜逵かつ確賞に機關の發停，前後進および速度調整を

することが目的で，特に小型船や特殊船の如く自力のみ

で接岸離岸を行い更に頻繁に速度調整前後進切換を

要求ざれるものでば特に重要な役目を采ﾘー ものである．

浦賀造船所で催今回米海軍より註文の特辮器に對して

本装置の新設計を行い所期の成果を牧めた．以下にその

概要を述べる．

本逹隔操溌装遥は機關の起動のみは蓄電池にて押ボタ

ンで行うが，その他の前後進切換，速度調整はいずれも

100對度毎平方吋の墜縮室氣により各燕レバーを動かす

だけで操作出来る‘主機械の蓮韓に必要な諸計器すなわ

ち，惹隔回鱒計（電氣式)，前後進切換クラッチの鑑ジ

シコンインディケーターランプ，主捜誠潤滑油嘩力計，

操縦室氣墜力計等濫すべて船橋に集められ，また機關の

異常た運韓妖態をさけるため潤滑油座力が安全作動施園

以下{こ落ちた場合および横關冷却水出口温度が過昇･した

場合の警報装置としてランプおよびベルが備えてある．

操縦睡鏥室氣は機關室内にあるが，室氣墜力が一定限度
耳下に下った場合は目働的にリミッI､スイッチが働き，

常に痩作に必要な墜力範悶を保つようになっている．以
上のようにすべて必要なものは腓総に集められ，蓑た唾
瀧筌氣の諭給は目働的に行わ恥るので，操作は非常に簡
単かつ確寅で，本船の場合に溌いては3蕊の主機械の發
停，前後進および速力調整を1人の操縦者で行うことが
出来る．

寓眞Iは船橋の操縦座を示し，手前①は速度調整レバ

ーで，その上段のレバー②力揃後進切換レバーであ【7，

前面の壁に起動抑頴荻ン3ルクラッチ鑑ジションインデ

寛填I剛椛操縦座

篤展I前後進切換装涯の受動シリン〆－
更一一一.‐…ー．….'"~－輪:霞争鍵:鼻轤魂

篤眞Ⅲ速度調整盤姪の受動シリンダー

イケーター④力魂られ，前後進切換レバーの後方のケー
ジは機關潤滑油嘩力計⑤および操縦室氣唾力計⑥であ
る．篤眞Iは前後進切換装置の受動シリンダーで，また‐

罵眞Ⅲは速度調整装置の受動シリンダーで各奇擬關と”
結合状態が見られる．

本装置は前後進切換，速庭調整共雛縮空氣のみで行
い，從來の遠隔操縦装置の如く油，水等の液臘を使月jし
ない・前後進の切換は船橋の醗動期は睡縮室氣の切換弁
で磯關付の受動シリンダーの前進側，あるいは後進側に
唾縮空氣を供給してビス1､ンを移動し､クラッチ前進ま
たは後進位遥に移動して，その位遥にクラッチを固定す
る，機關を室轆させるには，船橋のﾝ､ンドルを中央（中

立）に置けば受動シリンダー内の室氣ば排出きれ發條力
により中立を保つようになっている．速度調整装遥は機

關の速庭を任意の回興に移しかつその位遥に止めておく

必要から，從來の如く水．油等の座力に對して腰縮性の

小さい流儲と異り空氣を作用流磯としたため，流磯の移

動によって騒動側と，受動側の運動を聯動させることが

出来ないので，嘩力による制御を採用した．すな』つち躍

動則は空氣唾力の調整弁であり，受動側は室氣睡力と發

條力とのバランス装置である．‐

今回は主磯城がグレイマリン機關であったが，勿論他

の機關にも使用は出来また本装置の製作に溌って種兵の

愛重な蜜験総果を得たので，今後の機關に對しても同獄

な原理の遠隔操縦装冠の設計，鋤乍仁對する確信を得た

次鐘である．
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ゼネラルモータース舶用デイ 岡部元男
灌永物逓株式舎牡

P

一ゼル機關

1繕言

世界各國とも小型軽量にして，しかも握力な出力を發

揮出来るディーゼル機關の製作に餘念がなくそれぞれ長

足の進歩もとげて来たが，讃者諾氏も御存知のシポレ

ー，ビユィック，キャデラック等の自動車製造で有名な米

國のゼネラルモーター柔吐（迩稲GMrl:)It,その世界

最大の生産逓を誇る自動車用ニンヂンの製作經鐡を基礎

とし，進歩した設計と優秀な品質をもって高効率の小型

強力ディーゼル機關を提供すべく，長年月に亙り研究

を綴け-1938年には總ゆる要求に理想的に合致した高速

2Cycle71型機關の完成をみ，以後すでに約9,000蔑馬

力を11脳こ逢ったが‘その後更に種尭の改良を重ね斯界の

要望に職えて來た課である．

嵩初．ゼネラルモータース社では米海難の直嬉工場と
して軍の命令により磯關本臘をデI､ロイl､工場で製作

し，I､ランスミッションおよびヒーI､エクスチエンヂヤー

ー式をクリープランドエ場およびグレーマリン會杜で製
作して海軍に納入していたものである．
この機關がいわゆるGrayMarineDieselと1,てわ

れ,ｵﾌ恥の間に知らｲ､ているものであるが，第二次大戦維
了後米海軍の發註がなくなるとともに，このグレーマリ

ン磯關の製作は読詮iこ中止されて了った．

戦後，戦時中の無理な設計は改良さ“て凡ゆる鮎でG

M社が綴目の新設計の下に更めて，現在日産500蕊の大

量生産をもって軍用並びに一般民需用として出さｲしたも
のが現在のゼネラルモータース謎小型ディーゼル磯關で
あり，その優秀性は既に全世界に礎く知らい，わが國に
もここ數年間に舶用陸用そ恥ぞい相當臺數の輸入をみて
いる．

現行の舶用小型磯關の概貌を下記に紺介する．．

2G亜ディーゼル小型機關の麺類および要目

大別して小型は51型，71型，110型等あり，51型は
特に小型，低馬力の舶用機關として定評があり，71型
3Cylinderより低馬力を要求さ恥る場合iこ51型が製
作されている．また71型6CylinderとI2Cylinder
の中間をゆく110型62203RA型式,62203LA型式
および]2Cylmderと24Cylinderの中間をゆく110
型12203型式(TANDEM型）が製作さ恥礎範閏に亙
り希軍出力fこ應ぜら恥る、各識幾關の要F1は別記の通り

Q一

である．

51型機關要目

NumberofCylinder････．｡……,.…････…4

BoreandStroke･････….．…･……｡．…．.･･4.1in×4.1in

TotalDisplacement.………:…･･…………216.5cu.m

ContinousSHP-2200rpm

(WorkBoat).……･･….･.54_,

ShaftHorsepowef(PleasureCraft)

RatedSHP-3000rpm-…………….87

ContinousSHP-2200rpm………･..54

MaximunlFuelPumpLift
toFuelPumpLevel．…….….48in

AirrequiredforSeavenging
andCombusion-3000rpm･-･...500cfm

ExhaustBackPressure(Max.

atManifoldFlange-3000rpm)･･…4in・hg.

TorqueRequiredtoOperate
ReverseGearHydraulicContro1･･21bs.ft.

CapacityFreshWater

CoolingSystenl･･…....,..…18QLa

Eng.neLubeOilRefillCapacity

IncludingFIters･･….……･……l3Q".

OilCapacityMarineGearSump……4Q".

MaximumlnstallationAngle…………15o

Approx･DryWeight

(DirectDrive)..….….……………13001bs.

(1.5:IReductionGear)..….:..……13751bs.

(2:1and2｡5:1ReductionGear)･･.14001bs.

（3:1，3．5:1and4:!

ReductionGear)…･….....14251bs.

3G班機關の特徴

a.UnitInjector

GM祗は從來の噴汕方法を根本的に橡討した結果醗期

的な購造を持つユニッ！､インジエクダー聖瀞するポンプ

と′ズル壷同一磯熊内におさめ而も小型iこして轆量なも
の.としだすなわち第’岡に示すこ･とく力・ソリン磯調'D"

火栓のように掌に乘る小型のもので各シリンダーヘ・ド

に直接装遥さいもつとも効果的iこ機關のエビ一画iそぴi二

負荷の總ゆる鍵化に雁じて超高噴雛¥剛･(溌高時”000
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●

71型および110型6Cylinder機闘の要目

|ALLMODEIS |6-''o’ENGINEDESIGN 3-s71 4－71 6-71

|TwoStroke
Cycle

|4-1/4in･×5in,

Type
’

'63 '4 5

5in.×5．6in

660cu･in.

I821

1－6－2－4－3－5

NumberofCylinders

Bore忽詞dStroke

'rotalDisplacement

CompressionRatio

FiringOrder(LeftHandCrankshaf
Rotation)

FiringOrder(RightHandCrankshaf
Rotation)

LubricationSystem

Aix･ScavengingSystem

FuellnjectionSystem

CoIdWeatherStartin:

212.8cu･in

16:1

1－2－3

ｎ
●
Ｔ
且叫

へ
。

ｃ

一

４
４

７
●
Ｔ
Ｏ
Ｌ
－

３
．
．
句
会

８
６
－

２
衝
１
．
１

;425.6cu･in.

|'6:1
ｔ
ｔ

５
４

へ
。
ワ
一

一

６
６－
２
３－
４
５

－

１
！1－3－2 1-3-4-2 '-5-3-4-2-6

Forこedfeed

UnifIow

Unitiniectors

EIectrically
ignitedfuel
touchinair

chamberor

startingfluid

｜
｜
I

1

1

BASICENGINEPERFORMANCE

at90oF・ン1500FeetA1titude

MaximumRatedEngineSpeed･

RatedHorsepower-2100rpm,$<80''
injectors

RatedHorsepower-2100rpm,"70''
injectorg

RatedHorsepower-2100rpm,d660'
injectors

RatedHorsepawer-2000rp-4$110''
injectors

Continuoushorsepower-1800rP"

Continuoushorsepower-1800rpm

Maximunlcontinuousenginespeed

BMEPatcontinuousrating-1600rpm

2100rpm 2000

109

102

89

146

138

119

224

211

183

ざ

I

０
０
０
３

へ
。
２

68

75

91.

101

140

154
ウ

I

i

1800rpm

|s｡p"執Ⅲ
|speed

79.0psi

77.5psi

2771bs.ft@

2581bs,ft.

79.5

77.8

81.|4pSipSI

■

pSIBMEPatcontinuousrating-1800

Maximumtorquedeveloped-
1400rpm,(670''injectors

1200rpm,f'60''injectors

79.8pSirDX面
一I ’

373

347

lbs．ft.

Ibs．ft.

5711bs.ft

5311bs.ft 8751bs.ft.
"110''in

I
]ひ

Fuelconsumption-1600rpm,"Oi'inj･
ectorsFuII~throttle(1bs/bhphr)

3/4throttle(lbs/bhphr)

I/2throttle(lbs/bhphr)

Fuelconsumption/24hours-
I600rpm・continuousrating

LubeCilconSumption/24hours-
1600rpm,continuousrating

Pistonspeed-1600rPrn

Pistonspeed-1800rpln

CQIppressionpressure-
300rpm

400rpm

､460

.妬0

.508

105gals.

､455

.お5

1．501
l140

455 ､450

.478

.556

330gals.

446

492

gais

als

210gals.

.9gals..45gals. ,69 li､63gals
h

’
ｍ
ｍ
ｐ
ｐ
ｆ
ｆ
３
０
３
０
３
５
１
１

ｍ
洞
ｐ
ｐ
ｆ
ｆ
Ｏ
０
９
８
４
６
１
１

■
。
Ｕ
Ｐ
Ｇ
刊
■
『

Ｓ
Ｓ
ｐ
ｐ
５
０
扣
總 i;?:::i
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｜

’
1．1

1
15in･hg
l
■

I

申

’
1

1

匡：
435psiCompressiOnpressure-

500rpm

600rpm

Maximumexhaustbackpressure
exllaustmanifoldoutletiTange-
2000rDm

Exhaustgastemperaturesatl800
Fulllcad

3/4Ioad

1/21oad

I/41cad

Exhaustgasvolume-1800rpm
@800｡F.,atmos.pressure

@860｡F.，〃〃

MECHANICALDATA

MainBearings
Number

Journaldiameter

Length

Material

psヨ

pSi450psi

18005inohg 5in・hgar rpm

hgb4in.

800oFZ･pX刀

|:::：
575o

480．

●
●
●
■

Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

■
Ⅱ
■

Ｆ
Ｆ
Ｆ

Ｏ
ｏ
Ｏ

Ｏ
０
５

妬
”
鑓

765cfm
|1018cfm
O

I

1521cfm

2640cfm

4
』 5

i:"
7

3.50油

Steelback-

cOpperlead

↓
CrankpinBearings
Type

Number

Journaldiameter

Length

Material

Precision

へ
． 66

|3.25;n

l…
2.75in.

1.78in.

Steelback-

copperlead

1.50in

il｡86in

I

CamshaftBeaTings-End
Number

JOurnaldiameter

Length

Material

2

11．50in

1．86in

Steelback-

copperlead

I，

2

1.64in

1.74in

1.50in

1.86in

'5

11淵

CamshaftBearings-]ntermediate
Number

Journaldiameter

Length

Material

PistonPinBuShing-Piston
Number/piston

Borediameter

Borelength

Material

’
’3

|'soi"
|1.13in

'ラ

1．64in.

1．39in.

!AIuminum

2

1.625in

1．03in.

'!”、
1．13in.

1
1

IA1uminum
I

AIumin'1m AIuminum
I

’
1

2

1.50in.

.875in.

Steelback-

cOpperlead

PistonPinBushing-Rod
Numberrod

Borediameter

Length

Material

1

122

1.50in,

.813in.

Steelback-

copperlc:(I

1.625in

1.03in

Piston

Type
Trunk

I
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り

Armasteel,

”…‘’6in.

3.518in｡

T

Material

Length.

Distance,centerofpintotopof
甲
合

、
ｎ

む
つ
ロ
凸
ｅ
ａ
Ｕ
ニ

ラ
８
●
令

６
３

piSton

Cooling

PistonRings-Compression
Type

Number/piston

Width

GaD
●

PistonRmgs-Oil
Type

Number/piston

Location

Width

Gap

PistonPin

Type

Length

Weight

Connecting
Type

Material

Centertocenterlength

Crankshaft

Material.

Numberofcounterweights
/crankshaft

Weight/crankshaft

C2mshaft
Material

Drive

'rypeofcarn

Weight/Camshaft

ExhaustValve

Type

Number/cylinder

Lash-hot

Oilthrurod

Chifomeonsteel

4

.124in.

｡033in.

Doublescraper
withexpander
2

Bottomofpiston

.188in.

.015m.

.047in.

1｡65in.

.020in｡

Fullfloating

3.62m.

1.011bs,

Forgedlsect-
ion)cap

Steel

lO･I25in.

4.341bs.

1.541bS.

10.Gin.

Forgedsteel

4

1001

4

129．5

牛

162

4

2301b9.bs. lbs lbs.

ｄ

Ｓ
ｎ

屯
１
ｒ
ｕ

ｅ
ａ
Ｏ

誰
陸
田

11.63 lbs. 14.38lbs. 19．3lbs， 251b9.

Poppet

2

.009in.
.008m.-
.010

Rocker

adjust
screw

1.930in.

.454in_

1，．

arnn
●

1，9

PushrodLashadiUstment

1.584inDiameter

Lift

Valvespring
Number/valve

Valveseatinsert
Material

Seatangle
Timing

､394 ｡394 ､3941，〕 1，｡ 1，

1

Castiron

30．

St"1

|‘．
'“。

'86.

|園'
'64。

Open-.009inlash(befOrebottom
center)

Close-.009inIash（afterbottom
cen"r)

96．

|"。 ’
i72．
し
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Cylinderblock
TvDe
－‐

Material

Liners

Type

Maerial

Ports

Number

Diameter

Angle

Timing-Intakeairports-Open

｜
I

Enblock

Castiron

Drv
唇

AIIoycastiron

15

.025in.

30o

46obemrebot-
torncenter

687in.

l35o
48obefore

ibottomcezl

|fSi;
|48｡after

l譜，mce‐

、

一

46oafter

Center

bottom-Close

Cylinderhead
Type

Material

Lubricationsystem
OilpUmp
Type

Delivery(2000enginerpm)
(1800enginerpm)

Coolingsystem
Freshwaterpump

Type

Delivery(2000engjnerpm)

(1800enginerpm)

Drive

Enbloc

Castiron

！Gear

I22gpln 2gpm
ハ

コ0.5gpm
59rln

1

Centrrugal

’
142gpm 56gpm 85gpm
124gpm

Gears

180｡F.

Varleswith

application

Recommendedwateroutternperature

AirlnductiOnSystem
AirCleaner

BIower

Type

Airdelivery(2000enginerpm)

’

’
1Roots Centrifugal

350cfm 466cfm 700cfm

｜’
(1800enginerpm)

Ratiotoenginespeed

Drive

ChargingPressure(2000eng"e
rpm)

(1800engine
rpm)

FuelSystem
Unitinjectors
Make

Model

Bore

『rota'stroke

Pumptiming

Timingcontrol

Typeofnozzle(spraytip)
Sprayangle

Numberofiloles

1100cfm

13.15:I
1.95:1

Gears

12in.hg.

I

１
１
15in･hg

DieselEquip、
Inent

60

.30m｡

,35in

End2oBTC

Automatic

Multipleorifice

110

,3in.|.3in｡

|."5in.
Ends3oBTC

’|:，“ |ｿ、
１
１
１
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一

.006inj

350-850psi

Holesize

VaIveopeningpressure

FueltransfeiPpump
Make

Type

Sucticnlift

Delivery(65psi)

.007in.

1000-1400psi

Owxi

Gear

48in.

60gals/hr.’
＝■P一口凸b■■B-g■垣11勺■一一凸一一■I■b一一凸一二－q一

ヤーによって適量力無氣l蜜射されるが，残雛の燃料（通

誰70％に相勤はOutletpipeを通じてインジェクタ

ー内部の冷却作用を行い再び燃料タンクに邊ら恥る．イ

ンジエクターには標準型として60インジェクターが錫、

り，これは一回の燃料畷射逓が60mnl3で連談經濟的な

使用目的に供される．更に出力墹加を要求される場合は
70および80インジエクターがある．

（註，往年のグレーマリン90インジ庫エククーほ現在製

造されていない）

iniector内部の作動状態を詳しく述べる．

燃料鑛ンﾌ･によって約301bs/ingの睡力で負1terele-
ment(23)を通過した燃料はFuilChamber(27)に

入る，そこでPlunger(26)が下降行程に入る前にUp

perPort(12)とLowerPort(L9)を通じてBu-
shing(13)内に燃料を光浦する．

Plunger下部が下降行羅を始めるとUpperHelix(10)

LowerHeliX(28)との間の切落のMeteringRecess

（11）に充滿されている燃料職腫輪され始めP1unger

の上部UpperHelixがBushingのUpperPortを

塞ぐまでfiunger下部の中央通路を通して餘分､の燃料を
FuelChamberに戻す．そして上下のHelixがUp_

DerPortとLowerPortを塞いでいる間Plunger下

部および切落中に残った一定鐙の燃料は非溌に高座とな

りValve(18)を押してSprayTip(30)から霧化噴

射さ鞭る．

PIunger"Rack(7)を動かすことにより上下の．

HelixのBushing上F下穴に對する位涯がかわりこれに‐

より噴射時期の初めと終りおよびPlunger下部に残る

燃料の所要量を増減させる．な詣唆射後PIunger"

Spring(3)の力により上にあがると新しい冷ぃ燃料は

Bushing内に流入し次期噴射の目的に供するとともに

iniector内部を冷却する、

第3圖はPIungerのUpperHelix)LowerHelix

がそのUpperPortとLowerPortを塞いだ位置に

おける燃料噴射工程の始めを示ずもので，この位遥より

Plun"rが下るど噴射が始護るわけであり，各負荷に雌

一一一一■一■■･一寺一一■一●し一F

第 l岡

ICamshaft2CamFolIowex･3FoIIcwer

SPring41niectorClamp5RushRod
6LockNut7CIevis8Shaft-RockerArm

9RockerArm-InjectorIOBalIStudandSeat
IIIniectorAssemblvl2ControlTubel3

Lever-RaCkControll4、Rack-InjectorControl
l5CopperTubel6CylinderHeadl7Cyli-
nderLinerl8GaSket-CvlinderHeadl9Ba-

〃

IancerShaft20CylinderBlock

lbsﾉinch2)が行われ,10001bs/inchgに睡縮された室氣

の充職する燃焼室に噴射される．

従来のディーゼル擬關の黙料噴射犠遥はフィルターに

より漉過された燃料がまず燃料噴射ポンプに入りう°ラン

ヂャーの作動による高唾に睡鏥された燃料力稿唾油邊管

を通って，各シリン〆一に装置された'噴汕弁により無氣

噴射されるが，噴汕量の調節と，完全霧化作用が往掩狂

いを生じ易く》ために燃焼の不良という誌果を童湘い
た．

しかしGM型インジェクターは唆卿抑高座燃料がイン

ジエクター内部で生ずるため高鴎犯管を要せず"III逓の

IE確な調節も/『ンジエクター内部で直接行われる機構で
あるため極めて，完全な霧化作用をする．
また燃料奴ンクか吟燃料循環ポンプ・によって邊られた
燃料はinletpipeからインジェクターに入りう°ランヂ
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口

ﾄ

Assembly

21FilterCap
22FilterSpring
23FilterAssemblv

一

24rniectorBody
25InjectorNut

261njectorPIunger
27FuelChamber

28LowerHelix

29LowerPort

30SprayTip

じInjectorControIRack

第2 侭F(iellnjector

MeteringRecess

UpperPort

Bushing

SpillDeHector

Spacer
CheckValve

ValveSeat

Valve

ValveSpring

ValveStop

Follower

FllowerGuide

PlungerSpring
FollowerPin

StopPin
Gear

Rack

SealRing
GearRatainer

UpperHelix

１
２
３
４
５
５
７
８
９
０１

l1

12

13

14

15

16

17

l8

I9

20

’

しln]ectorControIRackの作用によ

りP1ungerが回鱒し燃料所要量の鍵化

を示すものである．

第4岡ほPlungerの作動吠態を示し

PIungerが下降する時の鍵化を示してい
●

る，

6071型，4071型，3071型のそれぞれ

BasicEngineCurveを剛示すr1，ぱグラ

フの通りである，（いずれも8)Inie･

ctor使用）

b)MarineGear

GMのHydraulicTrans･mission

E瀞窪諏窪
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１
１

は油睡による前進後進機構およびクラ，チ磯雛を有し’

これらは凡てコンパクl＼なギヤーケース内に牧めらfして

いる．

GMの溺型l･ランスミッションはグレーマリン機關に

みらIしる如くツインデスクの機械的磨鍵板の戦合わせに

より往杢にして急激な衡繋を併發し，これがためにクラ

ッチ各部に故輝を起す原因とな‘つたのである．

しかるに現在生産されている新型は第5側，および鋪

6慨に示す如く：汕睡によって正逆韓の切替を行い，通

極ギヤーはプラネタリーギヤーを採用しレバー操作が輕

＜遠隔操縦が容易で，セレクターパルプの簡蝋な切換え

によってすべて圖滑遜速に操縦の目的を完至に果しうる

ものである．

c)その他の特徴

uniflowEcav･engingの採用

unifiowscavenging(蝿流掃氣法）採用の2stroke

GM機關は他の同出力4stroke機關より非常に軽量小

型である．從って軍鼓，長さの減少;まそｲ．Lだけ舶用にぉ
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第6mSunGearandPlanetaryGear 鋪7ImUniflowScavenging

いては載貨物を増加することとなる． 度の斜角をもってあけられ塞氣ほ潅疏の状態で内部に吹

この,,nifiowシステムは蕊7岡に示す如くヘリカルき込まれ完全な掃氣とあわせてCylinderの冷却作用を
Roots型のBlowerによって81bS/inch2の均等黙空氣行う．

が室氣溜室を通ってCylinder内に挿入される．
各種自動装置を有し操作簡軍

CVlinder遡璽e瞳憾周園に直經号inchl5筒の穴が30 始動ばボタンに渋り行わIL冷却水，潤滑油および燃料
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‐

《

油は恒温恒墜の自勵制禦が完全に行わ恥かつこれら不調

時の自働警報装置があり操作は極めて簡龍である．

fuilflowシステム

GMの潤滑油方法はギヤーボンブにより握制砺環を行

い凡ゆる廻轌餐部は勿論Cylind弓rheadのパルプ磯瀧

まで目働的に娠環され潤滑および冷却の目的を完遂して

,いる．

完全な特殊卒衝装置

Cylinderblochおよびheadは他に類例を見ない

Casting技術によりコンパクI､かつシンメI､リーになっ

ている．いわゆる重量の平衡が保た恥ている．

またCum･Shaftは重錘を取りつけ-第8岡に示す如く

特別こBalancingshaftを備え全速庭極閏に亙り，

balanceが完全で振動が極めて少い.4Cylinder以下

のものは摸り振動吸收鑓置を有する．

Partsの互換性

すべての71型に馬する3｣46Cylinder並びにTwin

とQuad両型の

ロッカーアームー式

パルプとバルプスフ・リングキ1．ヅプ

バルプスプリング業よびシート

インジエクター一式

シリン〆一ライブーー

ピスI､ンとビスI､ンリンクﾞ

コネクチングロッドと＝ネクチングベアリンク'等

以上のPartsはすべて合理豹i二瓦換性を持つよう統一

さ“ている．

4結語

上記列記の事項はGM小型磯關の一般的紹介である．

現在童でにMarineEngineとして納入濟並びに受註

のものを塞げると，大赦省各地礎關監

覗艇用3071A型,4071.A型,6071A型”

厚生省忠者收容艇用6071A型，入國

管理聡交通艇用4071A型，防術聴海

上目衞除LS艇用6051型，ダイ画水

上警察局巡覗艇用6071A型,24003型

等力注たるものである．

なおGM大型機關については米國海

軍観〈艦用主磯およびLS'1,,LCI

等主機關としてGMクリープランドエ

場に篭いて生産ざれそおり，その他全

卿洽金製デ.i－ゼル機關あるいはIn-

clinedディー.ピル機關等磯愈が”しば

紹介したいと思う．

’

鰯8"BalancmgShaft

‐
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

一 一一
.一一一一

程

ゆ

’
G.MOO7IA型 G､M.24003型

1056

－ －



水槽試験資料46IM.s.78×M.p.69,M.S.79×M.P.70)

船舶編集室

一中型貨物船の模型試縢一

．

した．前者は普通型流線形舵を，後者は反動舵を装備し
ている.

試験は雨船とも滿載，輕荷の2状態のほか中間吃水で
1状態計3状態について施行さぃだ、結果は第3岡およ

び第4園に示す
なおM.S.78については山縣博士箸船型學抵抗篇の

図表中雛41表にその要目が，第90圖および第91園に
その抵抗係数が示されている．

前回獄中型貨物船で肥播係数の比郵勺8neな例を掲

げたか，今回は比較的fullな場合の漠型試験成讃2例
を示す.M.S.78は長さ]23米，方形肥痛係数0.756の

客船に對應する6米模型船,M.S.79は長さ113.59米，
肥浴係数0.748の愛硲に對應する5.5米模型船である．

雨倒型船の主要寸法等は，試験に使用した模型推進器の

要目とともに，変譜の場合に換算して第1表に，正面瀕

固および船首尾形状は第1圖蕊よび第2間にそれぞ｛乃示
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I蕊 表

’ M．P･NO．63:70’ 78 79M・S.NO.
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比
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比
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鋼船建造状況月報（9月） 運醗省船舶局造船課

(29年9月末現在）(イ）造船所別エ事中船舶

遥総所|貨物綴|油撒紹|鷲絡驚|客船|漁船|曳繍|薙鵬|総闘総|令 計

651
‘へ’

65

340

588

150

l75

42)400

650

CO

800

2J300

13ﾝ732
620

324

27,140

1’560
350

160

3杉

13》290

42,594
280

2》375
120

14》075
，

840

500

21,800

65

140

520

7う0

225

160

180

650

500

130

130

40

90

1917213

ら00

安藤蟻ェ

第一造鐡

藤永田

深堀造紹

函館ドック

描磨相生

ク呉

林兼造船

蓬莱船渠

日立，因島

石川島

飯野舞鶴

糸崎造餓

川崎重ェ

金指造焔

金川造船

祁田造船

三菱日本渋

三井玉野

三菱長崎

〃下闘

三保造雛

松浦造船

銅祷鎚見｜

〃清水

名村造船

N.B.C･呉

猫崎造紺

新潟造船

佐野安

疑山焔渠

秘見総渠

大卒エ業

土佐造船

揃喪，浦没

油谷重工

・内田造船

渡邊製鋼

山根造船

山本造船

合計

エ事中止中
（▲印）

１
２
３
２
１
３
８
１
１
．
１
９
１
３
３
４
１
１
１
２
８
２
６
１
６
２

８
５

1

2 340’

13011 3801 78 1

150

175

2

1

3 42,400

8 650

I 60

800I

1

89

2，

13,

300

732

I 620

3

1

324

20024,2 2，940

’’

’
5604
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’
1 16

3杉
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０
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０
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’
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1
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1 500 １
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２
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１
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Ｉ
副
ｌ
則
ｌ
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ｌ
則
ｌ
Ⅱ
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Ⅱ
１
１
剖
引
１
１

，
〃
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1 21,800

’ 651

2 140

16013602

07う1

2 225
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I 270

ら00
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Ｉ
い
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，0::I
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T
４
ｉ
凸

(29年9月中に報告のあったもの）(口）淫エ船

迭船所|鋸審｜綴 主｜認‘･ﾝ数|菫捜,馬力｜用 途｜起ｴ年月日
160

120

160

175

550

345

230

350

〃

175

2::！

旭タン力－

．平戸口迦輪

九州郵船

孝勇漁業

室幸水産

村上米職

加藤丈吉

日和佐町漁協組

’焼津遼洋漁協組

田中金彌

山形螺

國有鐡道

防衞礁二蕊

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

海 上保安臘
〃

日本邇浬
〃

兵庫孵灘業細辿

司一ランダ向

ブラジル海軍向

，内浦溝遼漁協組
〃

新利運輪

〃

米図海軍向

丸六水産

Ｄ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
一
一
一
Ｄ
〃
〃
〃
一
一
Ｄ
〃

300

220

310

450

850

800

570

650

〃

鯵0

500

篭0

75

〃

〃

〃

〃

100

〃

〃

280×2

700×2

－

一

800×2

各146

750

6う0

各165×2

400

ラ
０
８
１
２
６
２
８
４
５
６
８
５
５
６
５
７
０
４
３
妬
６

２
１
１
２
１
１
２
２
１
１
２
２
１
２
２

具
只
只
只
只
只
只
只
只
〃
只
只
ａ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
只
只
具
〃
具
久
久
＆
〃
８
〃
＆
易

●

只
只
具
只
只
乳
只
只
只
只
。
只
只

只
只
只
只
只
只
只
只
具
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

汐

２
２
２
２
２
２
２
２
２

刺1画造船

松浦造餓

佐野安船渠

函館ドック

銅醤・浦水

油

客

貨 客

漁（鮪）

〃（〃）

〃（〃）

〃（〃）

〃（〃）

〃（〃）

〃（〃）

〃（指導）

曳

雑（木船）

〃（〃）

〃（〃）

〃（〃）

〃（〃）

〃（運貨）

〃（〃）

〃（〃）

〃（設標）

〃（巡覗）

〃（総）

〃（〃）

〃（波）

輪（油）

〃(上陸剛舟艇）

漁（鮪）

〃（〃）

雑（艀）

〃（〃）

輪(上陸用舟艇）

漁

71

119

218

107

798

191

195

196

I97

117

36

4

5

6

7

8

9

10

11

277

670

75

76

57

3743

735

192

193

712

三菱日本・

金指迩

三保造

〃

〃

銅管・涜

藤永

播膳・

〃

〃

〃

〃

〃

、ク

．〃

名村遥

浦斑・

新潟鐘

．〃

山根遥

日立囚

布ノ11

金指迭

三保迭

節一報!≦ツ坐

〃

鋼管。秘

土佐遥

職淡

船

船

水
田 ｜

’
叩
〃
〃
〃
〃
知
ク
ク

Ｉ異

’

:::’船

(棚）

船 70

〃

401
2,300

4×28蕊

箔0

船

烏

島

船

継

鐡

１
１
１

口’
〃

、170

〃

5×50隻

180

見
雛

2

’I

109" 9,665總噸起工船合計

(ハ）進水船 (29年9月中に報告のあったもの）

ー←一一一一一一一一一一一一一一■画一■一一一一座一F■一一画

稀｜卿‘菫|總ﾄﾝ敷|柵‘
ママF■11＝一毎一口■－

造船所|雛
阪野。舞繊｜
川崎軍エ｜

〃

総ツ察’

義|義機関|(’途|遜,k年月日
11 艇

935昌

9361mII1

"

Ｄ
〃
〃
〃
〃

6201

IJ470

〃

180

〃

魔南汽

川崎重

|W光汽
|土佐海〃

600

1,100

〃

310

〃

４
６
７
２

２
１
１
！

只
只
只
只
〃

南
禰
光
恵

丸

丸

丸

丸

船
工
船
運

貨
〃
〃
〃
〃

只
久
只
只

２
２
２
２１

１
５
６
久
〃
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７
″
８
５
０
６
３１

l

"29018-1

I
第5’ただみ

第6〃

かもぬ5談

長光丸

第8陸州丸

第12住吉丸

第15恵美須丸

第16〃

佐変丸

WORLDJURY"

北極

〃

洋漁

岡砂

設

Ｄ
〃
〃
一
一
Ｈ
Ｄ
〃
〃
〃
〃
Ｔ
Ｈ

60

〃

75

100

650

900

250

〃

310

15,000

150

雑
〃
〃
〃
〃
〃
漁
〃
〃
〃
〃
輪

29．具15

〃

〃

29．9．24

2乳具20

29．9．21

29．9.12

29．父29

29．9．18

〃

29．父27

229．30

29．8．21

東

鐵
製
造
造
遥
遥
長
商

造
〃
″
〃
〃
・

藤
邊
本
保
堀
蕪
菱
菱

東 力

畷｜
（〃）｜
(砂利）｜

（波）

(給油）

（鮪）

（〃）

(底曳）

（〃）

(7反締）

（油）

雑

〃－2

29016

1016

123

ll

192

大
靜
建

業
利
省

1

！

安
渡
山
三

エ
鋼
艦
船

一
郎
業
産

雨
五
漁
水

由
田
藤
吉
切

宮
伊
住
岩

卯
釦
加
方

〆
』
Ｇ
｛
言
烏
画
一
。

１
９
１
１

１
ｌ
燗
１
１
綱
鯏
呵
割

深

〃’〃

翅
細
め

８
４
１
１ ",::|縣.：

135,松藤商事

林
三
丸

18袋遥水総合．計 26,622總噸

LQ

( 二）錘工船 (29年9月中に報告のあったもの）

遥総所|船番|鉛名|總!､ﾝ数|船主｜主機関|用 途｜竣工年月日
485

3741

振磨・相

日立・向

三菱・下

新三菱・刺】

林蕪造

金指造

三保造

〃

三弁・玉

描鱈・

東造

〃

〃

渡遥製

丸菱商

播磨相

〃

N.B、C.

3.350

700

690

1》600
600

450

170

〃

230

550

7

7

8

130

135

330

〃

21,800

森田汽総

膜海汽船

演根汽船

森田汽船

大洋漁業

川口丈卒

増井磯太郎

寺岡甚七

画有蛾道

海上保安臆

東北砺力

〃

大洋撚業

建設省

松嘩商事

イラン向

〃

Ｄ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
一
Ｈ
Ｒ
〃
Ｔ

漁
〃
〃
〃
蛾
》

珈
卸
函
皿
皿
却
却
〃
知
｛
３
戸

２
４
易

１ 9．15

9．29

9．30

9.29

9．16

9.11

217

9．15

9．30

9．10

具20

〃

〃

9．21

9．9

Q3

〃

215

望
１
鬮
制
剛
ｌ
同
船
船
離
野
紹
呉

毒洋丸

庚全丸

たまひめ丸

徳洋丸

"16文九

第8寓榮丸

第8園生丸

第3甚生丸

みやじま丸

たつた

第5ただみ

第6〃

かもめ5銃

GUDAR2"

GORD"

オアートランス

ボート雛

只
只
具
只
父
只
只
只
只
只
只

ワ
ー
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

油

〃

〃

〃

（捕鯨）

（鮪）

（〃）

（〃）

連

（巡腿）

（作業）

（〃）

（〃）

（淡）

（〃）

（奥）

（〃）

(鰄石運搬）

495

8681
5;rl

窪｜
i;61
584

2 750

60

〃

75

150

雑
〃
〃
〃
〃
〃
総
〃

申

●

■

‐

今

霊
…

2901

〃

2

’１
１
鋼
會
生

只
只
具

２
２
２1,0001|,#

〃〃
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488

1
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昭和29年度計聲(第10次船)新造貨物船一覧表迩輪省29.10.20

蝿舜息篶|蓋|燕↑鋤畷|塗…“…|≠、|盤|識蕊|垂 型IG．T. ，

石川烏|蝿脚臓総|鐙雑,蝿蝿’7,,,01,0,5001D|"00"|｣7.01'"|
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賜
一I"| 中南米定期

隠“
85

13.25
15

85
17|．8

15

|LR

|重;::,：
〃

〃

嘩
麺
麹
郵
三
財

１
１
１
Ｊ
》
１
１
１

刻
演

日菱三
横

7j650111,200

9,350111,000

16.0

20.25

1425

1具0

平甲板型

〃

〃

唾
〃〃
’

鋤
鋤
蝿
一

一
不
不
定
－

１
１
１

－
５
－
コ
５
５
５
５

－
８
１
８
１
８
１
’

’
’
’
’
’

’
率
珈
妬
－

１
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

５

緬
翠
球
一

Ｉ
１
１
－

８
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
ｅ
６
■
・
■
■
■
■
■
■
画
■
■
。
ｒ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
毎

５

’
０
７
０
｜

。
兵
ａ
一

１
１
１

″
″
″

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
３
０

や
零
宰
－

１｜″
″
ｌ
〃
」

０
０
０
’

５
０
０
－

叩
訓
叩
一

Ｉ
ｌ
ｌ
－

ｌ
ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
－

印
夘
扣
一

句
９
Ｚ

虹
卿
到
一

癖
島
騨
》
一
唖

一
墨
三
一
船
圭
一
平

－
１
州
’
一
ｍ
砿
‐
｜
‐
州
‐

沖
即
叩
一

瞥

一
密
》
ル
ー

舟揃
Ｆ
■
■
■
■
■
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特 許解説大驚誉郎

可蘂ピッチ翼車装置（特許第207,326號，昭和29

年特許出願公告第1,618鑑，特許機者・發明者藤伊

魁）

推進軸内に丙軸を挿邇しこの内軸の後端を翼軸の端部

に噛合わせ，内軸を推進軸に對して相對的に回鱒させる

ことにより翼を回鱒してピッチを鍵えるようにした可鍵

ピッチ翼は從來いろいろと提案されているが，本發明は

このようなものにおいて特に前記内軸を推進軸の外側に

嵌めた制御筒に連繋させ，この制御筒を推進軸方向に動

かすことにより推進軸に相對的に内軸を回鱒させるよう

にしたもので翼根部の構造を簡単にしたものである．

岡面に第いて1は翼，2は翼軸でこの翼軸2は推進軸

5内りこ挿入した丙軸8の後端とウォーム噛合いをなして

いる．推進軸5はその中間適所を鍔10,11により結合

し鍔10,11に制御筒18を外装してこの制御筒18を適

宜の手段により推進軸5と共に回動出来るようにする．

そして結合鍔の内部には空室14を形成しこの中に内軸

8の前端を突出させ傘歯車15を固着する．またこの毒

室14丙に前記傘歯車15に噛合う2個の傘歯車16,16を

設け，その軸13，13を結合鍔を貫通して外方に突出さ

せ，そこに歯車17,17を固着する．一方制御筒内面の

この歯車17に相篭する位錘に凹階部19，19を形成して

ここに歯20，20を刻設し，この歯20に前記歯車17，17

を噛合わせる，また制御筒の前部には環状瀧24を形成

し，この藤24にフォーク22を係合させ，このフォーク

22を螺粁25により推進軸方向に移動出來るようにす
る．

從っていま螺杼25を回動すると推進軸5と共に回鞠

隼1岡

1064
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1

第 2岡

-,2Z

＝

Z釈

鋪 3岡

している制御筒18は推進軸方向に移動し，
階部19に設けた歯20，20に噛合っﾁー 鍛了I
L'､-v､'｡』iljﾘ山小別坐。W”暉墜I珊々 IIﾘに修勁し，その内周凹

階部19に設けた歯20,20に噛合った捧膜17，17が回
鱒し,傘蝉直16,15を經て内軸8が推進軸5に州對的に
回鱒して翼のピッチを鍵魂することが出来る．

水中コンクリー1,打込船舶〈昭和29年特許出願公
告第3;362號，發明者。波多野英二出願人・株式愈
祗渡遅製鋼所）

本發明はコンクリーI､を水中に打込む装備を有し水｢ドオ
土木工事を行う船舶に開するもので，自由に運行して工
事を進めることが出来，河川，洋壁，橋梁等の工J}Fに好
適なものである‘

以下岡面について説明すると，台舳1の尾部に擬開室
2を総成し，これに隣接して設立した1對の瀞5，5上に
それぞれ溌斗6，昏睡装澄7鐺よび導樋8を設ける．そ
して－方の溌斗からは砂を，他方の澱斗からは砂利を
その~ド方に設けた容器9に一定遡二宛供紛L》また各卿5
に隣接したセメンI､貯室10から延びる謹弛11の下端も
前記容器9内に入り，コンクリーI､原料をすべて容鵜9
内に挿入するようにしてある．



洗禮を咳射させるようにしたものが多

い．本溌明はこのような装置に改良を

加えたものの一つで，從來のものより

捲遥簡単で効果的ならしめようとする

ものである．、

岡両において船磯外壁1の前部，特

に船瞳の3分の1ないし2分の1の部

分のみに沿ってほぼ垂直に睡縮室氣の

唆射導管3を設け，これら管の間隔を

翠琴’前部より後部に至るに從ぃ次鎗に職大

するように配置する．この導管の水面

下にある部分に後方に向けて適宜の形

状，大さ，間隔を有する噴射孔を形成
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群器9は軌條12に沿い索條13により引揚け'られて中
央闇14上の混合磯15に運ばれる．その時この混合磯15
殉に水を供給してコンクリーI､原料と混和させるように
'j-る．混和朧15より吐出された原料は洞斗29よりコン

クリーl､ポンプ30に至り,Ei'I,より伸長する導管31を
脛て水中に漫つたコンクリート打込筒32内に総遥され
る‘この打込筒32は台船1の船首郡上の桐40に載せら
いた操縦室41から動脊33により自由に操縦さいる．
なｵさ側面に示すようにIド央榊14のM側には上端に動
曹18を術えた旋回軸17が設けられ，動脅18の頂部か
ら懸吊してバケツ1､が設けら恥ている，
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船艘に加わる水の摩擦を減少する装置（昭和29年
特許出願公告第4’518銃，出願人。葱朋者I､ーマ
ー・モーリース’アレキサンドルーベルギー）
‐／、］

船魁に加わる水の畷察を減少するために船の外壁に沿
吋､隻索，ガス等を峨射させるようにした思想は古くから
あるが，こ奴らのものは船魁を脚通した孔から前記作動

3
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し，室氣塵縮機より唾力調整タンク8を通じて来た唾縮

筌氣を前記噴身好Lより水面下に噴出させるようにする．

本發明における以上の潅成は船鐙に加わる水の摩擦が

船の前部において大なることを考慮したばかりでなく，

噴射室氣による乳状化水中においてプロペラが運鱒し有

害な作用を起さないようにしたものであり，船首を遠ざ

かるに従い水の摩擦は次第に減少するから導蒼3の間隔

を次第に増大したのである．また本發明では垂直の導管

3より水中に筌氣を噴射するようにしたため，臨一導管

が水面下で破損した場合にも船内に水が侵入する危瞼が

ない．更に導管3の前部を保護するカバー2を設ければ

船の進行中噴身好Lに加わる水唾を減少することが出来て

有利である．

平行3枚翼釣合舵』(昭和29年特許出願公告第

4,519號，出願人。發明者中川慨夫）

本發明は中央に設けた1枚の補助舵翼を挾んで2枚の

主舵翼を等間隔に並立し，これら3枚の舵翼の上，下端

および中央をそれぞれ上，下横翼，中間水平翼により速

結して奎磯を一鴎として回動し操舵出来るようにL,舵

住の受ける振り力率を減少しかつ舵の旋回力率を大にし

ようとするものである．

岡面について殻明すると，1，2は同一形状の主舵翼で

推進器後流を十分利用出来る範閏内で等間隔に並立さ恥

ている，3は主舵翼より舵面稜の小さい補助詑爽で，こ

う
エ

簾 2倒

れら3枚の舵誕は上部繊翼4，下音|職翼5および中間水

平翼6により結合されている．そして上部繊翼4は舵柱

7の下端鰐部に固着され，また下部繊翼5は船尾肋骨踵

部8に回鱒自在に恢められて舵柱7を回鱒することによ

り全臘が一燈として回鱒出来るようになっている．

主舵翼1，2と補助舵翼3との前後方向の相對的位置

は主舵奨に作用する水流の直嘩力中心は舵住中心軸の後

方に補助舵翼のそれは前方にそれぞれあるように配渥さ

れて諮り，從って舵柱7の受け?る握り力率を減少させる

ことが出来る．また3枚翼とすると同一舵面積の1枚翼

に比較してそれぞれの舵翼の縦御上を2倍以上も大きく

とれる．從って最大揚力を發生する迎え角が減少し小詑

角で最大の旋回効率が得ら恥る．

また補助舵翼3と中間水平翼6との翼断面前部にはそ

の交叉に接近するに從い漸増する摂りを與えて推進器後

流と流磯方向とを一致させ，こ恥により推進器後方の水

流の回聴運動を直進運動に濡正して推進効率の向上をI剛

っている、なお上下の繊翼は船燈の縦振れを減少させる

にも役立つものである．

『船舶」の醗譲

「船舶』は買切制ですから前もって謹店に豫約朧

臓を御申込みおき下さい．なお，直接弊砒へ前金

1年1,500回（選科共）

半年800圓（〃）

お桃込みによる月極職讃の場合は，増頁その他の

特侭の場合にも差額は頂顛いたしません。

１
１
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既設の蒸気設備で一層生産を上げる．にほ？
それはヤーウエイ衝華蒸銀トラップを御利用に曾な毛事ですb
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⑥凝翰水の排出を間断なく完全直おふ
●空気とガスを完全に排除する

とし･う性能を完全に果すからです．

どの工場でもヤーウェイを取附けた股個は急.連に熟度が高

まり・…､．,…”し心､も商温を保持して素購しも､成織を収めて
おり襲す．

その他の利点

・小型巌個・可動却一薗所・取附・鐸存の容易
●加熱の迅速●高過熱の雅持●ステンレス製

Q高度の酎圧性

ヤーウユイ衝撃蒸気トラップ侭関する鮮絶は当ガデリウ久

庖会に御問合せ下さい．
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